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ご使用の前に 

•ご使用の際は、必ず 「マニュアル」 をよくお読みの上、正しくお使いください。 

•「マニュアル」 は、不明な点を いつでも 解かできるように、すぐに取り出して見られる場所に保管 
してください。 


を全にお使いいただくために 


このマニュアルおよび製品には、製品を安全に正し<お使いいたださ、お客様や他の人々への危害や財産へ 
の損害を未然に防止するために絵表示が使われています。 

その表示と意巧は次のとおりです。内容をよく理辭してか S 本文をお読みください。 


A 警 


とヒこの表示を無視して、誤った取り撒いをすると、人が死 t または重傷を負う可能 
nn 性が想定される内容を示しています。 


A ま 



この表示を無視して、誤った取りあいをすると、人が傷害を負う可能性が想定さ 
れる内容および物的損害のみの発生が想をされる内容を示しています。 


障害や事故の発生を防止するための禁止事項の内容を表しています。 


0 


製品の取りおいにおいて、してはいけない行為（禁止行為）を示しています。 


障害や事故の発生を防止するための指示事項の内容を表しています。 


〇 

必ず行う事項け旨示、行為）を示しています。 

运 

電源プラグをコン七ントから必ず抜くことを示しています。 










A 警告 

0 


交流 1 0 ov 政外の電源は、使用しないでください。 

交流10 0 V 似外の電源を使ラと、感電-火災の原因とな0ます。 

&圍 

めれた手で電源プラグを抜さ差ししないでください。 

感電の原因となります。 

0 H 

雷が鳴りだした6、電源プラグをさわ6ないでください。 

感電の原因となります。 

C 


電源プラグを取り扱ラ際は、次の点を巧ってください。 

取り扱いを誤ると、火災の原因となります。 

-電源プラグはホコリなどの異物が付着したまま差し込まない。 

-電源プラグは刃の根元まで確実に差し込む。 

-電源プラグを長期間コンセントに差したままにしない。 

電源プラグは、定期的にコンセントか6抜いて、刃の根元や刃と刃の間を清掃して 
<ださい。 

0 

尊 

電源コードのたこ足配線はしないでください。 

発熱し、火ぶの原因となります。 

家庭用電源コンセント（交流] 00 V )か S 電源を直接取ってください。 



破損した電源コードを使用しないでください。感電-乂災の原因となります。 

電源コードを取り扱ラ際は、次の点を守ってください。 

-電源コードを加工しない。 

•無理に巧げたり、ねじったり、引っぱったりしない。 

-電源コードの上に重いものを載せない。 

-発熱器具のお < に配線しない。 

電源コードが破損した6、カスタマーサービスセンターまでご連絡ください。カス 
タマーサービスセンターへの連絡ちまは、『サポート•サービスのご案内』（別冊） 

をご覧ください。 

0 

築 

® 固 

本機か S 異臭や異音がする、発煙するなど、異常状態のまま使用しないで<ださ 
い。 

感電-火災のおそれがあります。 

すぐに電源を切り、電源プラグをコンセントか S 抜いて、バッテリパックを本機か 

S 取り外して、カスタマーサービスセンターまでご連絡ください。カスタマーサー 
ビスセンターへの連絡ち法は、『サポート■サービスのご案内』（別冊）をご覧くだ 
さい。 

お客様による修理は危険ですか S 絶対にしないでください。 

〇 固 

通風孔など開□部か!5、本機内部に金属類や燃えやすいちのなどを差し込んだり、 
落としたりしないでください。 

感電•火災の原因となります。 


3 

























么警告 

0 

り 

水などの液体や異物が本機内部に入った場合は、そのまま使用しないでください。 
感電■火災の原因とな0ます。 

すぐに電源を切り、電源プラグをコンセントか6抜いて、バッテリパックを本機か 

5取り外して、カスタマーサービスセンターまでご連絡ください。カスタマーサー 
ビスセンターへの連絡ち法は、『サポート■サービスのご案内』（別冊）をご覧くだ 
さい。 

0 

£ 

本機の分解-改造や、マニュアルで指示されている L ソ外の増設-交換はしないで< 
ださい。 

けが-感電-乂災の原因となります。 

€ 

メモリの増設■交換をするときは、電源プラグをコンセントか6抜いて、本機から 
バッテリパックを取り外してください。 

感電や火傷の原因となります。 

0 

? 

い 

バッテリパックを、指定外の方法で充電しないでください。 

発熱や発火、液漏れによる被害の原因とな0ます。 

01 

•ぶ 

八 

本体や付属のバッテリパックなどを火中に入れたり、加熱したりしないでくださ 
い。 

破裂などで火傷の原因となります。 

〇|省 

バッテリパックの端テをショートさせないでください。 

乂傷の原因となります。 

0 

ミ^" 

付属の AC アダプタやバッテリパックを、分解-改造しないでください。 

また、本機には、指定 L ソ外の AC アダプタやバッテリパックを使用しないでくださ 
い。 

感電や火傷、化学物寶による被害の原因とな0ます。 

当社指定外の AC アダプタやバッテリパック、または分解-改造した AC アダプタ 
やバッテリパック（当社での修理対応は除 <) での本機の使用は、安全性や製品に 
関する保証ができません。 

® 匿 

ルさなお子様の手の届く場所にバッテリパックを保管しないでください。 

なめたりすると、火傷や化学物質による被害の原因となります。 

G ) 因 

バッテリパックには、落下など、強い衝撃を与えないでください。 

破裂や液漏れによ0、火傷や化学物寶による被害の原因とな0ます。 

〇 


無線 LAN 機能が搭載されている場合、航空機や病院など、電波の使用を禁止された 
区域に本機を持ち込むとさは、本機の電源を切るか電波を停止してください。 

電波が電子機器や医療用電気機器に影響を及ぼす場合があ0ます。 

また、自動的に電源が入る機能が搭載されている場合は、設定を辭除してから、本 
機の電源を切ってください。 
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A 警告 

o 

菌 

無線 LAN 機能が搭載されている場合、医療機関の屋内で本機を使用するとさは、次 
のことを守ってください。 

•手術室•集中治療室り CU) •冠状動脈疾患監視室 （CCU) には、本機を持ち込 
まない。 

-病棟内では、本機の電源を切るか電波を停止する。 

-病棟私外の場所でち、付近に医療用電気機器がある場合は、本機の電源を切るか 
電波を停止する。 

-医療機関が個々に使用禁止、持ち込み禁止などの場所を定めている場合は、その 
医療機関の指示に従ラ。 

•自動的に電源が入る機能が搭載されている場合は、設定を解除してか S、 本機の 
電源を切る。 

〇理 

植込み型/じ臓ペースメーカーおよび植込み型除細動器を装着している場合、無線 
LAN 機能を使用するとさは、装着部と本機の間を 22cmL ソ上離してください。 

電波が、植込み型/じ臓ペースメーカーおよび植込み型除細動器の作動に影響を及ぼ 
す場合があります。 

満員電車など、付近に/じ臓ペースメーカーを装着している人がいる可能性がある場 
所では、本機の電源を切るか電波を停止してください。 

0 

扇 1 

嘯 

無線 LAN 機能は、自動ドア、乂ぶ報知器などの自動制御機器の近<で使用しないで 
<ださい。 

電波が影響を及ぼし、誤動作による事故の原因となるおそれがあ0ます。 
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A 注意 

0[ 

息 

ルさなお子様の手の届くところに設置、保管しないでください。 

落ちたり、倒れたりして、けがをする危険があります。 

0 


不安定な場所（ぐ S ついた台の上や傾いた巧など）に置かないで<ださい。 

落ちたり、倒れたりして、けがをする危険があります。 

01 

M 

湿気やホコリの多い場所に置かないでください。 

感電■火災の危険があります。 

0 H 

起動状態で本機の通風孔をふさがないでください。 

起動状態で通風孔をふさぐと、内部に熱がこちって本機が熱くなり、义傷や义災の 
原因となります。 

次の点を守ってください。 

-じゅラたんや巧団の上にのせない。 

-毛巧やテーブルク□スのよラな巧をかけない。 

-キャリングケースやバッグなどに入れない。 

G ) 图 

各種コード（ケーブル）は、マニュアルで指示されている拟外の配線をしないでく 
ださい。 

配線を誤ると、乂災の危険があります。 

0 


FAX モデムを次の回線に接続しないでください。発熱して乂災の原因となります。 

-構内交換機 （PBX) 

- 2線式でない回線（ホームテレホンやビジネスホンなど） 

-侶 DN 対応公衆電話のデジタル側ジャック 

O 

Volume 

mn 111111 fiM 

較 

ヘッドフォンやスピーカは、ボリュームを最ルに調節してか5接続し、接続後に音 
量を調節してください。 

ボリュームの調節が大壬くなっていると、思わめ大音量により聴覚障害の原因とな 

0ます。 

0 


パームレストやキーボードに長時間手を置かないでください。 

パームレストやキーボードが熱くなることがあり、低温乂傷のおそれがあります。 

0 


ひざの上で長時間使用しないでください。 

本機底面が熱<な0、低温火傷の原因とな0ます。 

0 

? 

_ 舍— 

付属の AC アダプタやバッテリパックは、本機切外には使用しないでください。 

乂傷-火災の危険があ0ます。 


6 








































么ま意 

0 


破損した AC アダプタやバッテリパックを使用しないでください。 

乂傷-乂災の危険があ0ます。 

万一、本機の落下などで強い振動や衝撃が加わり、バッテリパックが破損したり、 
変形したりした場合は、本機の電源を切り、電源プラグをコンセントか S 抜いて、 

本機か6バッテリパックを取り外してください。 

そのまま使用を続けると、発熱■発火-破 S のおそれがあります。 

Q 1 

遲 

AC アダプタを毛なやな団で覆わないでください。 

义傷-义おのをおがあります。 

® 圍 

AC アダプタの温度の高い部分に、長時間直接触れないで<ださい。 

低温火傷の原因となります。 

Q 曲 

メモリの増設-交換は本機の内部が高温になっているときには行わないでくださ 
い。 

乂傷の危険があります。 

作業は電源を切って10分似上待ち、本機の内部が十分冷めてか6行って<ださい。 

0® 

液晶ディスプレイが破損して、内部の液体が漏れた場合は、液体をなめたり、触っ 
た0しないで < ださい。 

火傷や化学物質による被害の原因となります。 

万一、液体が皮膚に付着した0、目に入ったリした場合は流水で十分に洗い、医師 
に相談してください。 

® 區 

光ディスクドライブで、ひび割れや変形巧修したメディアは使用しないでください。 
内部で巧び散って故障したり、メディア取り出し時にけがをしたりするを険があり 
ます。 

Q 國 

長時間または不自然な姿勢でのコンピュータ操作は避けてください。 

肩こり、腰痛、目の疲れ、腫銷炎などの原因となります。 

© 

本機を移動する場合は、電源を切り、電源プラグをコンセントか5抜いて、すべて 
の配線を外したことを確認してか6行ってください。 

© 

連休や旅行などで本機を長期間使用しないとさは、安全のため、電源プラグをコン 
セントか6抜いて、本機か5バッテリパックを取り外してください。 

o 


本機を廃棄する場合は、法律に従って正し<処理して<ださい。 

液晶ディスプレイに使用している堂光管（バックライト）には、水銀が含まれてい 
ます。 
























I 製品保護上のを意 


►巧用-保管時のを意 


コンピュータ（本機）は精密な機械です。故障や誤動作の原因となりますので、次の注意事項を必ず 
守って、本機を正しく取りホ及ってください。 

次の注意事項は、特に指定のない限り、本体および AC アダプタやバッテリパックなどの同栖品に適用 
されます。 


-1温度が高すぎる所や、低すぎる所には 

喜声奪•，化置かないでください。また、急激な温 
み於度を化も避けてください。 

■ 故障、誤動作の原因になります。適切 
な温度の目をは10で〜35でです。 


-不安定な前こは設置しないでください。 

落下したり、振動したり、倒れたりす 
ると、本機が壊れ、故障することがあ 
，/ T ■…巧^ります。 


LU 


LCD 画面の表面を先のとがったもので 
引っかいたり、無巧な力を加えたりし 
ないでください。 

LCD 画面の表面はアクリル製ですの 
で、キズが付いたり、割れたりするこ 
とがあります。 



直が日光の当たる巧や、発熱器具（暖 
房器具や調 a 用器具など）の近くな 
ど、高温•多湿となる巧には置かない 
でください。 

故障、誤動作の原因になります。 

また、直射日光などの紫外線は、変色 
の原因になります。 


冷 


本機の汚れを取るときは、ベンジン、 
シンナーなどの溶剤を使わないでくだ 
さい。変色や'塞形の可能性がありま 
す。柔らかい布に中性洗剤を適まに染 
み这ませて、輕く巧き取ってくださ 



テレビ やラジオ、磁おなど、磁界を発 
生するものの近くに置かないでくださ 
い。本機の誤動作が生じたり、データ 
が破損したりすることがあります。逆 
に、本機の影響で テレビ やラジオに雑 
音が入ることもあります。 


M . 


遠隔地に輸送するときや保管するとき 
は、裸のままで行わないでください。 
衝撃や振動、ホコリなどから本機を守 
るため、専用の桐包箱に入れてくださ 


团 


電源コードが抜けやすい所（コードに 
足が引つかかりやすい所や、 コードの 
長さがぎりぎりの所など）に本機を置 
かないでください。バッテリパックの 
状態により、電源コードが抜けると、 
それまでの作業データがメモリ上から 


消えることがあります。 


ぶ 

I ^ 


本機を長期間使わないときは、バッテ 
リパックを本機に装着したままにしな 
いでください。 

液もれを起こすことがあります。 



ホコリの多い所には置かないでくださ 
レ、。 

故障、誤動作の原因になります。 




本機の上に重い物を載せたり、強く押 
さえ付けないでください。 

LCD やバックライトが破損したり、表 
示異常となることがあります。 


^アクセスランプ点灯中は、本機の電源 
® を切ったり、再起動したりしないでく 

ん ださい。 
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他の機械の振動がイなわるがなど、振動 
しがちな場所には置かないでください。 
故障、誤動作の原因になります。 

'也 


AC アダプタはコードを持って抜き差 
ししないでください。 

コードの断線や接触不良の原因となり 
ます。 

分 

這 


本機の LCD ユニット（液晶デイスプレ 
イ部）を開けた状態で、 LCD ユニット 
を持って移動しないでください。 


夕 



本機を落としたり、ぶつけるなど、 
ショックをちえないでください。持ち 
運ぶときは、バッグに入れるなどして 
ショックから守るようにしてくださ 
い。 

AC アダプタの上に乗ったり、踏みつ 
けたり、重い物を載せるなどして、 
ケースを破損しないでください。 


キーボードの上などに、物（ボールぺ 
ンなど）をはさんだまま、 LCD ユニッ 
卜（液晶ディスプレイ部）を閉じない 
でください。 


►記録メディア 


次のような取りないをすると、次の記録メディアに収録されたデータが破損するおそれがあります。 
記録メディアの種類は、次のとおりです。 


1351 FD 

laa 光ディスクメディア 


圓 メモリカード 


次の注意事項は、特に記録メディアの種類に指定のない限り、すべての記録メディアに適用されます。 


み角 

1 川 

HSj 

ミ。 





直が日光が当たる巧、発熱器具の近く 
など、高温•多湿となる場所には置か 
ないでください。 


上に物を載せないでください。 





アクセスランプ点灯•点滅中は、記録 
メディアを取り出したり、本機の電源 
を切ったり、再起動したりしないでく 
ださい。 



使用後は、本機にセットしたままにし 
たり、裸のまま放置したりしないでく 
ださい。 

専用のケースに入れて保管してくださ 

レ、。 


ill 

キズを付けないでください。 

鑛 


クリップではさむ、折り曲げるなど、 

無巧な力をかけないでください。 

も 


ゴミやホコリの多いところでは使用し 
たり保管したりしないでください。 


アクセスカバーを 開けたり、磯性面あ 
るいは金属端子に触れたりしないでく 
ださい。 

I3H 1^ 


9 















































磁性面や金属端子にホコリや水を付け 
ないでください。シンナーやアルコー 
ルなどの溶剤類を近づけないでくださ 

い。 

133 



ぺ MVv 


テレビやラジオ、磁石など、磁界を発 
生するものに近づけないでください。 

1351 IBB1 



-- ククク ー-- ク1 

何度も読み書きした FD は使わないで 



-ク7_ 

ク9..ク ■?’ ク 1- 1 

ください。 



磨耗した FD を使うと、読み書きでェ 


■ 

ラーが 生じることがあります。 

^_/ 


の 


信を面（文字などが印刷されていない 
面）に触れないでください。 




レコードやレンズ用のクリーナーなど 
は巧わないでください。 

クリーニングするときは、 CD 専用ク 
リーナーを巧ってください。 




信を面（文字などが印刷されていない 
面）に文字などを書き込まないでくだ 
さい。 



@ 

光ゲイスクドフイブのブータ読み取り 
レンズをクリーニングする CD は{まわ 
ないでください。 


クリーナの 

rag 


レコー ドのように回転させておかない 
でください。 

内側から外側に向かって巧いてくださ 

い。 




シールを貼らないでください。 




温度差の激しい場巧に置かないでくだ 
さい。結露する場合があります。 

lag 
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無 iLAN 使用時に樹する 

セキュ U テイに関するま意 撫線 LAN 搭載時のみ) 


お客様の権利（プライバシー保護）に関する重要な事項です。無線 LAN を使用 
する前に、必ずお読みください。 

無線 LAN では、 LAN ケーブルを{ま用する代わりに、電波を利用してパソコンな 
どと無線 LAN アク七スポイント間で情報のやり取りを行うため、電波の届く範 
囲であれば自由に LAN 接続が可能であるという利点があります。 

その反面、電波はある範囲内であれば障害物（壁など）を越えてすべての場巧 
に届くため、セキュリティに関する設定を行っていない場合、な下のような問 
題が発生する可能性があります。 

■通信内容を盗み見られる 

悪意ある第 S をが、電波を故意に傍受し、 

• ID やパスワードまたはクレジットカード番号などの個人情報 
•メールの内容 

などの通信内容を盗み見られる可能性があります。 

• 不正に侵入される 

悪意ある第=者■が、無断で個人や会社内のネットワークへアクセスし、 

-個人情報や機密情報を取り出す（情報漏洩） 

-特をの人物になりすまして通信し、不正な情報を流す（なりすまし） 

-傍受した通信内容を書き换えて発信する（改ざん） 

• コンピュータウイルスなどを流しデータやシステムを破壊する（破壊） 

などの行為をされてしまう可能性があります。 

本来、無線 LAN や無線 LAN アクセスポイントは、これらの問題に対応するため 
のセキュリテイの仕組みを持っていますので、無線 LAN 製品のセキュリテイに 
関する設定を行って製品を使用することで、その問題が発生する可能性は少な 
くなります。 

無線 LAN 機器は、購入直後の状態においては、セキュリティに関する設をが施 
されていない場合があります。 

したがって、おを様がセキュリティ問題発生の可能性を少なくするためには、 
無線 LAN や無線 LAN アクセスポイントをご使用になる前に、必ず無線 LAN 機器 
の七キュリテイに関するすべての設ををマニュアルに従って行ってください。 


なお、無線 LAN の仕様上、特歹来な方法によりセキュリティ設をが破られること 
もあり得ますので、ご理解の上、ご使用ください。 


※セキュリティ巧策を施さず、または、無線 LAN の仕様上やむを得ない事情に 
よりセキュリティの問題が発生してしまった場合、当社は、これによって生 
じた損害に対する責任を負いかねます。 

七キュリティの設をなどに ついて、 おを様ご自身で対処できない場合には、『サ 
ポート.サービスのご案内』（別冊）をご覧になり、テクニカルセンターまで 
お問い合わせください。 

当社では、お客様が七キュリティの設定を行わないで{吏用した場合の問題を十 
分理解した上で、おを様自身の巧断と責任においてセキュリティに関する設定 
を行い、製品を使用することをおすすめします。 
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はじめに 

本機を使い始める前に知っておいていただをたい事項について説明し 
ます。 


r マニュアル中の表記」 . 

r 本製品の仕様とカスタマイズ」 
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I マニユ 7 ル中の表記 

本書では次のような記号を使用しています。 

安全に関する記号 


A 

盛化 
言口 


この表示を無視して、誤った取り披いをすると、人が死 t 
または重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。 


A 

を意 


この表示を無巧して、誤った取りないをすると、人が傷害 
を負う可能性が想定される内容および物的損害のみの発生 
が想定される内容を示しています。 


一般情報に関する記号 


制限 


制限事項です。 

機能または操作上の制限事項を記載しています。 



ra 

12 


fctrl J+r Z J 


参考事項です。 

覚えておくと便利なことを記載しています。 

本書とは別の マニユ アルを示します。 

例）『桐包品の確認』：本機に添付の『相包品の確認』を示 
します。 

参照ページを示します。 

操作手順です。 

ある目的の作業を行うために、番号に従って操作します。 

( 1で囲んだマ~クはキ~ボ~ド上のキーを表します。 

に！厂) は Enter キーを表します。また、 ( ~ N ~~ ] は [りみ] のこと で、 
す。このように必要な部分のみを記載しているため、キー 
トップに印字された文字とは異なる場合がありまず。 

+の前のキーを押したまま+の後のキーを押します。 

この例では、し Ctrl 1を押したまま ( Z J を押します。 
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はじめに 


名称の表記 


本書では、本機で使用する製品の名称を次のように表記しています。 


HDD 

FD 


FDD 

光ディスクメディア 
光ディスクドライブ 
メモリカード 


八ードディスクドライブ 

フ□ツピーディスク 

フ□ツピーディスクドライブ 

CD メディア、 DVD メディアなど 

光ディスクメディアを使用するためのドライブの総称 

メモリースティック、巧げメディアカード、 SD メモリーカード 

の纖 


オペレーテイングシステム ( OS ) に関する記述 

本書では、ホペレー テイン ダ システム ( OS ) のぶ称を次のように略して表記し 
ます。 


Windows Vista 


Windows Vista® Ultimate 
Windows Vista® Business 
Windows Vista® Home Premium 
Windows Vista® Home Basic 


HDD 容量の記述 

本書では、 HDD 容量を IGB (ギガバイト）二1000 MB として記載しています。 

メモリ容量の記述 

本書では、メモリ容量を 1 GB (ギガバイト） =1024 MB として記載しています。 
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マニュアル中の表記 


Windows Vista の画面表示に関ずる記載方法 


デスクトップ画面 

本書では 、 Windows Vista の画面に表示される各箇所のを称を次のように言己載し 
まず。 


アイつン 


タブ 


デスクトップ 




テーマを涅んで画面のちき、アイ]ン、音ねどをカス》マイズします。 
テーマの： 


1巧ミミれたテ-マ 


[ を前を怖: m お? ( s ) ] が脉の) ] 



11 みン也 



スタ I: トボタン 


ポタンタスクバー 


通知領域 


ボタン 


ボタンは [] で囲んで記載します。 
例 ） I QK I : [ OK ] 


スタートメ ニユ ー 

[スタート]を押すと表示されるスタートメニューのボタン類は、次のように 
記載します。 



[ 0 ] 


[►] 


[スタ 
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はじめに 


画面操作 

本書では 、 Windows Vista の画面上で行う操作手順を次のように記載します。 

• 記載例 

[スタート]- r すべてのプ□グラム」一 「Internet Explorer ] をクリックします。 
• 実際の操作 

(1) [スタート]をクリックします。 

(2) 表示されたメニューか6「すべてのプ□グラム」をクリックします。 

( 3 ) 表示されたメニューか6 「Internet Explorer 」 をクリックします。 


( 2 )-¢ 
( 1 ) 


» すべてめプ□グ 5 A 


|||け.-, K じ’ 

顧! 



※表おされる項目は、システム構成によって異なります。 
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I 本製品の仕様とカスタマイズ 


本製品は、ご購入時にお客様が選択されたオプションによって、仕様がカスタ 
マイズされています。 CPU の種類-メモリ容量-光ディスクドライブなど、選 
択した仕様に合わせて、お客様オリジナルのコンピュータとして組み立て、納 
品されています。 

仕様によって必要なマニュアル 

本製品の操作に必要な マニュアルは、 お客様が選択された仕様によって、『ュー 
ザーズ マニュアル』 （本書）とは別に添付されている場合があります。 
お使いになる仕様によって必要となる マニュアルは、 下記のとおり別冊や電子 
マニュアル などの形式で添付されていますので、ご確認ください。 

• 本製品に同捆されている別冊マニュアル 

• CD-ROM などに収録されている電モマニュアル （PDF ファイルなど） 

• コンピュータに収録されている電モマニュアル （r マニュアルびゆ一わ」か6閲 
覧） 


22 


第 1 胃 

使い始めるまでの準備 

本機の接続方法、電源の入れ方や切り方、 Windows のセットアップに 
ついて説明します。 

「ご使用の前に」 . 24 

「添付されているソフトウエア」 ........................................................................... 26 

「本機ででさること」 . 29 

「各部の名称と働さ」.. . 30 

「コンピュータの設置」 . 35 

「電源の入れちと Windows のセットアップ」 . . 40 

「Windows 使用時の確認事項」 . 48 

「本機の終了ち法」 . 56 













I ご使用の前に 


►コンピュータを巧い始めるまでの手順 


購入後にはじめて本機を使用する場合は、次の手順で作業を行ってください。 


捆包品に不足や不良びないかを確認ずる 

pp 『栖包品の確認』（別冊）_ 



本機を使用する前に必要な情報を確認する 


Oip-2 



Fap-24 
I 广沪 1 P 
口 P '29 
p '3 o 


「安全にお使いいただくために」 
「製品保護上の注意」 

「マニュアル中の表記」 

「本製品の仕様とカスタマイズ」 
「ご使用の前に」 

「添付されているソフトウエア」 
「本機でできること」 

「を部のをホと働き J 


コンピュータを設置し、各機器の接続を行ラ 

广3^ p '35 「コン ピュ ■ —夕の設置」 



電源を入れ、 Windows をセットアップする 

JTM P .40 「電源の入れ方と Windows の七ットアップ」 



使用開始！ 
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第 1 章使い始めるまでの準備 


►ご使用前の確認事頃 


貼付ラベルの確認 

本機には、製品情報が記載された次のラベルが貼られています。本機をご使用 
の前に、ラベルが貼られていることを確認してください。ラベルは絶対にはが 
さないでください。 

• お問い合わせ情報シール 

お問い合わせ情報シールには、型番や製造番号が記載されています。当社に 
サポート•サービスに関するお問い合わせをいただく際には、これらの番号 
が必要です。 

お問い合わせ情報シールに記載されている製造番号は、『サポート•サービ 
スのご案内』（別冊）の表紙に書き写しておいてください。 

• COA ラベル 

COA ラベル （Certificate of Authenticity ラベル）は、正規の Windows 商品を購入さ 
れたことを証明するラベルです。 

万一、 COA ラベルを粉失された場合、再発行はできません。 


お問い含わせ 
情報 シール 



サポート-サービスのご案内 

『サポート•サービスのご案内』には、当社のサポートやサービスの内をが詳 
しく記載されています。 

困ったときや、万一の場合に備えてお読みいただくことをおすすめします。 






I 添巧をれているソフトウエア 


購入時、本機にインストールされているソフトウェアと、購入後、必要に応じてインストールが必要な 
ソフトウエアは次のとおりです。 

表中記号の見ち 


の 

ソフトウェアは添付の DVD または CD に収録されています。 

し J 

ソフトウェアは HDD の「消去禁止領域」に収録されています。この領域を削除すると再インス 

1-ールがでさなくなります。「消去禁止領域」は、絶対に削除しないでください。 

r ^ p .80 「消ち禁止領域とは」 


本機にインス I ルされているソフトウエア 

購入時、次のソフトウェアは、本機にインストールされています。 


本機にインス 1 ルされているソフトウエア 

ソフトウ I アの収録場巧 

• Windows Vista 

本機のオペレーティングシステム （OS ) です。 

な 

Windows Vista リカバ U DVD 

• リカバリツール 

HDD の消去禁止領域に収録されている本体ドライバやソフトウェアを再 
インストールするためのプロダラムです。 

の 

リカバリツール CD 

• チップセットドライバ 

メインボード上のデバイスを使用するためのドライバです。 

n 

消去禁止領域 

• Intel Matrix Storage Manager 

Windows 上で HDD の状態を確認するためのユーテイリテイです。 

• ビデオドライバ 

Windows を高解像度-多色で表示するためのドライバです。 

•サウンドドライバ 

音を鳴らしたり、録音するためのドライバです。 

•タッチパッドドライバ 

タッチパッドを使用するためのドライバです。 

•ネットワークドライバ 

ネットワーク機能（有線 LAN) を使用するためのドライバです。 

•無線 LAN ドライバ（無線 LAN 搭載時のみ） 

無線 LAN を使用するためのドライバです。 

•メモリカードドライバ 

メモリカードス ロッ トを使用するためのドライバです。 

• FAX モデムドライバ 

FAX モデム機能を使用するためのドライバです。 

•インスタントキードライバ 

(Fn ) と組み合わせて巧用する機能キーや、インスタントキーを使用す 
るためのドライバです。 
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第 1 章使い始めるまでの準備 


本機にインス 1 ルされているソフトウエア 

ソフトウェアの収録場巧 

•インスタントキーユーティリティ 

インスタントキーを使用するためのューティリテイです。 

消去禁止領域 

♦インテル-ターボ-メモリドライバ（ターボ-メモリ選択時のみ） 

ターボ.メモリを使用するためのドライバです。 

• Java 2 Runtime Environment 

Java アプリケーションを実行するためのソフトウエアです。 

•インフオメーシヨンメニュー 

本機に添付のマニュアルやサポ ■ ー トぺ'ージを閲覧するためのュ'ーティリ 
ティです。 

• Adobe Reader 

PDF (Portable Document Format ) 形式のファイルを表示したり、印刷した 
りするためのソフトウエアです。 

♦マニュアルびゅ一ね 

本機に添付されているマニュアルやお知らせを見るためのソフトウエア 
です。 

• Nero 7 Essentials 廈き込み機能のある光ディスクドライブ搭載時のみ） 

光ディスクメディアに書き込みを行うためのソフトウュアです。 

• WinDVD (DVD 再生機能のある光ディスクドライブ搭載時のみ） 

DVD VIDEO を再生するためのソフトウエアです。 
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添付されているソフトウエア 


が要に応じてインス I ルがが要なソフトウエア 

次のソフトウェアは、購入時、本機にインストールされていません。 Windows の七ットアップ後に必要 
に応じてインストールしてください。 

ド巧 P'45 「初期設定ツール」 
ra P.47 「セットアップ完了後の作業」 


本機にインス1'―ルされていないソフトウエア 

ソフトウてアの収録場所 

• Norton Internet Security 日0日版 

ウイルス駆除機能、不正アクセス防止機能、フィッシング詐欺対策機能 
などを備えたセキュリティソフトウエアです。 


• i - フィルター4 30曰版 

インターネット上の有害な Web ページへのアクセスを防止する Web フィ 
ルタリンダソフトウエアです。 


• マカフィー SiteAdvisor Plus 30日版 

Web サイトの安全性評価を表示し、危険なサイトへのアクセスを防ぐ Web 
七ーフティツールです。 

□ 

• JWord Plugin 

Internet Explorer のアドレスバーから、日本語でインターネットを検索する 
ためのソフトウエアです。 

消去禁止領域 

• 邑〇〇スティック 

Internet Explorer のツールノく一に、横索サービス「吕〇〇」の検索ボックスを 
追加するためのソフトウエアです。 


•セキュリティチップユーティリティ 

セキュリティチップ （ TPM ) の設定を行うためのューティリティです。 



そのほかのソフトウェア 

次のソフトウェアは、 CD から起動して実行します。インストールは必要ありません。 
厂 W P '244 「システム彰断 ツールを f まう J 


そのほかのソフトウェア 

ソフトウ I アの収録場巧 

• システム診断ツール 

コンピュータの調子が悪いときにシステム診断を行うためのツールで 
す。 HDD 内のデータを消去することもできます。 

巧 

リカバリツール CD 



消去禁止領域に収録されているソフトウエアのバックアップ 

書き込み機能のある光ディスクドライブを搭載している場合、 HDD の「消ち禁 
止領域」に収録されているソフトウエアを、 CD にバックアップすることができ 
ます。 

rS p.254 レくックアップ CD の作成方■を」 
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I 本機ででまること 


本機は、 15.4 型ワイド液晶ディスプレイを搭載したノート型コンピュータです。 
本機では、次のようなことができます。 



インターネットやメールを利用ずる 

P. 13已 


光ディスクを再生する 

光ディスクにデータを保存する（オプション） 

_ が P.8 吕 


有線 LAN 接続をする 

/IPp.l 18 

v . _ J 

FAX モデムを使ってダイヤルアップ 
接続をする 

、 历 P. 14も 

USB 機器を接続して使ラ 
_ が P. 日1 

PC 力ードやメモリカード（メモリー 
ステイ ックなど） を使う 

_ が P. 日3 ^ P.98 


無線 LAN 接続をする（オプション） 

が P.1 20 

\_ ノ 

IEEE 13 日 4 機器を接続して使う 

/^p.l 60 

\_ ノ 

音声の入力-出力をする 

が P.1 14 

v . _ ノ 

画面表おを調節3る 
か付けディスプレイに表ちする 

_ 巧= p. 102 P. 108 


省電力機能を使ラ 


メモリを増設•交換する ’ 

54 

V _ J 


公費^ P.1 6已 

^_ J 




































さ部の名茄と働を 


►正面-を側面 
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a : b : 



a : LCD ラッチ 

LCD ュニットを開くときにスライ 
ドします。 

b : 内蔵マイクタ 

を声をコンピュータに取り込みま 
す。 

C ； LCD ユニット 

LCD 画面を含めたカバー部分です。 

d : LCD 画面 

入力した文宇や、作業内容をま示し 
ます。 


e : 光ディスクドライブ 

光ディスクメディアの読み込みや 
書き込みなどを行います（光ディス 
クドライブにより使用できるメ 
ディア、機能は異なります)。 

f : 光ディスクドライブアクセスランプ* 

メディアへのアクセス中に点灯 • 
点滅します。 

民光ディスクドライブイジエクトボタン* 

光ディスクドライブのディスクト 
レイを開けるときに押します。 
h : 光ディスクドライブイジエクトホール* 
光ディスクドライブのディスクト 
レイが開かなくなった場合に使用 


します。 


* 位置は光ディスクドライブによって異なります。光ディスクドライブの PDF 
マニュアルをご覧ください。 

PDF マニュアルは、「マニュアルびゆ一わ」からご覧になれます。 
rs P .49 「インフォメーションメニューを使う」 


















第 1 章使い始めるまでの準備 


電源スイッチ/ステータス表示ランプ/インスタントキー 



a : NumLock ランプ6 

1''111111し0じ1<；キ'一の設定が態を表示しま 
す。青色に点灯しているときは、数 
値キーモードに設定されています。 
b : Caps Lock ランプ 0 

Caps Lock キ'一の設定が態を表示し 
ます。青色に点灯しているときは、 
アルファべットの大文字を入力す 
ることができます。 

C ： 電源スイッチの 

本機の電源の入/切を行います。ま 
た、スリープ状態や休止が態からの 
復帰にも使用します。 


d : 画面サイズ切り曾えキー因/ィ〇 

キーを押すたびに、画面のサイズを 
切り替えます。 

白：無線 LAN キーが 

<無線 LAN 搭載時のみ機能> 

本機の無線 LAN の ON / OFF を切り替 
えます。 



















香部の名称と働を 


タッチパッド/キーボード/ステータス表示ランプ 



a : キーボード 

文字の入力やソフトウェアの操作 
などを行います。 

b : タッチパッド 

指を軽く乗せて操作することによ 
り、画面上のポインタを操作しま 
す。 

C ： クリックボタン 

マウスの左右ボタンに巧当します。 


d : 電源ランプ@ 

電源状態を示します。 

青点灯：通常 
青点滅：スリープが態 
消灯：電源切断時または休止状態 
e : バッテリ充電ランプ0 

バッテリの充電が態を示します。 
オレンジ色点灯：充電中 
消灯：満充電 
た HDD アクセスランプ0 

HDD アクセス 中に青色に点灯しま 
す。 

呂：無線 LAN 状態ランプ(が 
く無線 LAN 搭載時のみ機能> 

無線 LAN が ON のときに青色に点灯 
します。 


制限 


アクセスランプが点むしていると去に本機の電源を切ったり、再起動したりしな 
いでください。データが破損するおそれがあります。 
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第 1 章使い始めるまでの準備 


►ち側面 



a : へッドフォン出カコネクタ、〇, 

スピーカ、へッドフォンなどを接続 
します。 

b : マイク入カコネクタぶ' 

マイクを接続します。 

C : USB コネクタ <； t 2 .o 

USB 対応機器を接続します。 
d : IEEE 1 394コネクタ1394 

IEEE 1394 機器を接続します （4 ピ 
ン）。 


白： PC カードイジエクトボタン 

PC カードを取り出すときに押しま 
す。 

た PC カードス□ツト G 

PC Card Standard 規格準拠の PC カー 
ドをセットします。 

吕.メモリカ—ドス□ツト EIJmc.sd.ms/pro 

メモリカー ドの読み込みや書き込 
みなどを行います。 


►背面 


r 1 


1 1 ^ 

\ 偏！ か。 か。 — ? 

V U urpLEpi 霞 

雪 £ 

1 J[m 

み 3 

@ @1 ( 

讀製 S し 

面咖圆圆日日^ 

一甲 



一 

1 




a : b : c : d : e : f : 旨: 


a : US 巨コネクタ *^ 2.0 

USB 巧応機器を接続します。 

b : VGA コネクタ □ 

外かけディスプレイ（アナログタイ 
プ）を接続します。 

C : LAN コネクタ 

ネットワークと接続します。 

d : モデムコネクタ0 

電話回線と接続します。 

e : AC アダプタコネクタ些!^ 

付属の ACT ダプタを接続します。 


たセキユ U テイ□ツクス□ツト S 

市販の盗難抑止用ケーブル（ワイ 
ヤー）を取り付けます。 

吕：通風孔 

コンピュータ内部で発生する熱を 
逃がします。 
















































さ部の名称と働さ 


娘面 



a : パッテリパック 

着脱可能な充電式の電池です。 
b : 内蔵ステレオ スピーカ 

警告音（ビープ音）や音声などを鳴 
らします。 


C ： 通風孔 

コンピュータ内部に外気を取り入 
れます。 
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コンピュータの設置 


本機を巧用できる状態にするために、バッテリパックを装着したり、 AC アダプ 
夕を接続したりする手順を説明します。 

プリンタなどの周辺機器を接続する場合は 、 Windows の七ットアップ完了後に 
周辺機器に添付のマニュアルを参照して行ってください。 




設置におけるま意 


A 

ミち意 


•不安定な場所（ぐ5ついた台の上や傾いた巧など）に置かないで<ださい。落 
ちたり、倒れたりして、けがをする危険があります。 

•起動状態で本機の通風孔をふさがないでください。 

起動状態で通風孔をふさぐと、内部に熱がこもって本機が熱くなり、乂傷や 
乂災の原因となります。 

次の点を守ってください。 

-じゅラたんや布団の上にのせない。 

-毛巧やテーブルク□スのよラな巧をかけない。 

-キャリングケースやバッグなどに入れない。 

•ひざの上で長時間使用しないで<ださい。本機底面が熱<なり、低温乂傷の 
原因となります。 


各種コードやバッテリパック装着時のま意 


A 

警告 


• めれた手で電源プラグを抜さ差ししないでください。感電の原因となります。 
•電源コードのたこ足配線はしないでください。発熱し、火災の原因となりま 
す。家庭用電源コンセント（交流100 V )から電源を直接取ってください。 

• 電源プラグを取り扱う斷ま、次の点を守ってください。取り扱いを誤ると、火 
災の原因となります。 

-電源プラグは、ホコリなどの異物が付着したまま差し込まない。 

-電源プラグは刃の先まで確実に差し込む。 


A 

ま意 


各種コード（ケーブル）は、マニュアルで指示されている政外の配線をしないで 
ください。配線を誤ると、火災の危険があります。 
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コンピュータの設置 


設置ずる 


1 本機を設置場所（机などの丈夫で水平な台の上）に置きまず。 

背面の通風孔をふさがないようにしてください。 



バッテリパックを取り付ける 

2 バッテリパックを取り付けまず。 

( 1 ) 本機の底面部を上にして置さます。 

(2) バッテリパックのツメ （3 箇所）を本体に合わせます。 

(3) ラッチ側を押し込みます。 

正しくセットされると、「カチッ」と音がします。 



出荷時にバッテリパックは満充電状態ではありません。バッテリパックだけで 
使用する場合は、使用前に充電が必要です。 

p .62「 ACT ダプタ/バッテリパックを使う」 
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ネットワークへ接続ずる 

3 ネットワーク（有線 LAN) を使用ずる場合は、巿版の LAN ケーブルを本機 
背面の LAN コネクタ（品）に接続しまず。 

LAN ケーブルが抜けないように、しっかり差し込んでください。 

インターネットへの接続作業は Windows のセットアップ後に行います。接続 
方法は、通信サービス会社やプロバイダから提供されたマニュアルをご覽く 
ださい。 



電話回線に接続する 


A 

ま意 


FAX モデムを次の回線に接続しないでください。発熱して火災の原因となりま 
す。 

• 構内交換機 （ PBX ) 

• 2線式でない回線（ホームテレホンやビジネスホンなど） 

• 侶 DN 対応公衆電話のデジタル側ジャック 


4 FAX モデム機能を使用ずる場合は、電話回線に接続しまず。 

( 1 ) 付属のモジュラコードを本機背面のモデムコネクタ（己）に「カチッ」と 
音がするまで差し込みます。 

( 2 ) モジュラコードのもラー端を電話回線に差し込みます。 


モデムコネクタ D 












コンピユータの設置 


AC アダプタを接続ずる 

本機を持ち運ぶ必要がない場合は、通常 AC アダプタを接続して使用します。 

5 AC アダプタをコンピュータと家庭用電源コンセントに接続しまず。 

(1) AC アダプタのプラグ部を本機背面の AC アダプタコネクタ（些!に接続し 
ます。 

プラグ端子部が見えなくなり、「カチッ」と音がするまでしっかりと押 
し込みます。 

(2) 電源コードを AC アダプタと家庭用電源コンセントに接続します。 



制限 


AC アダプタを接続して使用すると去も、バッテリパックは必ずセツトしてく 
ださい。 
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LCD ユニッ トを開ける 

〇 前面の LCD ラッチをち側にスライドさせて、 LCD ユニットを開きまず。 

LCD ュニットは、見やすいち度に調節してください。 

LC □ラッチ 




これでコンピュータの設置は完了です。 








I 電源の人れちと Windows のセジトアツ:?; 


ここでは、本機を購入後にはじめて電源を入れてから、 Windows を使用できる 
状態にするまでの作業について説明します。 

► Windows び巧用でまるよラになるまでの作業 


作業の流れは、次のとおりです。 


本機の電源を入れる 



Windows のセツトアップ作業を行う 



Windows のセットアツプ作業完了後に必要な作業を行う 



Windows 使用時の確認事頂をよく読む 


Windows び使用できるようになる 


►電源を入れる前に 


Windows のセットアップとは 

「 Windows のセットアップ」は、コンピュータが届いてから、はじめて電源を入 
れたときにユーザー情報などを設をするプログラムです。画面に表示される 
メッ七ージに従って、七ットアップを簡単に行うことができます。 
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タッチパッドの使いち 

Windows の七ットアップは、タッチパッドの操作で行います。七ットアップで 
必要なタッチパッドの基本操作は、次のとおりです。 

• ポインタを動かす 

人差し指をタッチパッドのパッド面に触れたまま前後左右に動かすと、 
Windows 画面に表示されているポインタも指と同じ動きをします。 


ポインタ 



バッド 面 



• ボタンをクリックする 

( 1 ) 指を動かして、ポインタを画面のボタンの上に重ねます。 

( 2 ) 左クリックボタンを、1回「カチッ」と巧して離します。 

この動作を「クリック」と言います。 

画面のボタンをクリックすると、ボタンに表示されている操作が実行さ 
れます。 




ボタン ポインタ 

























































電源の入れ方と Windows のセットアップ 


► 電源の入れ方と Windows の起動 


本機の電源の入れ方は、次のとおりです。 

1 電源スイッチ（の）を巧して、本機の電源を入れます。 

電源ランプ（①）が点灯します。 

電源を入れたときに電源ランプが点なしない場合は、 AC アダプタやバッテ 
リパックが正しく接続されているか確認してください。 



2 黒い画面の中巧に 「 EPSON 」 と表示され、しば5くずると Windows が起 
動しまず。 

画面の巧をや明るさを調節して画面を見やすくします。 

• 角度 

LCD ユニットのち度を調節します。 

• 画面の明るさ 

〔互〕+〔星] (来） :暗くなります。 

FFiTl + rF ^ (〇):明るくなります。 

続いて Windows のセットアップを行います。 
p .43「 Windows のセットアップ」 
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^ Windows のセツトアップ 


電源を入れたあと、しばらくすると自動的に 「 Windows Vista セットアップ」が 
実行されます。画面の指示に従ってセットアップを行ってください。セット 
アップ作業の流れは、次のとおりです。 


Windows のセットアップ 

次のように表示されていることを確認し、[次へ]をクリックします。 

国または地域：日本 

時刻と通貨の形式：日本語（日本） 

キ'—ボ'—ドレイアウト ： Microsoft IME 



ライセンス条項をお読みになつて< ださい 

画面に表示された条項をお語し、「ライ七ンス条項に同意します」にチェッ 
クを付けて、[次へ]をクリックします。 



ユーザー名と画像の選択 

ューザー名、パスワードを入力し、画像を選択したら、[次へ]をクリック 
します。 

《レくスワード」は必要に応じて入力してください。 

パスワードを設定すると、設定した ューザーを （アカウント）でログオ 
ン時にパスワードの入力が要ホされます。パスワードを設定した場合 
は、絶巧に忘れないようにしてください。 



コンピュータ名を入力してデスクトップの背景を 
選択して<ださい 

コンピュータぶを入力し、背景を選択したら、[次へ]をクリックします。 
《「コンピュータを」は、本機をネットワーク（家庭内 LAN やを内 LAN ) 
に接続して巧用する場合などに必要です。 

•ネットワー クに接続しない場合は、 七ットアップ 時に コンピュー タタを変 
更する必要はありません。 

■ネットワークに接続する場合は、ネットワーク上にあるほかのコンピュー 
タタと重複しないように、コンピュータタを変更してください。 



Windows を自動的に保護するよう設定してください 

保護の設定をクリックして選がします。 

「推奨設ををイ吏用します」を選択することをおすすめします。 

《「推奨設定を巧用します」を選択すると 、 Windows Update が自動で行わ 
> れるようになります。 

ド P' 139 「 Windows Update 」 











電源の入れ方と Windows のセットアップ 


圈 


時刻と曰付の設定の確認 

「タイムゾーン J が「大盼札幌、東尉になっていることを確認し、「日 
付」、「時刻 J を設定して、[次へ]をクリックします。 


_お使いのコンピュータの現在の場所を選択してください 

ネットワークに接続している場合、表示されます。 

巧用する場所を選択します。 



ありびとラございます 

[開始]をクリックします。デスクトップ面面が表示されるまで、約5分か 
かります。 



_デスクトップ画面の表を 

Windows Vista のデスクトップ画面が表示されます。 


※パスワードを設定した場合は、パスワード入力画面が表示されます。パ 
スワードを入力すると、デスクトップ画面が表示されます。 



<壁紙は予告なく変更ずる場合びありまず> 


これで Windows Vista の七ットアップは完了です。 

続いて、初期設定ツールでソフトウエアのインストールなどを行います。 
P ^ p .45 「初期設定ツール」 


ライセンス認証 

購入時に本機にインスト ■ —ルされている Windows Vista や 、 「Windows Vista リカ 
バリ DVDJ から再インストールを行った Windows Vis はは、ライセンス認証を行 
う必要はありません。 
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►初期設定 ツール 


Windows の七ットアップが完了すると、「初巧設をツール」が自動的に起動しま 
す。初期設定ツールは、本機を{ま用する前に必要な設定を行ったり、ソフト 
ウェアを インス トールしたりするためのツールです。画面の指示に従って設を 
を行ってください。 



<イメージ> 


r 有喜サィト対策」画面 

「有害サイト対策」画面では、本機に標準添付の 「i ー フィルタ ー30 日版」をイ 
ンストールします。「ユーザーアカウント制御」画面が表示されたら、「続行」 
をクリックします。次回 Windows を起動したときに 「 i — フィルター- • •」画 
面が表示されたら、セットアップを行ってください。 
rS p .209 「 i — フイルター30日版のセットアップ」 

i - フィルタ ー30 日版の使用が去は、 fgj P .145 「 i - フィルター30 日版を使う」 
をご覧ください。 

本機購入時に、 Web フィルタリングソフトウェアの製品版（オプション）を購 
入された場合は、画面の指示に従って製品版をインストールしてください。 





































電源の入れ方と Windows のセツトアップ 


r セキュリティ設定」画面 

「セキュリティ設定」画面では、次のソフトウェアをインストールします。 


• Norton Internet Security 日0日版 

本機に標準添付の 「Norton Internet Security 90日版」をインストールします。 
Norton Internet Security 90日版の使用方法は、『七キュリテイソフト 
ウェアをご使用の前に』（別冊）をご覧ください。 

本機購入時に、セキュリティソフトウェアの製品版（オプション）を購入さ 
れた場合は、画面の指示に従って製品版をインストールしてください。 


• マ カ フィー SiteAdvisor Plus 30日版 

本機に標準添付の「マカフィー SiteAdvisor P 山 s 30 日版」をインストールしま 
す。マカフィー SiteAdvisor Plus 30日版を使用するには、インストール完了 
後にユーザー登録を行う必要があります。 

户句 i D .212 「ユ ■ ーザ'—登録」 

マカフィー SiteAdvisor Plus 30日版の使用方法は、 尸 W p . l 37 「Internet Explorer 
の便利な追加機能」をご覧ください。 

r お薦めソフトウェア」画面 

「お薦めソフトウェア」画面では、必要に応じて次のソフトウェアをインストー 
ノレします。 

• JWord 

本機に標準添付の 「 JWord 」 をインストールします。 JWord の使用方法は 
P .137 「Internet Explorer の便利な追加機能」をご覧ください。 

•旨 00スティック 

本機に標準添がの 「 goo スティック」をインストールします。 goo スティック 
の使用方法は P .137 「 InternetExplorer の便利な追加機肯自」をご覧くださ 

い。 

- 

初期設定ツールの起動ち法 

初期設定ッールが自動的に起動しない場合や、初期設定ッールを再実行したい 
場合などは、次の方をで起動することができます。 

[スタート]-「すべてのプ□グラム」一「初期設定ツール」 
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►セツトアップ完了をの作業 


Windows の七ットアップと初期設定ツールの作業が完了したら、次の作業を行 
います。 

ネットワークに接続する 

ネットワーク機能（有線 LAN ) や、無線 LAN 機能（オプション）を使用する場合 
は、ネットワークに関する情報が必要です。お使いのネットワーク機器に添付の 
マニュアル などをご覧ください。 

Pgp .118 「ネットワーク（有線 LAN ) を使う J 
r ^ p .129 「無線 LAN を使う」 


FAX モデムの設定 


FAX モデムを{ま用してインターネットへ接続する場合は設定を行います。 
ド句 d 。'。3 「インターネットに接続するには」 

巧 P .148 「FAX モデムを巧う」 






I Windows ほ用時の確認事 I 琴 


「七ットアップ完了後の作業」が終わると、 Windows を巧用できます。ご巧用の 
前に次の事項を確認してください。 

^Windows Vista の使用方法 


Windows Vista の使用方法は、次をご覧ください。 


•ヘルプとサポート 

「ヘルプとサポート」は次の場所から開きます。 

[スタート] を） —「ヘルプとサポート」 



I PC お役立ち情報 


「 PC お 

口 


お役立ら情報」は「インフォメ'ーシヨンメニュ '— J 
P .49 「インフォメーションメニューを使う」 


から開きます。 


.J と r サイドバ ーJ - Windows Internet Explorer 


な、 > 1 ち。 * us のの entsJfiOyakijCachi Vista M&rvo5ample¥cat 巧〇广 l x j [Live Search 

A A je ra ジエ, yN c r ウイドパ -J I : を • 囚•鼻 


PC お役立ち情な 


PCESa ち》 ■ 正し <■ ちホに gg うI :WhciowsVlsta の ns - r3 ジェット J と C 甘イドパ _J 
Iデスクトけ rmcn*。 立 




1 A1-003 

「方ジェット J 


Windows にはけジェット J けイドパ ーJ と U う宙董ザ g まさ n ています ■ 

r ガ SiwKI は—デスクト41プ上で田由す玄時 H サフ5イドシヨーロどめかさな WU 女ーシヨ 
ンのことで.デスウトップ J： で直^巧す宝ことができます. r カジェット J (正 0© こ合りけて， 
追 Mms 岸だできます. 

巧イドバ ーJ は.デスクトップのち甜こ配星さりでき巧なパ-で.このけイド/卜 J 上で巧 
ジェット J を里阳さだます • けイドバ ーJ は， r ガジエ‘ y hi SIR めるトーのようなちので， 
示 C することちできます. 



し，けイド/卜か6の[结 
TJ S ま的す否と.乃？エ‘ツ 
トザサイドけ一から押打，デ 
スクトップ上で風あ巧しま 
す. 

サイド/て 一C 頁すには，づジ 


ガジエ‘拾は.けイド 
バ ーC 表示左打な<なるだけ 
で.つンピュータホ技さ 
打てしまラ： D けではありまけ 


♦ コ>ピュータ I 冉重モード：«| 
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►音量の調節 


Windows 起動時に音が鳴らなかったり、音が大きすぎたり小さすぎたりする場 
合には、音量を調節します。 

次の キーを 操作してください。 


キー 操作 

状態 

(Fn ]+( F 10 ] 啦パ 

一度押すとミュート（消音）になり、もう一度押 
すとミュートが解除される。 

(Fn )+( F 11) ▼吐 

音量が小さくなる。 

I Fn 1+( F 12 I ▲啦 

音量が大きくなる。 


►インフ オメーシヨ ンメニ ューを 使う 


本機には、本機に添付されている マニュアルを 見たり、サポートページに簡単 
にリンクしたりすることができる 「インフォメーションメニュー」 が搭載され 
ています。 


起動方法 

インフオメーシヨンメニューの 起動ホ法は次のとおりです。 


■インフオメーシヨンキー(网）を巧す 

巧 P .78 「インスタントキー」 


• デスクトツプ上の r インフオメーシヨンメニュー」アイコンをダブルクリックする 


’VTTTi 


インフォゴーシヨ 
ンゾこユー 


• スタートメニューか！5起動する 

























Windows 使用時の確認事項 


インフオメーシヨンメニューが起動すると、次の画面が表示されます。 




マニュアルびゅ一わをご使用の前に 

はじめて「マニュアルびゅ一わ」から PDF マニュアルを起動する場合に、「使用 
許諾契約書」画面が表示されたときは 「 Adobe 民 eader 」 の七ットアップを行っ 
てください。 

回 P .207 「Adobe 民 eader のインスト^ール」一「セットアップ」手順 2 〜 


インフオメーシヨンメニユーの項目 

インフオメーションメニューのを項目の内容は次のとおりです。 

♦マニュアルびゅ一ね 

本機に添付されている電子マニュアルを閲覧するためのツールです。ュー 
ザーズマニュアル（本書）の HTML マニュアルや光ディスクドライブの PDF 
マニュアル、 「Nero 7 Essentials 」 や 「 WinDVD 」 などのソフトウェアに添付 
されているマニュアルを見ることができます。 



「警告」が表示された場合は 


電子マニュアルを閲覧しようとすると、情報バーと呼ばれる Internet Explorer 
のアドレスバーの下方に「セキュリティ保護のため、このコンピュータにアク 
セスする可能性のあるスクリプトや ActiveX コントロ'—ルを実行しないよ 
う...」 と警告が表示される場合があります。 

この場合は、情報バーをクリックし、「ブロックされているコンテンツを許 
可」をクリックしてください。 
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• PC お役立ち情報 

コンピュータに関する便利で役立つ情報や用語集を掲載しています。マニュ 
アルとあわせてご覧になり、コンピュータを使用する際の参考にしてくださ 

い。 

•と6ぶる解ミ夹ナビ 

技術的な情報やトラブルの解か方法を収録しています。本機の調子が悪い場 
合に、本書の「困ったときに」とあわせてご覧ください。 

P^p. 216 「トラブルが発生したら」 


• ユーザー サポ ート 

技術的な情報、トラブルの解決方法や保証サービスのご案内などを掲載して 
います。マニュアルやドライバ、 BIOS の最新バージョンもダウンロードで 
きます。 

rS P-256 「電子マニュアルのダウンロード」 

ューザーサポートを閲覧するには、インターネットへの接続が必要です。 

• サポート情報検索 

「とらぶる解かナビ」に収録されていない最新のサポート情報を掲載してい 
ます。とらぶる解かナビで本機の不具合が解かできなかった場合にご覧くだ 
さい。 

「サポート情報檢索」を閲覧するには、インターネットへの接続が必要です。 

• トラブルが解ミ夹しなかった6 

技術的なご質問や修理依頼などの問い合わせ先、メールサポートの方法など 
を掲載しています。 マニュアル や当社の ユーザー サポートページを参照して 
も、トラブルが解決しない場合にご覧ください。 

^Windows の修復 


本機の HDD には 「Windows 回復環境」が設定されています。これは、 Windows 
が起動できないなどの不具合を修復する機能です。 

Windows が起動できないときなどは実行してみてください。 

P.247 「Windows 回復環境 (Windows RE ) を使う」 






Windows 使用時の確認事項 


►復元ポイントを作ぶずる 


Windows の「システムの復元」機能で「復元ポイント」を作成しておくと、本 
機の動作が不安定になった場合、システムの復元機能を使用して、作成してお 
いた復元ポイントまでシステムの状態を戻すことができます。 

通常、復元ポイントは ソフ トウ ェアのインス トールなどを行った際に自動的に 
作成されますが、手動で作成しておくこともできます。 
ra p -246 「復元ポイントを手動で作成する」 

►セキュリティ巧策を巧う 


本機には、外部と接続することで高まる危険から、本機を守るためのセキュリ 
ティ機能が搭載されています。 

インターネットに接続する場合は、セキュリティ対策を行ってください。 
r ^ p -139 「インターネットを使用する際のセキュリティ対策」 

►画面表示が消えたとまは（省電力機能） 


本機は、一定時間タッチパッドやキーボードの操作をしないと、省電力機能が 
働いて画面表示が消えるように設定されています。画面表示が消えて、本機の 
電源ランプが点滅している場合は、スリープ状態になっています（購入時の設 
定）。この場合は、電源スイッチを押すか、キーボードを操作すると元に戻り 
ます。 

P 52 P .159 「省電力状態からの復帰ホを」 
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巧 
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コントロール パネルの 表示には、次の2種類があります。 

•カテゴリの表示（コント□ールパネルホーム） 

項目をカテゴリごとにまとめて表示します（初期設定)。 

• クラシック表示 

項目をすべて表示します。 


表示の切り替えは、画面左側にある、「クラシック表示」、 「コントロール パネ 
ルホーム」をク y ックして行います。 

本書では、「カテゴリの表示」形式を前提に記載しています。 

くクラシック表示> 


j ，['B ► コシトローIレ /t みレ 


二! 习 ド* 
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►コントロールパネルの表示 
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<カテゴ U の表示> 

































Windows 使用時の確認事項 


►フオルダメニユーの表示 


Windows Vista では、 「ファイル」 や 「ツール」 などの フオルダメニューが標準 
では表示されません。 

フォルダメニューを表示したい場合は、 fTin を押しまず。もう一度 fTiTl を押 
すと、フオルダメニューは表示されなくなりまず。 



フオルタ‘メニユ 


常にフォルダメニューを表示ずる 

常にフォルダメニューを表示したい場合は、次の設をを行ってください。 

1 [スタート]-「コント□-ルパネル」一「デスクトップのカスタマイズ」 
-「フォルダオプション」一「表示」タブー「常にメニューを表示する」に 
チェックを付けます。 

►ユーザーアカウントを作る 


本機を何人かで共同で使用する場合は、 ューザー アカウントを作成します。 
ューザー アカウントをいく つか 作成すると、 Windows を ューザー ごとに切り替 
えて、各 ューザーの 構成で本機を使用することができまず。 

ユーザーアカウントの作成 

ユーザーアカウントの作成は、次の場所で行います。 


[スタート] 一「コント □ ールパネル」一「ユーザーアカウント（と家族の 
ためのを全設定）」一「ユーザーアカウント」一「別のアカウントの管理」 
- r 新しいアカウントの作成」 

ューザーアカウントの種類（権限）は、ューザーに応じて設定してください。 
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ユーザーアカウントの種類 

ューザーアカウントの種類（権限）には、次の2種類あります。 

■管理ち 

すべてのシステム項目にアクセスし、設定を変更したり、ドライバ、ソフト 
ウェアのインストールをすることができます。 

購入時やリカバリ時の Windows の七ットアップで入力したューザーあ（アカ 
ウント）は、「管 a 者」になります。 

• 標準 ユーザー 

一部のシステム項目の変更や、ドライバ、ソフトウェアのインストールは行 
うことができません。管巧者のパスワードを入力すれば、変更やインストー 
ルが可能になります。 

►ユーザーアカウント制御画面 

コントロールパネルなどでが表示されているシステム項目にアクセスし 
ようとしたり、ドライバやソフトウェアのインストールをしようとすると、 
「ューザーアカウント制御 J 画面が表示されます。これは、項目にアクセス制 
限がかけられているためです。 



表示される「ユーザーアカウント制御」画面は、ユーザーアカウント（管理者 
または標準ユーザー）により異なります。本書の手順は、管理者アカウントで 
Windows にログ'ホンした状態を前提に記載しています。 













本機の終了方法 


制限 


ここでは、本機の終了方法や再起動方法に ついて 説明します。 

本機の終了方法には次の2つがあります。 

•通常の終了（スリープ） 

通常は、本機を「スリープ状態」にして終了します。 

C 3 P .57 「通常の終了（スリープ）」 

スリープが態にすると、作業内容がメモリに保存され、画面表示が消えて本 
機は低電力の状態になります。スリープ状態からは、築:砂で通常の状態に復 
帰することができます。 

ス y —プが態に ついての 詳しい説明は、 r 3 p . i 56 「省電力状態の種類」を 
ご覧ください。 


本機を使用するときは、必ずバッテリパックを装着してください。スリープ時、 
落雷などで電源が切れると、保存されていないデータは失われます。 


•電源を切る（シャットダウン） 

次のような場合は、本機の電源を切って終了します。 
P ^ p .58 「電源を切る（シャットダウン）」 

• 完全に電源を切りたいとき 
-数日使用しないとき 

-周辺機器、バッテリなどの取り付け、取り外しをするとき 
• バッテリ残量が少なくなったとき 
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►通常の終了（スリープ) 


本機をスリープが態にして終了するホをとスリープ状態から復帰させる方法 
について説明します。 


終了方法 

本機をスリープ状態にして終了するホ法は、次のとおりです。 

1 [スタート] (@) -[ の]をクリックしまず。 

本機が「スリープ状態」になります。画面表示が消え、電源ランプが点滅し 
ます。 



ほかのち法でス U —プ状態にする 

次のち法でも、本機をスリープが態にすることができます。 
• [スタート]— [►] — 「スリープ」をクリックする 
• 電源スイッチ（む）を押す 

• [ Fn ) + ( F 1) (ピ)を押す 

• LCD ュニットを閉じる 


復帰方法 


本機をスリープ状態から復帰させる方法は、次のとおりです。 


復帰の際、周辺機器はスリープ状態に入る前と同じ状態にしてください。 

^ ^ ス U —プ中に周辺機器を取0外すなどして状態が異なると、正常に復帰でさない 
場合があります。 


1 電源スイッチ（む）を巧しまず。 

本機が通常状態に復帰します。 

キーボードを操作しても復帰できます。 

















本機の終了方法 


►電源を切る（シャットダウン） 

本機の電源の切り方と入れ方について説明します。 


電源の切り方 


本機の電源を切る（シャットダウンする）方法は、次のとおりでず。 


制限 


♦電源を切って、ちラー度電源を入れる場合は、電源を入れるとさに電気回路 
に与える電気的な負荷を減6し、 HDD などの動作を安定させるために、20 
秒程度の間隔を空けて < ださい。 

• HDD などのアクセスランプ点む中に本機の電源を切ると、収録されている 
データが破損するおそれがあります。 

♦本機は、電源を切っていても、バッテリパックが装着されていたり電源プラ 
グがコンセントに接続されていると、微かな電流が流れています。本機の電 
源を完全に切るには、電源コンセントか5電源プラグを抜重、バッテリパッ 
クを取り外してください。 


1[スタート]— [►] —「シャットタウン」をクリックしまず。 

Windows が終了し、自動的に電源が切れます。 

2 接続している周辺機器の電源を切りまず。 



[&] をクリックしたときシャットダウンするように設定する 

[スタート]一[む]をクリックしたときシャットダウンするようにボタンの 
機能を変更ずることができまず。 

設定は次の場所で行います。 

[スタート]-「コント□ールパネル」一「システムとメンテナンス」一「電源オプ 
シヨン」一「プラン設定の変更」一 r 詳細な電源設定の変更」一「電源ボタンと 
LID」一 「[スタート]メニューの電源ボタンの操作」 


シャットダウン時のま意 

Windows を複数のユーザーが使用している状態で電源を切ろうとすると、「ほか 
の人がこのコンピュータにログオンしています。…」と画面に表示されます。 
この場合は、[いいえ]をクリックし、ロダホンしているすべてのユーザーを 
ロダホフしてからシャツトダウンしてください。 


58 















第 1 章使い始めるまでの準備 


電源の入れ方 

シャツトダウン状態から本機の電源を入れる方法は、次のとおりです。 


• 周辺機器の電源をいつ入れるかは、周辺機器に添付のマニュアルで確認して 
<ださい。 

電源を入れるタイミングがコンピュータより先か後かは、周辺機器によりミ夹 
まつています。 

• US 日フラッシュメモリや USB HDD などを接続していたり、 US 日 FDD に FD 
がセットされている状態で本機の電源を入れると、 Windows が起動しないこ 
とがあります。 USB 記憶装置は、 Windows 起動後に接続してください。 

• US 日記憶装置を接続した状態で Windows を起動したい場合は、「团日 S Setup 
ユーティリティ」で起動するデバイスの順番を変更してください。 

が P .184 「起動 （ Boot ) デバイスの順番を変更する」 

• 電源を入れなおすとさは、20秒程度の間隔を空けてか6電源を入れてくださ 
し、。電気回路に与える電気的な負荷を減5して、 HDD などの動作を安定させ 
ます。 

1電源スイッチ（む）を巧しまず。 

本機の電源が入り、 Windows が起動します。 


制限 


►再起動 


電源が入っているが態で、本機を起動しなおすことを「再起動」といいます。 


再起動方法 

本機の再起動ホ法は、次のとおりです。 

1[スタート] -[►] - 「再起動」をクリックしまず。 

次のような場合には、本機を再起動する必要があります。 

• 使用しているソフトウエアで指示があった場合 
• Windows の動作が不安定になった場合 

再起動しても状態が改善されない場合は、本機の電源を切り、しばらくしてか 
ら電源を入れてください。 









本機の終了方法 


►八ングアップしたとをは 


ソフトウェアや Windows がキーボードやタッチパッドからの入力を受け付け 
ず、何も反応しなくなった状態をレ、ンダアップ」と言います。 
ハングアップした場合は、ソフトウェアの強制終了を行います。ソフトウェア 
の強制終了をしても状態が改善されない場合は、強制的に本機の電源を切りま 
す。 

ソフトウェアの強制終了 

ソフトウェアの強制終了方法は、次のとおりです。 


1 [ Ctrl 1 + [ Alt 1 + [ Delete ] を巧しまず。 

2 表示された項目か S 「タスクマネージャの起動」をクリックします。 

「 Windows タスクマネージャ」が起動します。 

3 「アプリケーシヨン」タブか 5 A ングアップしているソフトウェアを還択し 
て[タスクの終了]をクリックしまず。 

4 「プ□グラムの終了」画面び表示された5、[すぐに終了]をクリックします。 
強制的に電源を切る 

(Ctrl ] + r 7 in + [ Delete ] を押しても反応がない場合は、強制的に本機の電源を切り 
ます。強制的に本機の電源を切る方掛4、次のとおりです。 

1 コンピュータの電源スイッチ（む）を已砂!•ソ上巧し続けまず。 

本機の電源が切れます。 
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第泻 

コンピュータの基未操作 

キーボードやタッチパッド、光ディスクドライブの使い方など、コン 
ピュータの基本的な操作方法について説明します。 

「 AC アダプタパくッテリパックを使ラ」 . 62 

「タッチパッドを使ラ」 . 70 

「キーボードを使ラ」 . 73 

「HDD を使ラ」… . 79 

「光ディスクドライブを使ラ」 . 82 

「 US 巨機器を使ラ」 ... 91 

「 PC 力ードを使ラ」 . 93 

「メモリカードを使ラ」 ... 98 

「画面表示をする」 . 102 

「外付けディスプレイに表示する」 .. 108 

「サウンド機能を使ラ」 . 114 

「ネットワーク（有線 LAN ) を使ラ」 . 118 

「無線 LAN を使ラ」 ..... 120 

「インターネットに接続するには」 . 133 

「インターネットを使用する際のセキュリティ対策」.…… ... 139 

「 FAX モデムを使う」 . 148 

「電源設定を行ラ（省電力機能を使ラ）」 . 154 

「そのほかの機能」 . 160 






















I AC アダプタ/バッテリパックを使う 


本機は AC アダプタまたはバッテリパックで巧用することができます。 

AC アダプタの接続方をは、 Fa P .38 「 AC アダプタを接続する」をご覧くださ 

い。 

バッテリパック（な降、バッテリ）は着脱可能な巧電式の電化です。バッテリ 
をセットすれば、電源コンセントのない場所や、停電時にも本機を使用するこ 
とができます。本機では、リチウムイオン ( Li - ion ) バッテリを巧用しています。 


複数のバッテリを交互に使用したい場合などは、オプションのバッテリを購入 


できま1 

P3p- 


す。 
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レくッテリの交换」 


►使用時のを意 


A 

警告 


♦バッテリパックを、指定政外の方法で充電しないでください。 

発熱や発火、液漏れによる被害の原因とな0ます。 

♦本体や付属のバッテリパックなどを火中に入れたり、加熱したりしないでく 
ださい。破 S などで火傷の原因とな0ます。 

•パ‘ッテリパックの端子をシヨートさせないでください。乂傷の原因となります。 
♦付属の AC アダプタやバッテリパックを、分解-改造しないでください。 

また、本機には、指定政外の AC アダプタやバッテリパックを使用しないでく 
ださい。 

感電や乂傷、化学物質による被害の原因となります。 

当社指定 L ソがの AC アダプタやバッテリパック、または分解-改造した AC ア 
ダプタやバッテリパック（当社での修理対応は除 <) での本機の使用は、安 
全性や製品に関する保証がでさません。 

♦ルさなお子様の手の届く場所にバッテリパックを保管しないでください。 

なめたりすると火傷や、化学物寶による被害の原因となります。 

♦バッテリパックには、落下など、強い衝撃を与えないでください。 

破裂や液漏れにより、火傷や化学物質による被害の原因となります。 
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A 

ま意 


♦付属の AC アダプタやバッテリパックは本機 LU 外には使用しないでくださし、。 
乂傷•乂災の危険があ0ます。 

♦ AC アダプタを毛巧や布団で覆わないで < ださい。乂傷•火災の危険があ0ます。 
♦破損した AC アダプタやバッテリパックを使用しないでください。火傷-火災 

の危険があります。 

♦万一、本機の落下などで強い振動や衝撃が加わり、バッテリパックが破損し 
たり、変形したりした場合は、本機の電源を切り、電源プラグをコンセント 
か6抜いて、本機か!5バッテリパックを取り外してください。 

そのまま使用を続けると、発熱•発乂-破 S のおそれがあります。 

•ひざの上で長時間使用しないでください。バッテリパックの熱で本機底面が 
熱くな0、低温义傷の原因となります。 

• AC アダプタのミ品度の高い部分に、長時間触れないでください。低温义傷の原 
因とな D ます。 
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AC アダプタやバッテリを f ま用する際は、次の注意事項を確認して正しくお使い 
ください。 

• AC アダプタを使用するとを 

• AC アダプタを巧用するときも、必ずバッテリを装着してください。スリー 
プ時、落雷などで電源が切れると、保存されていないデータは失われま 
す。 

Oip .156 「省電力状態の種類」 

- AC アダプタを長時間接続して巧用すると、 AC アダプタ本体が少し熱を持 
ちますが、故障ではありません。 

• AC アダプタは頻繁に抜き差ししないでください。 

•パ'ッテリを取り付けて使用するとき 

-省電力状態のまま長時間使用しない場合は、完全放電しないように気を 
つけてください。省電力状態でも電力が消費されています。 
ra P .154 「電源設定を行う（省電力機能を巧う）」 

. バッテリだけで使用しているときに、動画再生時にコマ落ちしたり、ソ 
フトウエアの動作が遅くなったりする可能性があります。このような場 
合には、省電力が態に移行しないように設をしてください。 
rs P .157 「時間経過で移行させない」 

• バッテリを長期間使用しないとを 

-長期間使用していない場合は、バッテリが完全放電している可能性があ 
ります。バッテリだけで本機を{ま用するときは必ず充電してから{ま用し 
てください。 

. バッテリを長期間ホ電しないと、過放電になる可能性があります。予防 
のためにを巧的に巧電をしてください。 

P 3 p . 的レくッテリ保管上の注意」 



ほ温環境でのバツテリ性能 

低:温の環境では、バツテリの性能が低下します。これは一時的なものであり、 
常温の環境に戻すと性能が回復します。 







AC アダプタ/バッテ U パックを使ラ 


►バッテリの使用可能時聞 


バッテリだけで本機を使用できる時間は次のとおりです。ただし本機の使用環 
境や状態などによって変化します。 


バッテリの使用可能時間* (満充電の場合） 

Core 2 Duo プロ七ッサ搭載時 

連続お 4.5 時間 

Celer 畑プロ七ッサ搭栽時 

連続拘 3.2 時間 


*JEITA (電子情報技術産業協会）の測定方法 Verl . O に基づいていまず。 

本機をバッテリだけで使用している場合は、使用可能時間が制限されます。省 
電力の設をを行うと使用可能時間を延ばすことができます。 
rap .154 「電源設定を行う（省電力機能を使う）」 

►バッテリの巧電 


バッテリの充電は、 AC アダプタが接続されているときは、本機の電源が入/切 
どちらの状態でも自動的に行われます。 

バッテリ充電ランプの表示 

バッテリホ電ランプ（因）の表示は、次のとおりです。 


充電状態 

ランプの表示 

残量少 

点滅（ホ レンジ 色） 

ホ電中 

点灯（ホ レンジ 色） 

満充電 

消灯 


充電時間 

低バッテリが態からバッテリの巧電完了までの時間は、次のとおりです。 


バッテリの充電時間 

Core 2 Duo プ ロ七ッ サ搭載時 

め 2.5 時間 

Celeron プロ 七ッ サ搭栽時 

め 2.5 時間 


電源が入っている状態では、コンピュータの使用状況により差があります。 



温度条件について 

バッテリは、化学反応を利用した電化です。このため、温度条件によっては正 
常な充電ができない場合があります。 
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►バッテリ巧量の確認 


遥か領域のレくッテリ」アイコンの上にポインタをあわせると、バッテリ残量 
を確認することができます。 


睡 


くバツテリアイコン> 

►バッテリ巧量び少なくなつた6 


バッテリほ下の通知 

バッテリ残量が少なくなり、レスッテリ低下」の状態になると、本機は次のよ 
うに通知（警告）します。 


& 


をり一： 2輔46が95%) 


現巧のを居ブラン： バランス 


ポインタを合わせる 


.ft 残0:21巧 （10 W ) * 

9 バジテリが不足しています（10%).コンビュータを巧 
い授けるには、コンビユータを电涅につなぐ力\または 
シ r ットダウンしてバッテリを巧り替えてください • 



対処ち法 

バッテリ残量化下が通知されたら、すぐに次のどちらかの処置を行つてくださ 
い。完全放電してシャットダウン（電源切断）してしまうと、保存していない 
データはすべて失われます。 

• AC アダプタを接続する 

電源を入れたまま AC アダプタを接続します。 

• 電源を切る 

作業中のデータを HDD などに保をして、実行中のソフトウエアを終了させた 
あと、本機の電源を切ります。 

交換用のバッテリがある場合も、必ず電源を切ってからバッテリを交換して 
ください。 


Jl^ 

制限 


AC アダプタを接続しない場合は、直ちに作業中のデータを保存してください。 
コンピュータが シャツ トダウンしてしまラと、保存していないデータはすべて失 
われます。 
























AC アダプタ/バッテ U パックを使ラ 


バッテリほ下時の設定変更 

バッテリ低下の レベル やバッテリ化下時の本機の動作は、'変更することができ 
ます。変更は次の場所で行います。 

通知領域の「バッテリ」アイコンをちクリックー「電源オプシヨン」一 
選択している電源プランの「プラン設定の変更」一 r 詳細な電源設定の変 
更」一「パ‘ッテリ」 



バッテ IJ 低下の 
レベルを設定 


バッテ IJ 低下時の 
動作を設定 


バツテリほ下のレベル設定 

バッテリ残量が何％になったらレ<ッテリ低下 J の通知をするかは、レくッテ 
リ低;下の レベル」 で設をできます。初期値は10%に設をされています。 

バッテリ低下時の動作設定 

レ《ッテリほ下」になったときの本機の動作は、レ《ッテリほ下の操作」で設定 
できます。初期値は「何もしない」に設定されています。 

バッテリの容量がすぐにほ下するとをは 

バッテリは、消耗品です。満ホ電にしても、バッテリ容量がすぐに低下する場 
合は、バッテリの寿命が考えられます。当社純正の新しいバッテリに交換して 
ください。 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


►パツテリの交換 


複数のバッテリを交互に使用する場合や、バッテリが寿命に達した場合は、バッ 
テリを交換します。 

交换用のバッテリについては、当社のホームページをご覧ください。 
ホームページのアドレスは、次のとおりです。 

http :// shop . epson . jp / 


バッテリの交換ち法 

バッテリの交换方法は次のとおりです。 

1 本機の電源を切りまず。 AC アダプタび接続されている場合はがします。 

2 本機の底面部を上にして置きまず。 

3 ラッチ （2 箇所）を巧しなが5、バッテリを持ち上げて取りがします。 




67 






AC アダプタ/バッテ U パックを使ラ 


4新しいバッテリを取り付けまず。 

( 1 ) バッテリのツメ （3 圏巧）を本体に合わせます。 

( 2 ) ラッチ側を巧し込みます。 

正しくセットされると「カチッ」とをがします。 



►バツテリの寿命を延ばずには 


バッテリは消耗品です。バッテリの寿命は、巧いちや使用環境によって大きく 
をわります。 

バッテリの劣化を巧え、使用可能時間や寿命を延ばすため、次の事項に注意し 
てください。 

•高温の環境では、バッテリの劣化が早まります。本機やバッテリを、炎天下 
の自動車の中や暖房機の近くなどで使用したり、放置したりしないでくださ 

い。 

■本機を使用する、巧用しないにかかわらず、常時 AC アダプタを接続してい 
ると、バッテリの劣化が早まります。1ヶ月に1回程度は本機から AC アダプ 
夕を外して、バッテリの残量が10%程をになるまで使用することをおすすめ 
します。 

•1 ヶ月な上本機を使用しないときは、本機からバッテリを取り外して保管し 
てください。 

C 3 p .69 レくッテリ保管上の注意」 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


►バッテリ保管上のを意 


yrv ルさなお子様の手の届く場前こバッテリを保管しないでください。 
なめたりすると、义傷や化学物質による被害の原因となります。 


バッテリを保管するときは、次の事項を守ってください。 

• 液漏れや端子部の腐をを防ぐため、必ずコンピュータ本体から取り外してく 
ださい。 

■端子部のショートを防ぐため、ホやビニールなどの絶縁物に包んでくださ 

い。 

■高温環境での保管は劣化を早めます。幸が桑した冷暗巧で保管してください。 
• 満充電状態での保管は劣化を早めます。バッテリ残量は50%程度にして保管 
してください。 

■バッテリは、使用していなくても、自己放電により蓄えられた電気は徐々に 
なくなります。バッテリの残量がなくなり過放電状態になると、コンピュー 
夕に装着しても巧電できなくなることがあります。 

自己放電による過放電を防ぐため、定巧的（半年に1回程度）にバッテリ残 
量を50%程度までホ電することをおすすめします。 

► 巧用済みバッテリの取り扱い 



Li-ion 


使用済みのリチウムイオン （ Li - ion ) バツテリは、再利用可能な貴重な 
資源です。有効資源のリサイクルにご協力ください。 


バッテリリサイクル時のま意 

使用済みのバッテリは、ショートしないように、端子部にテープを貼るかポリ 
袋などに入れて、リサイクル協力店にある充電式電池回収ボックスに入れてく 
ださい。 

バッテリは、燃やしたり埋めたり一般ゴミに混ぜて捨てたりしないでくださ 
い。環境破壊の原因となります。 











I タッチパッドを巧う 


本機には、タッチパッドが搭載されています。タッチパッドは、マウスと同じ 
ようにポインタなどを操作したりクリックしたりするための装置です。 

►タッチパッドの操作 


タッチパッド使用時のを意 

タッチパッドを使用する瞭は、次の注意事項を確認して正しくおイ吏いくださ 

い。 

•パッド面には指で触れてください。ペンなどで触れると、ポインタの操作が 
できないだけでなく、パッド面が破損するおそれがあります。 

• パッド面は、1本の指で操作してください。一度に2本な上の指で操作する 
と、ポインタが正常に動作しません。 

•手がぬれていたり、汗ばんでいると、ポインタの操作が正しくできないこと 
があります。 

•キーボードを操作しているときにパッド面に手が触れると、ポインタが移動 
してしまうことがあります。 

■起動時の温度や湿をにより、正常に動作しない場合があります。この場合は 
電源を一を切って入れなおすことにより正常に動作することがあります。 

■電源を入れたまま LCD ユニットを閉じていたり、使用中に本機の温度が上 
がってくると、正常に動作しない場合があります。この場合は、電源を一度 
切って入れなおすことにより正常に動作することがあります。 


ポインタの移動 

タッチパッドは、パッド面とクリックボタンから構成されています。人差し指 
をパッド面の上で前後左右に動かすと、動かしたホ向に画面上のポインタが移 
動します。 


ポインタ バッド面 
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画面 


左クリックボタン ちクリックボタン 















































第 2 章コンピュータの基本操作 


ク U ック 


ポインタを画面上の巧象にあわせて、パッド面を輕く1回たたきます。 
左クリックボタンを「カチッ」と押すのと同じ操作です。 



ダブルクリック 


ポインタを画面上の対象にあわせて、パッド面を輕く 2回たたきます。 
たクリックボタンを「カチカチッ J と2回押すのと同じ操作です。 



ドラッグアンドド□ップ 

ポインタを画面上の巧象にあわせて、ダブルクリックの2回目のクリック時に、 
指をパッド面に触れたまま移動させます。 

左クリックボタンを押したままの状態でポインタを移動し、離すのと同じ操作 
です。 



スク□ール 


上下のスクロールは、パッドの 右端に指を触れて前後に動かします。左右の ス 
クロールは、パッドの 下部に指を触れて左右に動かします。 

























































タッチパッドを使ラ 


►タッチパツド機能を OFF にずる 


本機では、タッチパッドの機能を OFF にすることができます。 

キーボード入力を行うときに、手がタッチパッドにあたってマウスポインタが 
動いてしまい、入力がしにくい場合があります。このような場合は、タッチ 
パッド機能を一時的に OFF にすると便利です。 

タッチパッド機能の ON / OFF の切り替えは、次のキー操作で行います。 

[Fn ) + [ F9 I ( 曰 /X) 

P .76 「 Fn キーと組み合わせて使:うキー」 

►タッチパッドユーティリティを巧う 


タツチパツドユーティリティでを種設定を行うと、タツチパツドがより操作し 
やすくなります。 

タ ツチ パツ ドユーティリティ のを種設定は、次の場所から行います。 

[スタート]—「コント □ —ルパネル」一「八ードウエアとサウンド」一「マ 
ゥス」 

「マウスのプロパティ」画面の「デバイス設定」タブをク y ツクして、[設定] 
をクリックすると、次の画面が表示されます。 



設定項目を選択します。 
各種設定を行いまず。 

設定項目の説明が表を 
されまず。 


► USB マウス（オプション）の接続 
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本機右側面または背面の USB コネクタ（今 t 2. o ) に、オプションの USB マウス 
を接続して使うことができます。詳しくは、マウスに添付のマニュアルをご覧 
ください。 




























I キーボードを巧ラ 


本機には、日本語対応87キ'ーボ'ードと2個のインスタントキ ■ —が搭載されてい 
ます。 

►キーの種類と役割 


各キーには、それぞれ異なった機能が割り当てられています。 


a: 


り r 四。了 ^ )1) 


131囚曰因囚因囚 I^S 

a 曲 r^Eir^Ria 岡网岡 

區順 ！!^ 

110101000^3 

0* E. H す T ホ Y ん！^ 

III- 

悼叫 Asl S と 」 OJ Sg 。| 

早阿 ' ig 臣]固 岡 じ 

III だ j|Xj 四 t B; W 

* 卜も |1: 小；； め."。- 


画因]图 


[ 畳て :" ij r iiiB] r _ 
闷ぃ点』ド j 


b: c: 


d : e : 


a: 機能キー 

文字を消す、入力位置を変えるな 
ど、特別な役割が割り当てられた 
キーです。機能キーの役割は、ソフ 
トウエアによって異なります。 

b : Fn キー 

制御キーの1つです。 

キートップ（キーの上面）に青色で 
印字されている機能キーと組み合 
わせて使用します。 

FS p.76「Fn キーと組み合わせて 
使うキー」 

C： 制御キー 

文字キーや機能キーの働きを変化 
させます。単独では機能しません。 


d: 文字キー 

英数字、記号の入力や日本語入カシ 
ステムを利用して、漢字やひらがな 
などの日本語を入力します。 

e : 数値キー 

文字キーの一部を數値キーとして 
使用し、敷字、演算子などを入力し 
ます。 [ Fn 1十 fNumLk ) を押すと數値 
キーと文字キーが切り替わります。 

たインスタント キー 

p .78 「インスタントキー」 












































































































































































































キーボードを使ラ 
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►文宇を入力ずるには 


文字キーを押すとキートップ（キーの上面）に印字されている文字が入力され 
ます。 

入カモードによって、入力される文字は異なります。 


直接入カモード 

キートップのアルフアベットをその 
まま入力します。 

日本語入カモード 

□ーマ字入力 

キートップのアルフアベットでロー 
マ字を入力し、漢字やひらがなにを 
换します。 

かな入力 

キートップのひらがなをそのまま入 
力し、漢字やカタカナに変換します。 


入カモードの切り替え 

产 5 S 1 を押すと、直接入カモードと日本語入カモードを切り替えることができ 
ます。 

日本語入カ モードのローマ 字入力とかな入力の設をは日本語入カ システムで 
行います。 

►日本語を入力ずるには 


ひらがなや、漢字などの日本語の入力は、日本語入カシステムを使用します。 
本機には、日本語入カシステム 「 MS - IME 」 が標準で搭載されています。 


MS - IME の使いち 

MS - IME パネルの主要なボタンのを称と働きは次のとおりです。 
ボタンをクリックしてを設をを行ったり、ヘルプを参照したりします。 


b : C ： 


a : 


a : 入カモード 

入カモード（ひらがな、カタカナ、英数字など）を選択します。 

b : ヘルプ 

MS - IME の詳しい説明を見ることができます。 

C ： かな キー □ック 

日本語入カモードの切り替えを行います。 

ボタンが押されていない状態： ローマ字 入力 
ボタンが押されている状態：かな入力 

MS - IME な外の日本語入カシステムを使用する場合は、そのシステムに添付さ 
れている マニュアルをご覽 ください。 
















第 2 章コンピュータの基本操作 


►数値やアルフアベツトの入力 


数値キー入カモード 

r 7 ir | + 两^を押すと、 Numixrck ランプ （ fi ) が点; kT して、文字キーの一部 
が数値キーとして{ま用できます。さらに 巧品 D を押しながら数値キーを押すと、 
矢印キーなどとして巧用できます。 


数値キーモード 


f Shift ] を巧したとき 


口回 fa 

[ 

扫 


。画か]][[回 H/X 

岡 H 岡闘 


r 回か j||l 画/口 1f H/j|『 0/< j|[r tJ ||[ * 

ゎ .' 
お 

7 

8 


—ほ A へ 



lomj 

t 

PgUp 

来 

-ほ 

A 



5 

6 - 

' { 

@ i [ 

' 




二 


@ .、 

{ r 

[ o 




脑 


アルフアベツト入カモード 

アルファべ ットの入力を大文字または小文字に固定することができます。固を 
する文字の切り替えは、次のキー操作で行います。 

「Shift 1 + 1 な。 


大文字に固をした状態のまま小文字を入力するには、臣^を押しながら文字 
を入力します。 

固をする文字を切り替える場合は、向品！を押した状態でもう一を r 扇 ri を押 
します。 

















































































































































































































































































































































































キーボードを使ラ 


► Fn キーと 組み合わせて巧 ラキー 


キートップに青色で巨口字されている機能キーは亡^と組み合わせて実行しま 
す。 


キーの組み合わせ 
[Fn 1 + [ F1 ] ピ 


fFn I+I F2 I 曰 


機能 


省電力状態に移行します。（初期値：スリープ状態) 
P.155 「本機をぞ電力状態にする」 


Internet Explorer を起動します。 


〔Fn l+fFS J 囚 


〔 Fn 〕+ 1 F4 〕回 


Cfnj+LFSJ 来 


〔Fn I + [ F6 J O 


〔 Fn l+ 〔 F7 I 画 l/X 


Windows メール（または Outlook) を起動します。 

インフォメ ■ ーションメニュ ■ 一 を起動します。 

とを jp.49 「インフォメーションメニューを使う」 

LCD 画面を暗くします。 

ド 3 P.103 「LCD ユニットの 調整」 

LCD 画面を明るくします。 

FSI P.103 「LCD ュニットの 調整」 

LCD 画面のバックライトの入/切を切り替えます。 
巧 p.103 レ《ックライトの消な」 


〔 Fn 〕+ I F8 I |lcd|/I I 


外付けのま示装置に接続している場合に、画面表示を 
切り替えます。 

ド^ p'llO 「画面表示を切り替えるには」 


〔 Fn 1 + 「 F9 ~] 曰 /X 


〔Fn 1+1 Flo ] ⑩パ 


〔 Fn I + 〔 F1 1 〕 ▼ づ， 


〔Fn |+[ F12 I ▲啦 


〔 Fn I +|Numli) 


タッチパッドの ON/OFF を切り替えます。 
rS P .72 「タッチパッド機能を OFF にする」 

スピーカのミュート （消を） の 入/切を切り替えます。 
p .114 「音量の調節」 

スピーカのを 量を小さくします。 

I 广沪1 p .114 「音量の調節」 

スピーカのを量を大きくします。 

巧 p .114 「音量の調節」 

数値キー入カモードに切り替えます。 



]+[ScrLk] 


司 P.75 「数値キー入カモード」 


ソフトウェアによって機能が異なります。詳しい 
内容は、ご使用のソフトウェアのマニュアルをご 
覧ください。 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


キーの組み合わせ 

機宫自 

1 Fn 1 + ( Home ) 

行の最初に移動します。* 

(Fn 1 + ( End ) 

行の最後に移動します。* 

(Fn 1+ ( PgUp ) 

前のページに移動します。* 

[Fn ] +( PgDn ) 

次のページに移動します。* 


* ソフトウエアによっては、機能が異なる場合があります。 


►入カキーの機能の入れ替え 


次の入カキーの機能を入れ替えることができます。 

(1) キーボード左下にある[~品~]とその瞬の 

( 2 ) キーボードち下にある CTiT ] とその瞬の rwi (アプリケーションキー) 


Caps Lock 
_ま田 

が JiE 

J : 巳心1 L J [リ L 

1’ K ' 

si ^ 

1- L ク 


jy E 。 - 1! 

む Shift 

a 巳」 

'お粒山 L り 

:yt 

其 j む J 

k ろ A 化ゎ 

Fn -が ] 

| L®J tJ 

1田如 1 

1_ ■ 1 ―‘ 

卜 i I 齒 

Ah 置 

« [_ \[[ Ai \[ J 

品]] [U 心 I 阳 I 


( 1 ) に) 


キーの機能を入れ替える場合は 「BIOS Se 扣 P ユーティリティ」の 「 Advanced 」 
メニュー画面で次の項目をを更してください。 


• [Exchange Fn & L-Ctrl key 」 ( 广ド〇1 と（ ari 1の入れ替え) 

• [Exchange R-Alt & Win App key 」（ し Ait 1 とし隱 1 の入れ替え) 


キーの機能の入れ替え 

日 lOS の設定値 

機能を入れ替える場合 

Enabled (有効） 

機能を入れ替えない場合 

Disabled (無効） 


購入時は、どちらも 「 DisabledJ に設をされています。 
回 P .175 「BIOS S 幻 up ユーテイリテイの操作」 












































































































































































キーボードを使ラ 


►インスタント キー 


本機には、2個のインスタントキーが搭載されています。インスタントキーを 
押すと、をキーに割り当てられた機能を実行します。 

各インスタントキーの機能は、次のとおりです。 


インスタントキー 

機能 

画面サイズ切り替えキー 

因/"〇 

画面サイズを切り替えます。キーを押すたびに、 
画面サイズをワイド表示と ノーマル 表示に切り替 
えます。 

Oi p .106 「画面サイズを切り替える」 

無線 LAN キーが 

無線 LAN 機能の ON / OFF を切り替えます。 

FS p .120 「無線 LAN を使う」 
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HDD を使ラ 


本機には SerialATA ( S - ATA ) 仕なの HDD (ハードディスクドライブ）が搭載さ 
れています。 HDD は、大容量のデータを高速に記録する記憶装置です。 


巧限 


■ HD □のアクセスランプ点打中に、本機の電源を切ったり、再起動した D しな 
いでください。アクセスランプ点な中は、コンピュータが HD □に対してデー 
夕の読み書さを行っています。この処理を中断すると、 HDD 内部のデータが 
破損するおそれがあ0ます。 

• 本機を落としたり、ぶつけたりしてショックを与えると HDD が故障するおそ 
れがあります。ショックを与えないよラにミ主意してください。また、持ち運 
ぶときは専用バッグに入れるなどして、保護するよラにしてください。 

• HD □が故障した場合、 HDD のデータを修復することはできません。 


►データのバックアップ 


HDD に記録されている重要なデータは、 CD メディアや外付け HDD などにバッ 
クアップしておくことをおすすめします。万一 HDD の故障などでデータが消失 
してしまった場合でも、バックアップを取ってあれば、被害を最小限にかえる 
ことができます。 

バックアップホ法は、 ra P .253 「データのバックアップ」をご覧ください。 

M 黃乂時の HDD 領域 


購入時の HDD は、お客様の選択により次のように設定されています。 

<通常> 


ドライブ（領域） 

容量 

消去禁止領域 

約 3 GB * 

C ドライブ 

残り 


<HDD 設定変更サービスを選択された場合> 


ドライブ（領域） 

容量 

消去禁止領域 

約 3 GB * 

C ドライブ 

購入時に選おされた容量 

D ドライブ 

残り 


* 消去禁止領域の容量は、コンピュータの製品仕様により異なります。 
すべてのドライブは、 NTFS ファイルシステムでフォーマットされています。 



HDD 設定変更 サービス 

HDD 設定変更サービスとは、購入時にあらかじめ HDD の領域を C ドライブ、 
D ドライブに分割した状態でコンピュータをお届けするサービスのことです。 






























HDD を使ラ 


消去禁止領域とは 

「消去禁止頼巧 J には、本体ドライバやソフトウェアのインストール用データ 
や、 「Windows 回復環境 （ WindowsRE )」 が設定されています。 

この領域は、 絶がに削除しないでくだ再い。 

削除してしまうと、本体ドライバやソフトウ ェアの インストールができなくな 
ります。 

「消去禁止領域」内の本体ドライバやソフトウェアのインストール用データは、 
CD にコピーレくックアップ）することもできます。 
rS p.254 レくックアップ CD の作成 J 

Windows RE の詳細は、 ITtS d.247 「Window 姻復環境 (Windows RE) を巧う」 
をご覧ください。 

► HDD を分割して使用ずる 


1台の HDD は、いくつかに分割してそれぞれ別々のドライブとして使用するこ 
とができます。 

く]台の HDD を分割する> 

例：1つの HDD 領域 （C ドライブ）を2つの HDD 領城 （C ドライブと D ドライブ) 
に分割することができます。 


消去禁止領域 消去禁止領域 

C ドライブ C ドライブ 

□ドライブ 



C ドライブを分割する場合は Windows の再インストールが必要です。詳しくは、 
ca p.259「C ドライブを分割•変更する」をご覧ください。 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


^ HDD の暗号化 


く Windows Vista Ultimate 使用時> 

Windows Vista Ultimate では、 HDD 暗号化機能 「 BitLocker 」 を使用することが 
できます。 

本機で BitLocker を使用するには、事前に専用ツールでの HDD 設定変更が必要 
です。専用ツールの入手方法など、詳しくは当社ユーザーサポートページのサ 
ポート情報をご覧ください。 

サポー ト 情報は、次の場所に コンテンツの を入力し、検索すると表示されます。 

「インフオメ ーシ ヨンメニユ ー」 一 「ユーザーサポート」一 「サ ポート 情報 
検索」の「コンテンツ ID 検索」 

BitLocker 情報の]ンテンツ ID : TN 100014545 



BitLocker ご 13： 


BitLocker は、 Windows Vista Ultimate および Windows Vista Enterprise のみに搭載 
されたデータ保護機能です。 

BitLocker を使用すると、 OS がィンストールされている領域を暗号化すること 
ができます。そのため、不正な手段での OS 起動ができなくなり、 HDD 内のデー 
夕漏洩を防ぐことができまず。 











I 光ディスクドライブを巧ラ 

本機左側面には購入時に運択された光ディスクドライブが搭載されています。 
光ディスクドライブは、 CD - ROM などの光ディスクメディアを巧用するための 
機器です。 

ここでは、光ディスクドライブの基本的な巧い方について説明します。 



A 光ディスクドライブで、ひび割れや変形巧修したメディアは使用しないでくださ 

_し、内部で巧び散って、故障したり、メディア取り出し時にけがをしたりするを 

ミ主意険があ0ます。 


制限 


本機では 、 CD (コンパクトディスク）の規格に準拠しない「コピーコント□一 
ル CD 」 などの特殊ディスクは、動作保証はしていません。本機にて動作しない 
特殊ディスクについては、製造元または販売元にお問い合わせください。 


► ドライブの機能とほえる巧ディスクメディア 


光ディスクドライブの種類によって、メディアへの書き这みや DVD の再生な 
ど、使える機能が異なります。 

お使いの化ディスクドライブでイまえる機能とメディアの種類は、次をご覧くだ 
さい。 

「インフオメーシヨンメニュー」 一 「マニュアルびゆ一ね」一「光ディスク 
ドライブ PDF マニュアル」 

光デイスクメディアの違いについての簡単な説明は、次をご覧ください。 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


►がディスクメディアのセツトと取り出し 

光ディスクメディアのセットと取り出し方法について説明します。 


Jl^ 

制限 


■光ディスクドライブアクセス中にメディアを取り出したり、再起動したりし 
ないで < ださい。 

■ メディアの再生中や書を込み中に振動や衝撃を与えないでください。 

• ディスクトレイ上の光学レンズに触れたり、傷つけたりしないでください。メ 
ディアのデータが読めなくな0ます。 

■必要な場合な外は、ディスクトレイは閉じておいてください。 

■結露した状態のメディアを使用しないでください。メディアを寒いところか 
6暖かいところへ急に持ち込むと、結露（水滴が付着する状態）します。使 
用すると、誤動作や故障の原因にな0ます。 

• 本機では、精円などの通當と異なった形状のメディアは使用でをません。 


セツトち法 

1 イジエクトボタンを巧しまず。 

ディスクトレイが少し飛び出します。 











光ディスクドライブを使ラ 


2 ディスクトレイを静かに引き出しまず。 

光学 レンズに 触れたり、傷つけたりしないでください。 
メディアのデータを読めなくなります。 



3 印刷面を上にしてメディアをディスクトレイに載せ、カチッと音びずるまで 
はめ&みまず。 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


取り出しち法 

1 アクセスランプげ点な-点滅していないことを®認して、イジェクトボタン 
を巧しまず。 



2 ディスクトレイげかし飛び出した5、そのまままっすぐ引き出しまず。 

3 メディアをディスクトレイか5取り出しまず。 

4 ディスクトレイを手で巧して静かに閉じまず。 



イジエクトボタンを押してちメディアが取り出せない場合 

ソフトウェアによっては独自の取り出しち法でないとメディアが取り出せな 
いものもあります。詳しくは、お f まいのソフトウェアに添付のマニュアルをご 
覧ください。 









光ディスクドライブを使ラ 


►強制的な巧ディスクメディアの取り出し 


次のような場合には、強制的に光ディスクメディアを取り出すことができま 
す。 

■光ディスクドライブの動作が不安定になったり、故障したりして、光ディスクメ 
ディアが取0出せない場合 

■光ディスクメディアをセツトしたまま、本機の電源を切ってしまった場合 


強制的な光ディスクメディアの取り出しちをは次のとおりです。 


1 本機の電源げ入っている場合は、電源を切ります。 

P 3 p .56 「本機の終了方■法」 

2 イジェクトホールに巧の細い丈夫なちの（ゼムクリップを引さのばしたちの 
など）を差し込みます。 



ゴディスクトレイび少し飛び出した5、そのまま手でまっすぐ引き出します。 

► CD メディアの読み込み • 再生 


光ディスクドライブでは、データ CD を読み込めるほかに、を楽 CD やビデオ CD 、 
フォト CD などの再生を行うことができます。これらのメディアの中には、再生 
時に別途専用ソフトウエアが必要なものもあります。 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


► DVD メディアの読み込み • 再生 


< DVD 再生機能のある光ディスクドライブ搭載時> 

DVD 再生機能のある光ディスクドライブでは、データが収録された DVD メディ 
アを読み込めるほかに 、 DVD VIDEO などの再生ができます 。 DVD VIDEO の再 
生には、専用のソフトウェアが必要です。 

DVD VI DEO 再生ソフト 

DVD VIDEO の再生には 「 WinDVD 」 を f ま用します。 

WinDVD は、次の場所から起動します。 


[スタート]-「ずべてのプ□グラム」一 「Inter Video WinDVD 」一 「Inter 
Video WinDVD for EPSON 」 


WinDVD の詳しい使用方■をは、 WinDVD のヘルプをご覧ください。 

DVD VI DEO 再生時の制限 

「 WinDVD 」 で DVD VIDEO の再生をすると、次のような不具合が発生すること 
があります。 

•解像度や色数の設定により 、 DVD VIDEO の再生ができないことがあります。 
DVD VIDEO の再生ができない場合は、解像度や色数を調節してみてくださ 

い。 

に司 ip . l 05 「解像度や表示色の変更方を」 


I 外付けディスプレイを接続して、「クローン表示」で表示をしていると、「巧 
用しているディスプレイ環境は保護されているコンテンツの再生をサポー 
卜していません。」というメッセージが表示され 、 DVD VIDEO の再生が中断 
されます。このような場合は、 「 LCD 表示 J または「外付けディスプレイ表 
示」に切り替えてください。 
pap . iio 「画面表示を切りをえるには」 






光ディスクドライブを使ラ 


►巧ディスクメディアへの書き込み 


<書さ込み機能のある光ディスクドライブ搭載時> 

書き込み機能のある光ディスクドライブでは、データ、音楽、画像などを光 
ディスクメディアに書き込むことができます。 

書き込み可能なメディアは、お使いの光ディスクドライブにより異なります。 
書き込み可能なメディアについては、次をご覧ください。 

「インフオメーシヨンメニュー」 一 「マニュアルびゆ一ね」一「光ディスク 
ドライブ PDF マニュアル」 


制限 

ライティングソフト 

光ディスクメディアに書き込みを行う場合は、専用のライティングソフトが必 
要です。本機にはライテインダソフト 「Nero 7 Essentials 」 がインストールされ 
ています。 

厂 p .89 「Nero 7 Essentials の使い方」 


作成した DVD VIDEO は、市販の DVD プレイヤーで再生でさますが、一部の 
DVD プレイヤーでは再生できない場合があります。 


書き込み時のを意 

書き这みを行う場合は、次の点に注意してください。 

•省電力機能を無効にする 

メディアへの書き込み時に Windows が省電力状態に切り替わると、データ転 
送エラーが起き、書き込みに失敗して、メディアに記録したデータが失われ 
たり、メディアが使用できなくなる可能性があります。 

書き込みを始める前に、省電力状態に移行しないように設定してください。 
C 3 p .157 「省電力状態に移行するホ法」 

省電力状態に移行する場合は、必ず光ディスクドライブからメディアを取り 
出してから行ってください。 

• 速度に対応した光ディスクメディアを選ぶ 

書き込みを行う場合は、お使いの光ディスクドライブの書き込み速度に巧応 
したメディアを使用してください。 

化ディスクドライブの書き这み速度は、次をご覧ください。 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


^Nero 7 Essentials の巧し、方 


<書さ込み機能のある光ディスクドラィブ搭載時> 

ライティングソフト 「Nero 7 Essentials 」 を f ま用すると 、 CD メディアや DVD メ 
ディアにデータや音楽、画像などのファイルを書き込むことができます。 


Jl^ 

制限 


Nero 7 Essentials と Windows Vista 標準の書き込み機能を同時に使用しな 
いで < ださい。 


使いち 


Nero 7 Essentials の起動ホ法は次のとおりです。 


1 デスクトップ上の 「 Nero 」 アイコンをダブルクリックします。 

© 

Nero 

Starts ma... 

く Nero アイコン> 

2 Nero 7 Essentials 画面が表示されまず。 



， B ) 嗎夕を 


Nero へようこそ 

上のアイ〕 ン からカ テ : JIJ を 一つ 透択して下さい 
すると西あ中央にりスウのリストが表示されます 
目的の9スウをウリッウずると作業を開始します 




Nero 7 Essentials の詳しい使用方法は、次をご覧ください。 

「インフオメーシヨンメニュー」 一 「マニュアルびゆ一わ」一 「 Nero ユー 
ザーガイド」 













光ディスクドライブを使ラ 


InCD 


メディアをパケットライトソフト 「 InCDj でフォーマットすると、ドラッグア 
ンドドロップするだけで データの 書き込みを行うことができます。 

InCD の詳しい使用ホ法は、次をご覧ください。 

「インフオメーシヨンメニュー」_「マニュアルびゆ一わ」一 「 InCD ユー 
ザーマニュアル」 


iflk 

制限 


• InCD で使用できる光ディスクメディアは、 CD - RW、DVD + RW 、 DVD-RAM 
のみです。 

• InCD で フォーマツ トしたメディアは Nero 7 Essentials で書き込みを行う 
ことはできません。書去込みを行ラ場合は 、 Nero 7 Essentials で「ディス 
クの消去」を行ってください。 


有償アップグレードについて 

本機にインストールされている Nero 7 Essentials は、 Nero 製品版 「 Nero 7 Premium 」 
に特別優待価格でアップグレードすることができます。アップグレードをご希 
望の方は、デスクトップ上の 「 Nero オンラインアップグレード」から申し込み 
を辛于ってください。 

Nero オンライン 
アップクレード 
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USB 機器を使う 


本機には USB 2.0 にが応した USB コネクタが右側面に2個、背面に2個、合計4個 
搭載されています。 

USB コネクタには USB 対■応の機器を接続します。4個のコネクタは同じ機能です 
ので、どのコネクタを巧用しても構いません。 


制限 


• USB フラッシュメモリや USB HDD などの USB 記憶装置を接続していた 
り 、 USB FDD に FD がセットされている状態で本機の電源を入れると、 
Windows が起動しないことがあります。 US 巨記憶装置は、 Windows 起動 
後に接続してください。 

• US 日記憶装置を接続した状態で Windows を起動したい場合は 、 「BIOS Setup 
ユーティリティ」で起動するデバイスの順番を変更してください。 

と^ P.184 「起動 （ Boot ) デバイスの順番を変更する」 


USB 2。 の転送速度 

USB 2.0 のデータの転送速度は、最大 480 Mbps です。 USB 2.0 コント ローラは、 
USB 2.0 コネクタに接続するすべての周辺機器で共用します。そのため、転送速 
度は接続する周辺機器が増えると低下します。 

► USB 機器の接続と取りかし 


USB 機器の接続-取り外しは、本機の電源が入っている状態で行うことができ 
ます。 


USB 機器の接続 

USB 機器の接続方をは次のとおりです。 

1 USB 機器の USB コネクタを、本機の USB コネクタ （今 t 2. o ) に接続しまず。 



US 日コネクタ- 























USB 機器を使ラ 


2 USB 機器によっては、通知領域に「取りがし」アイコンび表示されまず。 


放 


<取り外しアイコン> 

接続する USB 機器によっては、専用のデバイスドライバが必要です。詳しくは、 
USB 機器に添付のマニュアルをご覧ください。 



接続した USB 機器の確認 

接続した USB 機器を確認するには、「取り外し」アイコンをダブルクリックし、 
「ハードウェアのを全な取り外し」画面で[プロパティ]をクリックします。 


USB 機器の取り外し 


USB 機器の取り外しは、コンピュータの状態を確認して、次のどちらかのホを 
で行います。 

•そのまま取0外す 

「取り外し J アイコンが表示されていない場合や、本機の電源を切った場合 
はそのまま取り外せます。 

• USB 機器の終了処理をして取0かす 

「取り外し」アイコンが表示されている場合は、終了処理を行います。 

USB 機器の終了処理のホ法は次のとおりです。 

1 通知領域の「取り外し」アイコンをクリックしまず。 

2表示されたメニユーか6 r (取り外したし、 USB 機器）一..•をま全に取り 
がしまず」を還択しまず。 

複数の機器が表示される場合は、別の機器を選択しないよう注意してくださ 



3 「 A — ドウエアの取りタル」メッセージげ表示された5、 [0 K ] をクリック 
し、 USB 機器を本機か5取りがしまず。 
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PC 力ードを使ラ 


本機の右側面には、 PC カードスロットが搭載されています。本機では 、 PC Card 
S は ndard に準拠した次のカードを装着することができます。 


装着可能なサイズ 

仕様 

Typell 

1 スロット CardBus 巧応 


PC カードの形状によっては装着できないカードがあります。 




制限 


■ FAX モデムカードや、ネットワークカードなどは、使用途中に電源の供給が 
停止されると、不具合が発生する可能性があります。これ6のカードを使用 
するときは、省電力状態に移行しないよラに設定してください。 

とす P . 1已7「時間経過で移行させない」 

■ PC 力ードス□ットに FAX モデムカードを取0付けて使用する場合には、回 
線の呼び出し音が鳴6ない FAX モデムカードもあります。これは 、 CardBus 
の仕様によるちので故障ではありません。 
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PC 力ードを使ラ 


► PC 力ードのセツトと取0かし 


制限 


♦ PC カードを取り扱ラときは、あ5かじめ金属製のものに触れて、静電気を逃 
がしてください。 PC カードやコネクタ部に静電気が流れると、故障すること 
があります。 

• PC カードは、本機の電源が入っている状態で抜き差しすることができます。 
ただし、スリープ状態や休止状態など、省電力状態では PC カードの抜重差し 
を行わないでください。システムが正常に動作しなくなる場合があります。 


PC カードのセット 


PC カードのセツト方法は次のとおりです。 

1 PC カードス□ツトにダミーカードびセツトされている場合は、取りがしま 
ず。 

Fa P.96 「 PC カードの取り外し」-手順2〜4 

ダミーカードは PC カードを使用しないときに、 スロッ トにセットしておき 
ます。 
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2 PC 力ードを PC 力ードス□ットに挿入しまず。 

PC カードの表面を上にして、奥までしっかりと押し込みます。 



3 コンピュータの電源が切れている場合は、電源を入れまず。 

4 認識されると PC 力ードげ使用できまず。 

正しく PC 力ードがセットされると認識音が鳴り、通知領域に「取り外し J ア 
イコンが表示されます。 



く取り外しアイコン> 

PC カードによっては、専用のデバイスドライバが必要です。詳しくは 、 PC 
カードに添付の マニュアルを ご覧ください。 




PC 力ードを使ラ 


PC 力ードの取0外し 


PC カードの取り外し方をは、次のとおりです。 


四 


本機にセツトされていた PC カードは、高温になっている可能性があります。取 


乙 J り外す際は注意してください。 

制限 

1 PC カードの終了処理を巧うか、または本機の電源を切りまず。 

PC カードの終了処理の手順は、次のとおりです。 

( 1 ) 通知領域の「取り外し」アイコンをクリックします。 

(2) 表示されたメニューか6 r (取り外したい PC カード）一--■を安全に取り 


外します」を選択します。 

複数の機器が表示される場合は、別の機器を選択しないよう、注意して 
ください。 



(3) 「八ードウエアの取り外し」メッセージが表示された6、 [ OK ] をクリック 
します。 

これで PC カードの終了処理は完了です。 

2 PC カードイジエクトボタンを「カチッ」と音びずるまで押しまず。 

イジェクトボタンが出てきます。 
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3 出てきた PC 力ードイジエクトボタンを再び巧し込みまず。 

PC カードが出ます。 



4 出てきた PC 力ードをまっすぐに引き抜きまず。 

取り外した PC 力ードは、専用のケースなどに入れて大切に保管してくださ 

い。 

5 ダ S - 力ードを PC 力ードス□ットにセットしまず。 

コンピュータ内部にホコリが入らないように、必ずダミーカードをセットし 
ておいてください。 



ダ吉ーカード 





I メモリカードを巧う 


本機右側面にはメモリカードスロットが装備されています。メモリカードは、 
デジタルカメラなどで巧用するメディアで、コンピュータとのデータ交換に{ま 
われます。本機では、3種類のメモリカードを使用することができます。 



►本機で巧用でをるメモリカード 


本機で使用できるメモリカードは、メモリースティック （ Pro 対•応）、マルチメ 
ディアカード、 SD メモリーカード （ SDHC 対•応）の3種類です。イラストは、を 
メモリカード表面のイメージです。 



MULTI 

MEDIA 

CARD 


<メモリースティック> <マルチメディアカード> 



< S □メモリーカード> 
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制限 


♦ メモリースティック、 SD メモリーカードの著作権保護機能には対応していま 
せん。 

♦ メモリースティックおよびメモリースティック Pro の高速転送、セキュリティ 
機能には対応していません。 
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メモリカード使用時のを意 

メモリカードを使用する際は、次の注意事項を確認して正しくお使いくださ 

い。 

■ メモリカードにアクセス中は、本機の電源を切ったり、メモリカードを抜い 
たりしないでください。カードのデータが破損するおそれがあります。 

■ メモリカードは、データの書き込み中に電源の供給が停止すると不具合が発 
生する可能性があります。メモリカードを巧用するときは、省電力状態に移 
行しないように設定してください。 

ra P .157 「省電力が態に移行する方を」 

■記録されているデータによっては、読み込み時に専用のソフトウエアが必要 
になる場合があります。詳しくは、データを作成した周巧機器またはソフト 
ウェアに添付のマニュアルをご覧ください。 

メモリカードの フオー マット 


メモリカードのフォーマットは必ず、メモリカードを使用するデジタルカメラ 
などの周辺機器側で行ってください。本機でフォーマットを行うと、周辺機器 
でメモリカードが認識されなくなる場合があります。 

フォーマットのち？去は、周辺機器に添付のマニュアルをご覧ください。 

►メモリカードのセツトと取りかし 


メモリカードを巧用する前に、必ず P .99 「メモリカード巧用時の注意」を 
お読みください。 

メモリカードのセット 

メモリカードの七ットホ法は、次のとおりです。 

1 メモリカードス□ットにダミーカードびセットされてし、る場合は、取り外し 
まず。 

(1) ダミーカードを「カチッ」と音がするまで巧します。 

(2) 少し出てをたダミーカードをまっすぐに引き抜をます。 

ダミーカードはメモリカードを巧用しないときに、 スロッ トにセットし 
ておきます。 







メモ u 力ードを使ラ 


2 メモリカードの表面を上にしてメモリカードス□ットに挿入しまず。 

奥までしっかりと押し込みます。 

メモリカードの表面は 、 rs P .% 「本機で巧用できるメモリカード J で確認 
してください。 



3 認識されると、メモリカードび使用できまず。 

正しくセットされると、通知領域に「取り外し」アイコンが表示されます。 

わ 

<取り外しアイコン> 

メモリカードの取りがし 

メモリカードの取り外しホ法は、次のとおりです。 

1 メモリカードの終了処理を巧うか、または本機の電源を切りまず。 

メモリカードの終了処理の手順は、次のとおりです。 

( 1 ) 通知領域の「取り外し」アイコンをクリックします。 

(2) 表示されたメニューか6、 r (取り外したいメモリカード）一--•を安全に 
取り外します」を選択します。 

複数の機器が表示される場合は、別の機器を選択しないよう、注意して 
ください。 



(3) 「八ードウエアの取り外し」メッセージが表示された5、[日 K ] をクリックし 
ます。 

これでメモリカードの終了処理は完了です。 
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2 メモリカードを「カチッ」と音びずるまで巧ずと、メモリカードび少、し出ま 
ず。 

強く押すと、メモリカードが飛び出すことがあるので注意してください。 




取り出したメモリカードは、専用のケースなどに入れて大切に保管してくだ 
さい。メモリカードをセットしない場合は、ダミーカードをセットしておき 
ます。 




I 画面表巧をする 


ここでは、本機の LCD ュニッ ト での画面表示について説明します。 

本機では、 LCD ュニットのほかに外付けの表示装置を接続することもできま 
す。 

rS p .108 「外付けディスプレイに表示する」 

► LCD ユニットの仕様 


本機では次のどららかの LCD (液晶ディスプレイ）を搭載しています。 

•] 曰.4型 WXGA 最大解像度 1280 X 800 
•] 曰.4型 WXGA + 最大解像度144 0 X 900 


制限 


LCD の表示中に、次の現象が起きることがあります。これは、カラー LCD の特 
性で起さるちので故障ではありません。 

• LCD は、高精度な技術を駆使して230万拟上の画素か6作5れていますが、 
画面の一部に常時点むまたは常時消むする画素が存在することがあ0ます。 

♦色の境界線上に筋のよラなちのが現れることがあります。 

♦ Windows の背景の模様や色、壁紙などによってち6ついて見えることがあ0 
ます。この現象は、背景の模様が市松模様や横搞模様といった特殊なパター 
ンで、背景の色が中間色の場合に発生しやす<なります。 



LCD のドット抜け基準値 

本機 LCD のドット#抜け基準値は、8個が下です。これは、 WXGA の場合で全 
ドットの0.00026〇/〇が下に、 WXGA 十の場合で全ドットの0.00021〇/〇が下に相当し 
まず。 

* 「ドット」は副画素（サブピク七ル）を指します。 LCD では、1個の画素が3 
個の副画素で構成されています。本書に記載しているドット抜け基準値は、 
ISO 13406-2 に従って、副画素単位で計算しています。 

本機の副画素数 

WXGA の場合 3,072,000個 

WXGA + の攝合3,888,000個 
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► LCD ユニットの調舊 

画面の明るさの調整は次のキーで行います。 


キー 操作 

状態 

1 Fn 1+( F 5 1来 

暗くなります 

( Fn 川 F 6 1な 

明るくなります 


次の場巧で調整することもできます。 

[スタート]-「コント□-ルパネル」一「システムとメンテナンス」一「電 
源オプション」一さプランの「プラン設定の変更」一「ディスプレイの輝度 
を調整」 


バックライトの消む 

本機を使用していない間、バックライトを消灯することで消費電力を抑えるこ 
とができます。バックライトの消灯ホ法は、次のとおりです。 


キー 操作 

状態 

(Fn ) + ( F 7 1 画 /X 

本機が起動している状態で押すとバックライトが消灯 
します。もう一度押すとバックライトが点灯します。 


LCD ユニッ トを閱じたとをの動作 

LCD ユニットを閉じると、本機は「スリープが態」になります。 
TOp .156 「省電力が態の種類」 

LCD ユニットを閉じたときの動作は、変更することができます。 
尸 ^ P.157 「省電力が態に移行するホを」 



























画面表示をする 


►表示できる解像度と表示を 


本機の LCD ユニットで表示可能な解像度は次のとおりです。表示色は中 （16 
ビット）と最高 （32 ビット）が選択できます。 


解像度 

] 曰.4型 WXGA 

1曰.4型 WXGA+ 

800X600 

〇 

〇 

1024X768 

〇 

〇 

1280X768* 

〇 

〇 

1280X800* 

〇 

- 

1440X900* 

- 

〇 


* ワイド表示 


ワイド表示な外の解像度を設定すると、画面が縦伸びまたは横伸びしたように 
見えます。この場合は、画面サイズを切り替えてください。 
rs P.1Q6 「画面サイズを切り替える」 



画像が正當に再生でをない場合は 

解像度や表示色が高いと、 「WinDVDJ で DVD VIDEO を再生するときなどに、 
正常に表示できないことがあります。そのような場合は、解像度または表示色 
を調節してみてください。 
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解像度や表示色の変更方法 

解像度と表示色の変更ホ法は次のとおりです。 

1 [スタート]-「コント□-ルパネル」一「デスクトップのカスタマイズ」一 
r 個人設定」一晒面の設定！をクリックしまず。 

と r 解像度」、「色」などの項目を設定したい内容に変更しまず。 



色を設定 
しまず。 


解像度を - 
設定しまず。 


3 項目を変更した5、随踊をクリックし、画面のメッセージに従って操作 
しまず。 



セーフモー ドでの 起動 

本機の LCD 画面で表示できない解像度を選択すると、 Windows を再起動したと 
きに、画面が乱れる、何も表示されないなどの現象が起こることがあります。 
このような場合は、 セーフモー ドで起動して再設をを行ってください。 

巧 P .245 「セーフモードでの起動」 













































画面表示をする 


►画面サイズを切0替える 


本機はワイド液晶ディスプレイを搭載しているため、ワイド表示が外の解像度 
を設定すると、画面が縦伸びまたは横伸びしたように見えまず。この場合は、 
画面サイズ切り替えキーで画面表示を切り替えることができます。 


制限 


外付けディスプレイを接続している場合は、画面サイズの切り替えができないこ 
とがあ0ます。 



画面サイズ切り替えキーを押すたびに、ワイド表示とノーマル表示に切り替わ 
ります。購入時は、ワイド表示に設定されています。 



<ワイド表示> 


<ノーマル 表示> 
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画面サイズを切り替えると、自動的に解像度が次のとおり切り替わります。 


画面表示 

解像度 

1曰.4型 WXGA 

15.4iyWXGA+ 

ワイド 

1280X800 

1440X900 

ノ'ーマル（縦横比4 : 3) 

1024X768 

1024X768 


Jl^ 

制限 


• 画面サイズ切0替えキーで画面サイズを切0替えた後、上記の表政外の解像 
度に変更したいときは、手動で設定を変更してください。 

P .105 「解像度や表示色の変更ち法」 

• Windows を複数のユーザーで使用している場合、ユーザーごとに画面表示の 
設定（ワイド/ノーマル）を保存することはで去ません。 

•画面サイズ切0替えキーで画面サイズを切0替えた後、「画面の配色は 
Windows Vista ベーシックに変更されました」といラメッセージが表示され 
る場合がありますが、問題ありません。 














か付けデイスプレイに表示する 


本機に外付けディスプレイ（アナログ）表示装置を接続して画面を表示するこ 
とができます。 


►ディスプレイの接続 


ディスプレイの接続 

本機では、外付けディスプレイ（アナログ）を接続することができます。 
ディスプレイの接続方法は、次のとおりです。 

1本機とが付けディスプレイの電源を切りまず。 

2 が付けディスプレイの接続ケーブルを本機背面の VGA コネクタ（旦）に接 
続しまず。 



3 が付けディスプレイと本機の電源を入れまず。 

(画 ]/□) を押すと、表示の切り替えができます。 

「画面の外観を選択してください J と表示された場合は、表示方法を選択し、 
[ OK ] をクリックします。 


- 

外付けディスプレイへの表示を終了する 

外付けディスプレイへの表示が終了したら、 Windows を終了後に必ず接続ケー 
ブルを取り外してください。外付けディスプレイの電源が入っていなくても、 
ケーブルを接続しているだけで自動認識され、信号が出力されます。 


ビデオプロジエクタへの接続 

ビデオプロジェクタも外付けデイスプレイと同様に、本機の VGA コネクタに接 
続します。 

プロジェクタによっては、ほかの方法で接続できる場合があります。 

詳しくはプロジェクタに添付の マニュアルを ご覧ください。 
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►画面表示の種類 

本機でできる画面表示は、次の4つです。 


• LCD 表示 

LCD 画面のみに表示します。 

■外付けディスプレイ表示 

外付けディスプレイのみに表示します。 


• クローン表の 

2つのディスプレイに同じ画面を表示します。プレゼンテーションを行う場 
合などに便利です。 



• 拡張デスクトップ表示 

それぞれのディスプレイに巧して、個別に解像度を設をすることができま 
す。複数の画面をコンピュータ上に表示する場合に便利です。 




<LC □画面 > < 外付けディスプレイ> 





































が付けディスプレイに表おする 


► 画面表示を切り替えるには 


画面表示の切り替え方法には、次の2つがあります。 

•キーボードで切0替える 
• ユーティリティで 切り替える 

キーボードで切り替える 

り （画/ □) を押すと、画面表示が切り替わります。 
キーボードで切り替えできる表示は、次の3つです。 

• LCD Only (LCD 表示） 

• CRT Only (か付けディスプレイ表示） 

• LCD + CRT (ク□-ン表示） 


制限 


•解像度の異なる2つのディスプレイを接続してク□-ン表示に切0替えると、 
解像度はほい方の解像度で表示されます。 

•拡張デスクトップ表示で表示している場合、キーボードでの表示切 D 替えは 
でさません。ユーティリティで切り替えてください。 

•動画の再生中やゲームソフトの起動時には、キーボードでの表示切0替え 
がでさないことがあ0ます。 


ユーティリティで切り替える 

ューティリティを操作すると、画面表示の切り替えや解像度の変更などを行う 
ことができます。ューティリティで切り替えできる表示は、次の4つです。 

<シングルディスプレイ> 

■ ノートブック （LC □表示） 

■ PC モニタ（か付けディスプレイ表示） 

<マルチディスプレイ> 

• Intel(R) デュアル-ディスプレイ-ク□-ン（ク□-ン表示） 

•拡張デスクトップ（拡張デスクトップ表示） 

画面表示の切り替え方法は、次のとおりです。 

1 通知領域の 「 Intel(R) Graphics Media Accelerator Driver for Mobile 」 

アイコンをクリックし、「グラフィックプ □ パティ」を還択しまず。 

■ 

く Intel(R) Graphics Media Accelerator Driver for Mobile アイコン > 
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2 「 Intel® Graphics Media Accelerator Driver for mobile 」 画面び表示さ 
れた 6 、画面表示の種類を還巧しまず。 



シングルデイスプレイを選択した場合は、手順4へ進みます。 

3 手順 2 でマルチディスプレイを選択した場合は、巧の設定を巧います。 

(1) 「プライマリデバイス」または「セカンダ U デバイス」でディスプレイの設 
定をします。 

「プライマリデバイス」側のデイスプレイには、[スタート] メニュー や 
タスタノく^—が表示されます。 



( 1 ) 


( 2 ) 


く拡張デスクトップ選択時の画面> 

(2) 拡張デスクトップの場合は、必要に応じて2つの画面の表示位置を設定しま 
す。 

画面アイコン1または2をドラッグして位置を変更します。 

































































が付けディスプレイに表示する 


(3) デスクトップの設定をします。 

「ディスプレイ設定」をクリックし、「ノートブック」タブまたは 「 PC モ 
ニタ」タブで解像度などを設定します。 



く拡張デスクトップ選択時の画面> 

4 [0 K ] をクリックします。 

5 「プライマリデバイス」側のディスプレイに「デスクトップの変更を確認」 
画面び表示された S 、[0 K ] をクリックしまず。 

これで画面表示の切り替えは終了です。 



グラフィックオプションから切り替える 

画面表示の切り替えは、次の場所からも行えます。 

通知領域の nntel ( R ) Graphics Media Accelerator Driver for Mobile ] アイコ 
ンをクリックー「グラフィックオプション」一「出力先」 
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►か付けディスプレイで表示でをる解像度と表示を 

外付けディスプレイで表示できる解像度と表示色は、次のとおりです。 

• 表示色 

中 （16 ビット）/最高 （32 ビット） 

•解像度ピクセル（横 X 縦） 

800 X 600 

1024 X 768 

1280 X 720* * 


1280 X 768* 


1280 X 1024 

1400 X 1050 

1440 X 900* 


1600 X 1200 

1680 X 1050* 


1920 X 1080* 


1920 X 1200* 

* ワイド表示 


制限 


•記載している解像度は、本機に搭載されたビデオコント□ーラの出力解像度 
です。表示モードや接続する外付けディスプレイの仕様によっては、表示で 
さない場合があります。 

•ク□ーン表示の場合、実際に表示でさる最大解像度は、コンピュータ側の最 
大解像度と外付けディスプレイ側の最大解像度のラち、どち6か低いちにな 
0ます。 

•辭像度や表示色が高いと、動画再生ソフトで動画を再生するとさに、正常に 
表示できないことがあります。そのよラな場合は、解像度または表示色を調 
節してみてください。 










I サウンド機能を巧ラ 


本機には、サウンド機能が搭載されています。 


A 

を意 


内蔵ステレオスピーカ 

本機は、内蔵 ステレオスピーカを 搭載し、音源からの音声を出力することがで 
きます。 



音量の調節 


ス ピー カ の音量は次のキーを押して調整します。 


キー操作 

状態 

(Fn ) + [ F 10 I 啦パ 

一度押すとミュート（消音）になり、もう一度押 
すとミュートが解除されます。 

(Fn 1 + ( F 11 1▼な 

音量が小さくなります。 

(Fn 1 + 1 F 12 ] ▲啦 

音量が大きくなります。 


制限 


PC カードやソフトウエアによっては、キー操作で音量調節ができないものがあ 
ります。詳しくは、 PC カードやソフトウェアに添付のマニュアルをご覧くださ 
い。 


ヘッドフオンやスピーカは、ボリュームを最小に調節してか5接続し、接続後に 
音量を調節してください。 

ボリュームの調節が大さ<なっていると、思わめ大音量が聴覚障害の原因となり 
ます。 
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内蔵マイク 


本機には、マイク（モノラル）が内蔵されています。この内蔵マイクを使って、 
音声を録音することができます。 

P .116 「音声の再生.録ま」 



►マイクなどの接続 


本機右側面には、スピーカやヘッドフォン、マイクを接続するためのコネクタ 
が標準で搭載されています。をコネクタの位置と使い方は、次のとおりです。 



a: へッドフォン出カコネクタ、 ri 

スピーカやへッドフォンと 接続し 
ます（ステレホ）。音声を出力しま 
す。 


b: マイク入カコネクタタ' 

マイクと接続して、音声を本機に入 
力します。入力した音声は、本機の 
サウンド機能により録音、再生を行 
うことができます。 










サウンド機能を使ラ 


圈 

h = - 

へツドフオンやマイクの接続 

へッドフォンやマイクを接続すると内蔵スピーカや内蔵マイクの機能は自動 

的に無効になります。 

►音声の巧生 

• 録音 

Windows 標準のサウンドユーティリティを使うと、音声の再生 • 録音をするこ 
とができまず。 


音声の再生 

音声の再生は 「Windows Media Player 」 を使用します 。 Windows Media Player は 
次の場所から起動します。 

[スタート]-「ずべてのプ□グラム」一 「Windows Media Player 」 

音声の録音 

音声の録音は「サウンドレコーダー」を使用します。サウンドレコーダーは次 
の場所から起動しまず。 

[スタート] 一「ずべてのプ□グラム」一「アクセサリ」一「サウンドレコー 
ダー」 

本機にマイクを接続して音声を録音する場合、音声の調節ホ法は P. 117 
「マイク使用時の音量調節」をご覧ください。 
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►サウンドユーテイリテイを巧う 


サウンドユーティリティを使用すると、スピーカの設定やマイクま量の設定、 
音響効果の設をなどができます。 

サウンドユーティリティを起動するには、通知領巧の「サウンドユーティリ 
テイ」アイコンをダブルクリックします。 


翻 

くサウンドユーテイリテイアイコン> 

次の画面が表示されます。 



マイク使用時の音量調節 

本機にマイクを接続して使用する場合、マイクの音量調節はサウンドユーティ 
リテイの「マイク」タブで行います。 


マイクで録音-再生時の マイクブーストの設定 

音量を調節 



録音時に音量を調節しても音が小さいときは、 团 をクリック して マイクブー 
ストのつまみを右へスライドさせて、音量を上げてください。 




















































I ネットワーク（有線 LAN ) を使う 


本機には、1000 Base - T / lOOBase - TX / lOBase - T に対•応したネットワーク機能（有線 
LAN ) が搭載されています。ネットワーク機能を f ま用すると、ネットワークを 
構築したり、インターネットに接続したりすることができます。 

ネットワーク（有線 LAN ) を{ま用する場合は、本機背面の LAN コネクタに市販 
の LAN ケーブルを接続します。 



►ネットワークの構築 


ネットワークを構築するには、ほかのコンピュータと接続するために 、 LAN 
ケーブルやハブ（サーバ）などが必要です。そのほかに、 Windows 上でネット 
ワーク接続を行うためには、プロトコルの設をなども必要になります。 

ネットワ'—クの構築方をは、ネットワ'—ク機器に添付のマニュアルなどをご覧 
ください。 


制限 


•ネットワークに接続している場合に、省電力状態に移行すると、省電力状態 
か6の復帰時にサーバか S 切断されてしまラことがあります。 

このよラな場合は次のいずれかのち法をとってください。 

-再起動する 

-省電力状態に移行しないよラに設定する 
z^p.i 曰7 r 省電力状態に移行するち法」 

♦ネットワーク上のファイルなどを開いたまま省電力状態に移行すると、正常 
に通常の状態へ復帰でさない場合があります。 


►インターネットへの巧続 


インターネットへ接続する場合は、 P .133 「インターネットに接続するに 
は」をご覧ください。 
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►主な機能 


本機では、ネットワークを構築して接続環境を整えると、次のような機能を巧 
用できます。 


Wakeup On LAN 

WakeupOnLAN を巧用すると、電源切断時やスタンバイ、休止状態のときに 
ネットワークからの信をにより本機を復帰させることができます。この機能を 
使用するときは、必ず AC アダプタを接続してください。また、電源切断状態か 
らの復帰は、 Windows を正常に終了したが態でのみ使用可能です。 


リモートブート 


リモートブートを巧用すると、ネットワークを介して、あらかじめセットアッ 
プされたサーバ上から Windows をインストールすることができます。 






I 無線 LAN 雜ぅ 



無線 LAN とは、電波を利用して通信を行うネットワークのことです。 

本機には無線 LAN アダプタが内蔵されています。 

►巧応規格 



本機に内蔵されている無線 LAN アダプタは、次の規格に対応しています。 

• IEEE 802.1 la ( W 己 2/\ A / 曰 3/\ A /56/ J 曰 2) / b/g 

• IEEE 802.1 In 巧フト2.0準拠* 


*「 IEEE 802.1 In ドラフト 2.0 準拠」は、ほかの 圧邸 802.1 In 対•応製品との接続性を 

保証するものではありません。 

IEEE 802.11 n 対•応のワイヤレスブロードバンドルータであっても、 IEEE 802.1111 
ドラフト 2.0 規格での接続ができない場合があります。 

►お線 LAN の概要 


無線 LAN の概要を図で表すと、次のようになります（図は一例です)。 



無線 LAN アダプタ 無線 LAN ブロードバンド 

(子機） アクセスポイントモデム 

(親機） 
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無線 LAN の用語一覧 

無線 LAN 機器のマニュアルにより、巧用している用語が本書と異なる場合があ 
ります。下記の用語一覧を参考にしてください。 


本書での表記 

別名 

無線 LAN 

ワイヤレス LAN 

無線 LAN アクセス 
ポイント 

親機、ワイヤレス LAN ステーション、アクセスポイント、 
を社の製品名称 

無線 LAN ァダプタ 

子機、ワイヤレスステーション、無線 LAN 端末、無線 
LAN クライアント 

SSID 

ESS -正)、 ESSID 、 ネットワークを、サービスセット識別子 

SSID 非通知 

SSID の隠蔽、 SSID を見せない設定、 SSID マスクビーコン、 
SSID ステルス、ステルス AP 、 ステルス機能、 ANY 接続 
拒否 

MAG アドレス 
フイルタ y ング 

MAC アドレスによる制限 












無線 LAN を使ラ 


►無線 LAN 使用時のを意事頃 

無線 LAN を使用する際は、次の注意事項をよくお読みください。 


A 

な化 
言口 


♦無線 LAN 機能が搭載されている場合、航空機や病院など、電波の使用を禁止 
された区域に本機を持ち込むとさは、本機の電源を切るか電波を停止してく 
ださい。 

電波が電子機器や医療用電気機器に影響を及ぼす場合があ0ます。 

また、自動的に電源が入る機能が搭載されている場合は、設定を解除してか 
6、本機の電源を切ってください。 

• 無線 LAN 機能が搭載されている場合、医療機関の屋内で本機を使用するとさ 
は、次のことを巧ってください。 

-手術室■集中治療室り CU ) •冠状動脈疾患監視室 （ CCU ) には、本機を 
持ち込まない。 

-病棟内では、本機の電源を切るか電波を停止する。 

-病棟政がの場所でち、付近に医療用電気機器がある場合は、本機の電源を 
切るか電波を停止する。 

-医療機関が個々に使用禁止、持ち込み禁止などの場所を定めている場合は、 
その医療機関の指示に従ラ。 

-自動的に電源が入る機能が搭載されている場合は、設定を解除してか5、 
本機の電源を切る。 

♦植込み型/じ臓ペースメーカーおよび植込み型除細動器を装着している場合、 
無線 LAN 機能を使用するときは、装着部と本機の間を 22 cm 政上離してくだ 
さい。 

電波が、植込み型/じ臓ペースメーカーおよび植込み型除細動器の作動に影響 
を及ぼす場合があります。 

満員電車など、付近に/じ臓ペースメーカーを装着している人がいる可能性が 
ある場所では、本機の電源を切るか電波を停止してください。 

•無線 LAN 機能は、自動ドア、乂災報知器などの自動制御機器の近<で使用し 
ないで < ださい。 

電波が影響を及ぼし、誤動作による事故の原因となるおそれがあります。 


Jl^ 

制限 


♦ネットワークに接続している場合に、省電力状態に移行すると、サーバか5 
切断されてしまラことがあります。 

このよラな場合は次のいずれかのち法をとってください。 

-再起動する 

-省電力状態に移行しないよラに設定する 
ご索" P . 1曰7 r 省電力状態に移行するち法」 

♦ネットワーク上のファイルなどを開いている状態で省電力状態に移行する 
と、通常の状態に復帰で去ない場合があります。 

•本機の無線 LAN 機能は 、 Wakeup On LAN とリモートブートには対応してい 
ません。 
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電波に関ずるを意事項 

無線 LAN を使用する際は、次の電波に関する注意事項を確認して正しくお使い 
ください。 

• 本機の無線 LAN 機能は、電波法に基づく小電カデータ通信 システムの 無線局 
の無線設備として、技術基準適合証明を受けています。そのため、本機の無 
線 LAN 機能を巧用するときに無線局の免許は必要ありません。なお、日本国 
内でのみ f ま用できます。 

■圧邸802.11 a 、 圧 EE 802.1 In ドラフト 2.0 は、電波法の規定により屋外では{ま用 
できません。 

■本機の無線 LAN 機能は、技術基準適合証明を受けていますので、次の事項を 
行うとを律で罰せられることがあります。 

-本機を分解/改造する 

-本機の裏面に貼ってある無線 LAN 注意ラベルをはがす 


• IEEE 802.11 b / g . IEEE 802.1 In ドラフト 2.0 をイ吏用して 2.4 GHz 付近の電波を通信 
している無線装置などの近くで通信すると、双方の処理速度が落ちる場合が 
あります。電子レンジ付近の磁場、静電気、電波障害が発生するところで 
は、{ま用しないでください（環境により電波が届かない場合があります)。 

• 本機の無線 LAN 機能の巧用する無線チャンネルが出荷時設をな外の場合は、 
かの機器や無線局と電波干渉するおそれがあります。 

-産業-科学-医療用機器 

-工場の製造ライン等で巧用されている移動体識別用の無線局 
1構内無線局（免許を要する無線局） 

2特定小電力無線局（免許を要しない無線局） 

万一、本機の無線 LAN 機能と他の無線局との間に電波干渉が発生した場合に 
は、速やかに本機の使用場巧ををえるか、または運用を停止（電波の発信を 
停止）してください。 




無線 LAN を使ラ 


► 無線 LAN 機能の ON/OFF 方法 


無線 LAN 機能の ON/OFF 方法について説明します。 


A 

お化 
言口 


無線 LAN 機能が搭載されている場合、航空機や病院など、電波の使用を禁止さ 
れた区域に本機を持ち込むとさは、本機の電源を切るか電波を停止してくださ 
い。 

電波が電子機器や医用電気機器に影響を及ぼす場合があ0ます。 

また、自動的に電源が入る機能が搭載されている場合は、設定を解除してから、 
本機の電源を切ってください。 


制限 


♦有線 LAN を使用する場合は、無線 LAN 機能を日 FF にしてください。 

♦バッテリのみで本機を使用している場合、無線 LAN 機能が日 N になっている 
と、バッテリ駆動時間が短くなります。無線 LAN を使用しない場合は、無線 
LAN 機能を日 FF にしてください。 


無線 LAN 機能の ON/OFF 切り曾え 

無線 LAN 機能の ON/OFF 切り替えは、無線 LAN キー（が）で行います。無線 LAN 
キー（(が）を押すたびに、 ON と OFF が切り替わりまず。 

購入時、無線 LAN 機能は OFF になっています。 
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無線 LAN 機能 

無線 LAN 状態ランプ 

ON 

点な 

OFF 

消灯 
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►無線 LAN 接続の設定をずる 


ここでは無線 LAN アクセスポイント（な降、アクセスポイント）と本機を無線 
でつなげるホを（無線 LAN 接続方法）について説巧します。 
インターネットへの接続は、無線 LAN 接続完了後に、プロバイダから提供され 
たマニュアルをご覧になり、設をを行つてください。 

無線 LAN 接続の設をの流れは、次のとおりです。 


無線 LAN 接続に必要な機器を用意する rap. 1吕已 


アクセスポイントにセキュリティ設定ずる p^p.i 吕已 


本機をアクセスポイントに接続ずる rgp.i 吕8 


無線 LAN び使用できるようになる 



アクセスポイントのマニュアルに従って接続する 

ア ク七 スポイント によっては、 ア ク セスポイント に添付の マニュアルの 記載に 
従って設定すると、簡単に無線 LAN 接続をすることができます。 

まずは、アクセスポイントに添付のマニュアルをご覧ください。 


無線 LAN 接続に必要な機器を用意ずる 

無線 LAN 接続に必要な機器を用意します。 

• 無線 LAN アクセスポイント 

本機と無線で通信するための機器です。本機の対応規格に合ったものを購入 
してください。 

アクセスポイントにはル'ータ付きとル'ータ無しがあります。接続するブロ ■ 一 
ドバンドモデムにルータ機能がない場合は、ルータ付きを選択します。 

• プ□ー ドバンドモデム （ ADSL 用や光ファイバー用の通信装置） 

インターネットに接続する場合に必要です。多くの場合、プロバイダと契約 
すると貸与されます。 

• LAN ケーブル 

ブロードバンドモデムとアク七スポイント、アクセスポイントと本機を接続 
するのに使用します。 















無線 LAN を使ラ 


アクセスポイントにセキュ U ティ設定ずる 

無線 LAN は電波を使用して通信するため、第=をに侵入されたり、通信データ 
を盗み見されたりする可能性があります。また、化人のアクセスポイントに 
誤って本機を接続してしまう可能性もあります。これらのことを防ぐため、七 
キュリティ設をを行います。 

セキュリティ設定はアクセスポイントのマニュアルを参照して行います。 

1 本機とアクセスポイントを LAN ケーブルでつなざます。 

2 ずでにインターネットに接続している場合は、ブ□-ドバンドモデムに接続 
されている電話線や光ケーブルを一旦巧いておきます。 

次の手順でファイアウォールを無効にするため、セキュリティが確保されな 
くなります。インターネット接続している場合は、必ず電話線や光ケーブル 
を抜いてください。 

3 本機のファイアウォールを一旦無効に設定しまず。 

ファイアウォールが有効になっていると、無線 LAN の設定が正常に行えない 
ことがあります。 

設定方•法は、 P. 142 「ファイアウォール」または『セキュリティソフト 
ウェアのマニュアル』をご覧ください。 

4 アクセスポイントの電源を入れまず。 

5 アクセスポイントのマニュアルを参照し、本機でアクセスポイントの設定画 
面を開きまず。 


無線 LAN アクセスポイント設定 メニ ニ 


ステータス 


アドレス設定 


高度な設定 


MAC フイルター 


メンテナンス 


パスヮード 


設定ウイザード 


X X X X 

X X X X X X X 

X X X X 

X X X X X X 

XXX 

XXX 

XXX 

XXX 


X X X X 

X X X X 

XXX 

X X X X 

XXX 

XXX 

XXX 

XXX 


く イメー ジ > 
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6 アクセスポイントのマニュアルに従って、巧のセキュリティ設定を巧いま 
ず。 

これは最低限行っていただきたいセキュリテイ設定です。 


• SSID の変更 

誤って他人のアクセスポイントに本機を接続しないように、自分のアク 
セスポイントの SSID (名前）を自分だけがわかる名前に変更します。 
SSID は他人にも見えていますので、個人名や会社名など、所有者が特定 
できるようなを前は避けてください。 

• 暗号化 

アクセスポイントと本機に同じ暗号化キーを設定すると、同じ暗号化 
キーを設定した機器同±のみが接続できるようになります。また、通信 
データが暗号化され、情報が傍受されにく くなります。 

暗号化にはいくつかの方式があります。 



一般家庭では次の方式を選択することをおすすめします。 

暗号化ち式： WPA-PSK (パーソナル） 

アクセスポイントに 「 WPA 」 の機能がない場合は、 「 WEP 」 を選択して 
ください。 

暗号化の種類 ： AES 

アク七スポイントに 「 AES 」 の機能がない場合は、 「 TKIP 」 を選択して 
ください。 


J!^ 

制限 


IEEE 802.1 In ドラフト 2.0 は WPA-PSK ( AES ) のみに対応しています。 



暗号化ち式のセキュリティレベル 

暗号化方式の七キュリテイレベルは次の表を参考にしてください。 


レベル 

暗号化ち式 

高 

WPA 

AES 

T 

低 

TKIP 


WEP 
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7設定内容を下記の表に記入しまず。 

設定内容は本機側の設定時に使用します。 


項目 

設定内容 

SSID 

(ネットワークを） 


暗号化方式 
(セキュリティの種類） 


暗号化の種類 


暗号化キー 

(セキュリティキー 

またはパスフレーズ） 



本機をアクセスポイントに接続する 

アクセスポイント側に設定した暗号化キーを本機側にも入力し、本機をアク七 
スポイントに接続します。この作業は初めて接続するときのほかに暗を化キー 
を変更したときや、 Windows の再インストールをした場合にも行います。 

1 本機の無線 LAN 機能を ON にしまず。 

FS P. 124「無線 LAN 機能の ON / OFF が去」 

1 [スタート]- r 接続巧」をクリックします。 

3 「ネットワークに接続」画面び表示された S 、 接続するアクセスポイント（設 
定した SSID ) を還択し、[接続]をクリックしまず。 



接続ずるアク 
セスポイント 
の SSI □を選択 


<イメージ> 

4 「セキユリテイキーまたはパスフレーズ」と表示された5、アクセスポイン 
卜に設定した暗号化キーを入力し、[接続]をクリックしまず。 
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5 「…に正しく接続しました」と表示された5、「このネットワークを巧をしま 
ず」と「この接続を自動的に開始しまず」にチェックび付いた状態で[閉じ 
る]をクリックしまず。 

6 本機のファイアウォールを有効に戻しまず。 

rs P .142 「ファイアウォール J または 『セキュリティソフトウェアのマ 
ニュァル』 

/ブ□-ドバンドモデムに接続されている電話線や光ケーブルを抜いていた 
場合は、元に戻しまず。 

8 本機とアクセスポイントをつないでいる LAN ケーブルを外しまず。 

これで接続作業は完了です。 

ネットワークプ□ファイル 

ここで設定した無線 LAN は、「ネットワークプロファイル」として自動的に保 
存されます。ネットワークプロファイルが作成されていると、次回からは設を 
を行わずに簡単に無線 LAN に接続することができます。 

►無線 LAN を巧ラ 


無線 LAN 接続の設定が完了すると、次回からは無線 LAN 機能を ON にするだけ 
で自動的にアクセスポイントに無線 LAN 接続することができます。 

►インターネツト接続の設定 


インターネットに接続する場合は、プロバイダから提供されたマニュアルをご 
覧になり、設定を行ってください。 

►強固なセキュリティ設定をずる 


無線 LAN のセキュリティ機能には、ほかにも次のようなものがあります。 


• MAC アドレスフィルタリング 


• SSID 非通知 


七キュリティをさらに強固にしたい場合は、必要に応じて設をを行ってくださ 

い。 

アクセスポイントによっては上記の機能に巧応していないものもあります。詳 
しくはアクセスポイントのマニュアルをご覧ください。 










無線 LAN を使ラ 


MAC アドレスフイルタリング 

MAC アドレスとは、ネットワーク機器に割り当てられている固有の番号のこと 
です。 MAC アドレス フイ ルタリングをすると、接続を許可した MAC アドレス 
を持つコンピュータな外はアク七スポイントに接続できないようになります。 
MAC アドレス フイ ルタリングのホ法は、次のとおりです。 

MAC アドレスの5き詔 

本機の MAC アドレスを確認します。 

1 [スタート]-「ずべてのプ□グラム」一「アクセサリ」一「コマンドプロ 
ンプト」を選択します。 

Z コマンドプ□ンプトび表示された S 、 に:¥ • • • >」のあとになのとおり 
入力し、〔3を巧しまず。 

ipconfigD/all (□はスぺースを意巧します） 

3 本機の無線 LAN アダプタの MAC アドレス（物理アドレス）が表示されます。 



MAC アドレス 


MAC アドレスを下記の表に記入しておきましよう。 
MAC アドレスフィルタリングの設を時に f ま用します。 


MAG アドレス 

4 ぶ]をクリックして、コマンドプ□ンブトを閉じます。 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


MAC アドレスフイルタリングの設定 

アクセスポイントで MAC アドレス フイ/レ タリングの設定をします。 

1アクセスポイントのマニュアルに従って、 MAC アドレスフィルタリングの 
設定をしまず。 

2 P .128 r 本機をアクセスポイントに接続ずる」で一度接続げできていれば、 

ずぐに無線 LAN 接続をすることげできます。 

SSID 非通知 

SSID 非通知の設をを行うと、コンピュータ側に SSID が表示されなくなります。 
化人にアクセスポイント ( SSID ) が見えなくなるため、無断接続を防ぐことが 
できます。 

SSID 非通なの設定ホをは、次のとおりです。 

1 アクセスポイントのマニュアルに従って、 SSID 非通知の設定をしまず。 

2 P .128 r 本機をアクセスポイントに接続ずる」で一度接続ができていれば、 
ずぐに無線 LAN 接続をすることげできまず。 

まだ接続ができない場合は、次の手順で接続してください。 

SSI □非适知の:!犬態で本機をアクセスポイントに接続ずる 

初めて本機をアク七スポイントに接続するときに SSID 非通知の設定がされて 
いると、本機にアクセスポイント ( SSID ) が表示されないため 、 rs P .128 「本 
機をアクセスポイントに接続する」のち法では接続ができません。次のホをで 
設定をすべて手動で入力して、ネットワークプロファイルを作成してくださ 

い。 

<rs p .128 r 本機をアクセスポイントに接続する」手順3〜已の読み替え> 

1「ネットワークに接続」画面び表示された5、「ネットワークと共有センター 
を開さまず」 をク U ックしまず。 

2 「ネットワークと共有センター」び表示された6、「ワイヤレスネットワーク 
の管理」をクリックしまず。 

3 r 使用ずるワイヤレスネットワークを管理します」と表示された S 、 「追加」 
をクリックしまず。 

4 「どのようなち法でネットワークを追加しまずか？」と表示された5、「ネッ 
トワークプ□ファイルを手動で作成しまず」をクリックします。 




無線 LAN を使ラ 


5 「追加ずるワイヤレスネットワークの情報を入力しまず」と表示された5、 
アクセスポイントに設定したセキュリティ情報を入力しまず。 


成 m 

.パ つイがレスネダトワークにす苗で接巧します t 


追加するつ イサ レスネット つー クの信法を入力します 


ネットつーク名巧); 



它キユリテイの活みか 丘/ PA - パーソカレ 


ち号化の香ま化); 



t キュリテイキーまたは ♦ • ♦ • I 

バスフレースに)； 

(团) :の巧ちを巨固のに巧抬しまず江) 


W ノ G フレ—ズ文すをを示 
U する似 


曰ネジトつークがブ□-ドキでストを巧って t 巧レ巧合でち法括する脚 

害き：这巧すると.このコンビユータのプライバシーがを故にさ5される巧を性がちります • 



( 1 ) 「ネットワーク名」に SSID を入力します。 

(2) 「セキュリティの種類」で暗号化ち式を選択します。 

( 3 ) (2) で WPA を選択した場合は、「暗号化の種類」で暗号化の種類を選択し 
ます。 

( 4 ) 「セキュリティキーまたはパスフレーズ」に暗号化キーを入力します。 

( 5 ) にの接続を自動的に開始します」にチェックを付けて、[次へ]をクリック 
します。 


6 「正常に…を追加しました」と表示された5、[閉じる]をクリックしまず。 


►複数の無線 LAN 摄境を登録ずる 


複数の無線 LAN 環境（職場やホットスポットなど）の設定を事前に登録してお 
きたいときは、手動入力でネットワークプロファイルを作成します。 

手動入力でネットワークプロファイルを作成する方法は、 ド^ 口. 131 「 SSID 非 
通かのが態で本機をアクセスポイントに接続する」をご覧ください。 
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I インターネットに搭院ずるには 


ホームページを見たり、電子メールをやり取りしたりするためには、インター 
ネットへの接続が必要です。ここではインターネットへの接続の概要や、イン 
ターネットを利用するためのソフトウエアなどについて説明します。 


►接続ずるまでの流れ 


インターネット接続までの流れは次のとおりです。 


接続方法の選択 



プ□バイダとの契約 



インターネットに接続 


►お続方法の選択とプロバイダとの契約 


インターネットへ接続するには、接続方法を決め、その接続方法でサービスを 
提供しているプロバイダ（インターネットサービスプロバイダ、 ISP ) と契約し 
ます。 

接続方法は、目的や使い方に合わせて選択しましょう。また、同じ接続ホ法で 
も、通信速度や料金、サポート内容はプロバイダによって異なります。詳しい 
内容はプロバイダにお問い合わせください。 


接続方法の種類 

高速なインターネット接続をブロードバンドと言い、光ファイバー、 ADSL 、 
CATV などを利用した接続がそれにあたります。また、アナログ電話回線 、 ISDN 
などでの低速な接続をナローバンドと言いまず。 


接続方法 

接続環境 

インターネットでの通信速度イメージ 

光フアイバー 

ADSL 

CATV 

ブロー ドバンド 


国 

国 

1 

i 


に DN 

PHS 

携帯 

アナログ 

ナロ バンド 


遅い 


速い 






























インターネットに接続するには 


インターネット接続の方法には、主に次のようなものがあります。 

♦光ファイバー (FTTH) 

ほかのブロードバンド接続と比べても、數段に速く安定しているため、映像 
などの大量のデータ転送も無理なくできます。また、インターネットと合わ 
せてテレビや電話も利用することができます。 

ただし、接続料金が高く、非対応の地域があります。 

• ADSL 

電話回線を利用します。インターネットをストレスなく使えます。通信速度 
は、プロバイダのプランから使い方に合わせて選ぶことができます。 

利用電話局からの距離が遠くなるにつれ速度が遅くなってしまうので、事前 
に速さの確認をする必要があります。 

• CATV 

ケーブルテレビのケーブルを利用します。インターネットをストレスなく使 
えます。 

•そのほかの接続ち法（ナ□ーバンド） 

アナロダ電話回線や ISDN 回線などを使った低速な接続ち法があります。 



ダイヤルアップ接続 

ブロードバンドは常時接続が一般的ですが、ナローバンドでは、必要時に電話 
回線を通じてインターネットに接続します。この作業をダイヤルアップ接続と 
言います。 


必要な機器 

インターネット接続に必要な機器は接続方法によって異なります。詳しくはを 
プロ バイダにお問い合わせください。 

►インターネツトに接続ずる 


プロ バイダと契約す ると、メールアドレスやパスワー ドな どインターネットへ 
の 接続に必要な情報と、接続手順が記載された説明書が プロ バイダより提供さ 
れます。説明書に従って接続作業を行ってください。 



再インスI-ール後のインターネット接続 

Windows を再インストールした場合は、インターネットに接続するための設定 
作業が再度必要になります。プロバイダからの説明書は失くさないように大切 
に保管してください。 


第 2 章コンピュータの基本操作 


►インターネットを巧ラ上でのミ主意 


インターネットを使用すると、簡単に情報を得ることができたり、手軽にメッ 
セージを送ったりすることができますが、その反面注意しなければならな いこ 
とがあります。次の点に気を付けてインターネットを巧用してください。 

•電子メールは途中経路の障害などにより、届かない場合もあります。 

• 電子メ ' —ルは世界中の多くのコンピュ ■ —夕を経由して届けられるため、第 S 
者に内容を見られる可能性があります。 

■インターネット上の情報は、必ずしも正しいとは限りません。正しい情報で 
あるかどうかを十分に見極めて、有効に活用する必要があります。 

• 安易に個人情報をホームページに掲載したり、電子 メ ー ルで 送ったりする 
と、悪用されることがあります。また、他人の個人情報を断りなくホーム 
ページに掲載したり、電子 メ ー ルで 送ったりするとを律で罰せられます。 
■ホ' — .ムぺ. —ジからダウンロ ■ —ドするデ'—夕によっては、本機が障害を被るこ 
とがあります。 

• コンピュータウイルスに感染すると、本機が障害を被る可能性があります。 
また、無許可のユーザーにインターネットを介して本機にアクセスされる可 
能性もあります。 

ウイルスに感染する主な原因は次のとおりです。 

• ウイルスが添付されたメールを受信する 
• 悪質なプログラムが起動するホームページを閲覧する 
これらの危険から本機を守るホ法は、 ド P | p . l 39 「インターネットを巧用す 
る際のセキュリティ支ホ策」をご覧ください。 

►インターネットや電子メールを利用ずる 


本機では、次のソフトウェァを使用してインターネットや、電子メールを利用 
します。 

• ホームぺージの閲覧 ： Internet Explorer (インターネッ トエ クスプ□—ラ） 

• 電モ メールの 利用 ： Windows メール 


各ソフトウェアの使用方法は、次をご覧ください。 


r インフオメーシヨンメニュー」一 「 PC お役立ち情報」 










インターネットに接続するには 


Windows メールの初期設定 

Windows メールをはじめて起動する場合は、初期設定を行います。 

初期設をでは、メールアドレスなどの接続に必要な情巧を入力します。これら 
の情報は、プロバイダから提供された説明書をご覧ください。 

初期設定ホをは次のとおりです。 

1 :夕のどち5かのち法で Wind 口 WS メールを起動しまず。 

• [スタ^ート]_「すべてのプロダラム」一 「Windows メ^ール」 

• ( Fn 1+ PF 。 （図 ) を押す 

1 「名前」と表示された S 、 名前を入力して[巧へ]をクリックしまず。 

3 「インターネット電モメールアドレス」と表示された6、プ□バイダか6取 
得したメールアドレスを入力して炊へ]をクリックしまず。 

4 「電子メールサーバーのセットアップ」と表示された6、プ□バイダか5指 
定立れている受信メールサーバと送信メールサーバを入力して炊へ]をク 
リックします。 

5 「インターネットメール□グオン」と表示された5、プ□バイダか5指定さ 
れているユーザー名とパスワードを入力して[巧へ]をクリックしまず。 

〇 「設定完了」と表示された5、[完了]をクリックします。 



設定を変更する 

一度行った設をは、次の場巧から変更することができます。 

r ツール」メニューー「アカウント」一[追加]-「電モメールアカウント」 
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Internet Explorer で情報バーが表示された！5 

購入時の Internet Explorer は、セキュリテイ強化のために、意園しないプロダラ 
ムや実行ファイルのダウンロー ドについて警告するよう設定されています。 
Internet Explorer 使用時、情報バーに警告が表示されたら、情報バーをクリック 
して、表示された項目から適切な対処をしてください。 



情報バー 


<画面はイメージでず> 

Internet Explorer の便利な追加機能 

本機には Internet Explorer の便利な機能として、次のソフトウエアが添付されて 
います。購入時にはインストールされていませんので、必要に応じてインス 
トールを行ってください。 


• JWord 

「 JWord 」 を 使うと、アドレス バーを 利用して、簡単に検索ができます。 
JWord の詳しい巧いホは、デスクトップ上にある「簡単検索 JWordJ アイコン 
から マニュアルを 開いてご覧ください。 

© 

巧単巧ま 
JWord 

• 邑〇〇スティック 

Internet Explorer の ツール バーに、検索サービス 「 goo 」 の檢索ボックスが設 
定されています。 「goo スティック」を使うと、検索機能や辞書機能をいつで 
も利用することができます。 































インターネットに接続するには 


• マカフイー SiteAdvisor Plus 30曰版 

Internet Explorer の ツールノく一 に、 「McAfee SiteAdvisor 」 ボタンが設定され、 
Web サイトの安全性評価を確認できます。マカ フイー SiteAdvisor Plus 3 日日 版 
の詳しい使いちは、ボタンから「ヘルプ」をご覧ください。 
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I インタ-ネットを使用するおのセキ; I リティ綱 


本機には、インターネットに接続した際に起こりうるコンピュータウイルス感 
染や不正アクセスなどの危険に巧するセキュリティ機能が備えられています。 
ここでは、このセキュリティ機能について説明します。インターネットに接続 
する場合は、コンピュータのを全を守るため、必ずセキュリティ対策を行って 
ください。 

^Windows Update 


「Windows Update 」 は、本機の Windows の状態を確認し、 Windows の更新プロダ 
ラムをインターネットからダウンロー ドしてインストールする機能です。 
Windows を最新のが:態にするため 、 Windows Update を行つてください。 


自動更新の設定 


本機を使用する際は、自動で Windows Update が行われるように、自動更新の設 
定をすることをおすすめします。 

自動更新の設定がされていると、次の作業が自動で行われます。 

♦重要な更新プ□グラムのダウン□ー ド（インターネット接続時） 

• 重要な更新プ□グラムのインス I ''ール（設定した時刻または設定した時刻より前 
にシャットダウンする際） 

Windows のセットアップ時に 「 Windows を自動的に保護するよう設定してくだ 
さい」画面で「推奨設定を使用します」を選択した場合は、自動更新の設定が 
されています。そのまま使用してください。 

自動更新の設定は、次の場所で行います。 

[スタート]- r ずべてのプ□グラム」一 「Windows Update 」一 「設定の変更」 



選択 






















インターネットを使用する際のセキュ U テイ対策 


r 新しい更新プログラムを利用でさまず」と表示された6 


重要な更新プログラムがダウンロードされると、画面右下に「新しい更新プロ 


グラムを利用できます」と表示されます。すぐに重要な更新プログラムをイン 
ストールしたい場合は、通知アイコンをクリックし、インストールをしてくだ 
さい。 


新しい更巧ブロクラムを利用できます X 

乂ノ Windows Update をを用してま巧プ□クラムをインス 
I ルずるには、ここをクリックしてください. 

再起動を促ず画面び表示された曰 

重要な更巧プログラムのインストールが行われると、再起動を促す画面が表示 
されることがあります。作業中の場合はデータを保存してください。本機が再 
起動したら、インストールは完了です。 


Windows Update 



き香なきおプ□グラムのインストールを完了するためにコンビユ 
ータを再捏巧して < ださい. 


Windows は、重要なファイルとヴービスがシステムによって使 
用されている間は、これらを更巧できません。巧起動する前に 
フアイ J レをなをしてください。 

再な留までの時巧： 2巧31投 


後で巧知する ( B ): [10分 


[ 今ずく巧起動比0 I [ をで再起動 ( P ) I 
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►セキユ IJ テイソフトウェア 


コンピュータウイルスは、インターネット上やメールの添付ファイルなどから 
感染する悪意のあるプログラムです。 

コンピュータウイルスに感染すると、本機の動作が不安定になったり、保存し 
てあるファイルが破損するなどの被害が発生します。 

ウイルス感染を防ぐために、必ずウイルス巧策を行ってください。 

Norton Internet Security 90日版を使う 

本機には、ファイアウォールやウイルス巧策機能、フィッシング巧策機能を備 
えた 「Norton Internet Security 90 日版」が添付されています。購入時に Norton 
Internet Security 90 日版はインスト ' —ルされていませんので、必要に応じてイン 
ストールを行ってください。詳しくは、『セキュリティソフトウェアをごイ吏用 
の前に』（別冊）をご覧ください。 


ウイ，り々スウ 

-.が；；'，.をち巧 
今が に スキ心 
巧思の$モ 


g 巧サ-ビス巧り50日： 
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々スウとスキ w 
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イウェ巧ち止 


symaniec . 



オン 

2007 KM/02 
オン 


オン 

オン 
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W 
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更新ヴービスの有効期限 


本機に添付の Norton Internet Security 90 日版は、製品版ではありません。更新 
サービスの 有劾期限は、 七ットアップ 後 90 日間です。 90 日経過後は、更新 サー 
ビスの 延長 キー （有償）を購入すると、1年間使用可能です。更新 サービスの 
詳細は、『セキュリティソフトウェアをご使用の前に』をご覧ください。 

市販のセキユリティソフトウェアを使う 

ホ版のセキュリティソフトウェアを巧用する場合は、ソフトウェア同±の競合 
を防ぐため、 Norton Internet Security 90 日版はインスト ' —ルしないでください。 
インストールしていた場合は、アンインストール（削除）してください。アン 
インストールホ法は、『セキュリティソフトウェアをご巧用の前に』をご覧く 
ださい。 



















インターネットを使用する際のセキュ U テイ対策 


►フアイ アウ オール 


インターネットに接続していると、不正なアクセスにより、本機のデータや プロ 
グラムを勝手に見られたり、改ざんされたり、破壌されたりする可能性がありま 
す。「ファイアウォール」は、これらの不正アクセスを検出し、遮断する機能です。 
不正アク七スを遮断するため、おずファイアウォール機能を巧用してください。 

Norton Internet Security 90日版のファイアウォール機能 

本機に添付の 「Norton Internet Security 90日版」には、ファイアウォール機能が 
備えられています。 Norton Internet Security 90日版のセットアップを行うと、自 
動的にファイアウォール機能が有劾になりますので、そのままお使いください。 

Windows ファイアウォールの設定 

本機には、 Windows のファイアウォール機能が備えられています。 

本機の状態によって、 Windows ファイアウォールを次のように設定してください。 

<ファイアウォール機能を持つソフトウエアを使用している場合> 

ファイアウォール同±の競合を防ぐため、 Windows ファイアウォールを「無効」 
に設定してください。ソフトウェアによっては、 Windows ファイアウォールが 
自動で「無効」に設をされる場合があります。 

<ファイアウォール機能を持つソフトウエアを使用しない場合> 

Windows ファイアウォールを「有効」に設定してください。 

Windows ファイアウォールの有効/無効の設をは、次の場巧から行います。 

[スタート]—「コント □ —ルバネル」一「セキュリティ」一 「Windows 
ファイアウオール」一「設定の変更」 



フアイ アウ ォール - 
ソフトを使用しない 
場合に還択 


ファイアウォール 
ソフトを使用する 
場合に選択 
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^Windows Defender 


Windows Vista には、スパイウェアやそのほかのマルウェア（悪意のあるソフト 
ウェア）を検出したり、駆除したりするツール 「Windows Defender 」 が備えら 
れていまず。 

「Norton Internet Security 90日版」などのスパイウェア対策機能を 持つソフ トウェ 
アを使用している場合は、機能が重複するため 、 Windows Defender が自動で「無 
劾」に設定される場合があります。この場合は、そのまま使用してください。 
スパイウェア対策機能を 持つソフ トウェアなどを使用しない場合は 、 Windows 
Defender を使用してください。 

Windows Defender は次の場所から起動します。 

[スタート]—「コント □ —ルパネル」一「セキュリティ」一 [Windows 
Derender 」 






インターネットを使用する際のセキュ U テイ対策 


►フィッシング許欺検出機能 


フィッシング詐欺とは、金融機関などのメールやホームページを装い、ユー 
ザーに暗証番号やクレジットカード番号を入力させて、個人情報を巧取する詐 
欺のことです。 

本機には、「フィッシング詐欺検出機能 J が搭載されています。セキュリティ 
を守るため、機能を巧用してください。 

Norton Internet Security 90日版のフィッシング詐欺検出機能 

本機に添付のセキュリティソフト 「Norton Internet Security 90日版」には、フィッ 
シング詐あ検出機能が備えられています。機能を「有効」にしてお使いください。 

Internet Explorer のフィッシング詐欺検出機能 

ホームページ閲覧ソフト 「 InternetExplorerJ には、フィッシング詐欺検出機能が 
備えられています 。 「Norton Internet Security 90日版」などのフィッシング詐あ検 
出機能を「有効」にしている場合は、機能が重複するため 、 Internet Explorer の機 
能が自動で「無効」に設定される場合があります。そのまま巧用してください。 
フィッシング詐欺検出機能を持つソフトウェアなどを使用しない場合は、 
Internet Explorer の機能を「有効」に設定してください。 

Internet Explorer のフィッシング詐あ検出機能の有効/無効の設定は、次の場所で 
行います。 

Internet Explorer の「ツール」-「フィッシング詐欺検出機能」 — 「フィッ 
シング詐欺検出機能の設定」一 r 詳細設定」タブー「フィッシング詐欺検出 
機能」 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


► Web フイルタリングソフトウエア 


Web フィルタリングとは、インターネット上の有害なサイトを見せないように 
するための技術です。 Web フィルタリングは万全ではありません。ただし、有 
害サイトへのアクセスを自動的に制限することができます。 

i - フィルター 30日版を使う 

本機には 、 「Web フィルタリング J 機能を持つ 「i ー フィルタ ー 30日版 J が添付 
されています。 

家庭内でお子様がコンピュータを巧用する陈に、有害なサイトへのアクセスを 
制限したいときなどは 、 i ー フイ ルター30日版を巧用することをおすすめしま 
す。 


i - フィルター 30曰版のインス I — ル 

購入時、本機には i ー フィルター30日版はインストールされていません。 
インストール方法は、 Oip .208 「 i - フイルター30日版のインストール」をご 
覧ください。 

ホ版の Web フィルタリングソフトウエアを巧用する場合は、ソフトウエア同± 
の競合を防ぐため 、 i ー フィルター30日版はインストールしないでください。 

i - フィルター30曰版の使用方法 

i _ フィ ルター 30 日 版をインストールすると、 フィ ルター設定が有効になり、有 
害サイトにアクセスしようとすると、自動的にブロックされます。 

初期設をでは、フィルター強をは中学生向けです。フィルター強度は、使用者 
別に設定できます。必要に応じて、「設をメニュー」画面で設定を変更してく 
ださい。 

「設をメニュ ■ — J 画面の表示方法は、次のとおりです。 

1 通知領域の n - フイルター」アイコンをクリックしまず。 


。ノ 

<i ー フィルターアイコン> 







インターネットを使用する際のセキュ U テイ対策 


2 「パスワード確認」画面び表示された5、管理パスワードを入力して [0K] 
をクリックしまず。 

「設定メニュー」画面が表示されます。 

i _ フィルター30日版の詳しい使用方法は、ヘルプをご覧ください。 


/り1- フィ JL^-4 


a ■ 9い ■ 

トフイル先^ 

ノ广フィル 


回-を 国 



が巧者の g 巧 


醉 


利用ちの巧が則お) 



コィ I 佔—な足 中ず ホな ゴ む田ほ囲制歷 ちな 

里 止 JiSUEL 奈止ち巧•巧巧ち巧 個人'ち巧は註 ちか 
コンテソンつ イ j パ—: ベージスキ*ンちの ブロっク 面面' 话お函面 
を巧•單語ちな ホワイトリスト: 至幻1 

PICS ちの 


RM を gS 

巧用げ巧を示 


2007年10月11日 


をを1姐面が I 脚統 


巧な(の!弓〜脚か 
午前(お83〜1却巧 
牛な (1 舶〜1なか 
巧 (1 胡卜24時） 
さわ 



巧括ホ 1 用 


システム敦定 J J - フィルターの巧了 I 


•ヘルプ 



ファイアゥォール機能による警告画面が表示された場合は 

セキュリティソフトウエアのファイアウォール機能を有劾にしている場合、イ 
ンターネット閲覧時に 「 i _ フィルター30日版」でのインターネットアク七ス 
に関する警告が表示されることがあります。 

この場合は 、 「i ー フィルター30日版」の使用を許可してください。 


i ーフィルター30曰版の利用期限 

i ー フィルター30日版の利用期限は、セットアップ後30日間です。利用期限が 
過ぎると、フィルター機能が停止しまず。 

く継続して利用する場合> 

継続利用の手続き（有償）をオンラインで行ってください。 
r ^ p .147 「 i _ フイルター30日版のサポート」 


(fHL 本機に添付の i -フィルター 30日版は 、 n -フィルター更新パック」で継続利 
じ巧ぶお続きを行うことはできません。 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


<継続して利用しない場合> 

i _ フイルター 30日版のアンインストールを行ってください。 

i _ フイルター30日版のアンインストールちをは、デジタルアーツ社のホーム 

ページの「よくある質問 J をご覧ください。 

Fgp .147 「 i _ フイルター 30日版のサポート」 

i— フィ ルター 30曰版のヴポ ート 

i _ フイルター 30日版のサポートは、デジタルアーツ社で行います。 

よくあるご質問と回答.サポート窓口.継続利用手続き-サービスページなど 
については、デジタルアーツをの次のホームページをご覧ください。 

http://www.daj.jp/cs/ifpe/sup dl.htm 

なお、このサポート情報は、予告なく変更される場合があります。 




I FAX モデムをほラ 

ここでは、 FAX モデムを使用し、ダイヤルアップ接続でインターネットに接続 
するための設をについて説明します。 

本機には 56 Kbps ( V .92/ K 56 flex 対■応）の通信速度に巧応した FAX モデムが搭載さ 
れており、ナロ ーバン ドでの通信が可能です。 

FAX モデムを使用する場合は、本機背面のモデムコネクタと電話回線を、本機 
に付属のモジュラコードで接続します。 



A 

ま意 


►おないになる前に 


使用回線の種類 

本機は、ダイヤル回線でも、プッシュ回線でも使用できます。使用している回 
線がどちらかわからないときは、 NTT へお問い合わせください。ダイヤル回線、 
プッシュ回線の選択は、添付されている通信ソフトや、 Windows 上で設定する 
ことができます。 

•ダイヤル回線レくルス） 

回転式ダイヤル電話のように、ダイヤルの戻る時間によりダイヤルパルス信 
号を送り、巧手につなげるホ式の電話回線のことです。 

•プッシュ回線（卜 ■ —ン） 

押しボタン電話機のように、「ピ.ポ.パ. . J とトーンによる信号を送り、 
相手につなげるホ式の電話回線のことです。 


FAX モデムを次の回線に接続しないでください。発熱し义災の原因とな0ます。 
* 構内交換機 （ PBX ) 

• 2線式でない回線（ホームテレホンやビジネスホンなど） 

• 旧 DN 対応公を電話のデジタル側ジャック 
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特殊な電話機-回線での使用 

• P 目 X やホームテレホン回線への接続 



本機の FAX モデムは、ホームテレホン、ビジネスホンなどの2線式でない回 
線、 ISDN 対•応公ホ電話のデジタル側ジャックや構内交換機 （ PBX ) に接続 
して使用できません。モデムに必要な上の電流が流れ、故障の原因になりま 
す。これらの回線には接続しないでください。 

•キャッチホンサービスについて 

NTT のキャッチホンサービスや他社の類似サービスを利用している場合、 
キャッチホンの呼び出し音によって通信中の回線が切がされます。モデムを 
接続する回線では、キャッチホンサービスの利用は避けてください。なお、 
この現をを回避できるサービスについては、 NTT または類似サービスの供給 
元へお問い合わせください。 

通信速度の制限 

本機のモデム機能は、 V .92* i および K 56 flex * 2 通信ホ式により、最大受信速度 
(プロバイダなどの巧手側から本機側へのホ向）は、56000 bps 、 最大送信速度 
(本機からプロバイダなどの巧手側への方向）は、48000 bps になります。 

ただし、この最大送受信速まは、接続先のプロバイダやアクセスポイントなど 
の電話回線状況、モデムの性能や送出レベルなどによりを化します。また、接 
続先のプロバイダなどが同じ規格に対応しており、お客様の電話回線がつなが 
る電話局の交換機とプロバイダまでの通信経路がデジタル化されている必要 
があります。 

* W .92 : ITU - T 国際電気通信連合が制をした通信規格 

* 2 K 56 flex : Lucent Technologies 社と Rockwell International 社が提唱する通信規格 

通信を行う 

モデム機能を使って、データ通信や FAX 機能を巧用するには、別途通信ソフト 
ウェアが必要です。通信ソフトウェアのインスト ■ —ルホをや巧用ホ法は、通信 
ソフトウェアに添付のマニュアルをご覧ください。 

また、 Windows の通信機能を巧用する場合は、 「 Windows のヘルプ」をご覧くだ 
さい。 


AT コマンドについて 

本機のモデム機能では、モデム制御 コマンド として 、 「AT コマンド」 を採用し 
ています 。 AT コマンドに ついては、 Fa P .267 「AT コマンドの 巧用 J をご覧く 
ださぃ。 




FAX モデムを使う 


►ダイヤル情報の設定 


モデムの設定をしていない場合は、ホ外局番やダイヤルホ法などの設定を行い 
ます。 

1[スタート]-「コント□-ルパネル」一 「 A - ドウェアとサウンド」一「電 
話とモデムのオプション」をクリックしまず。 

2 「所在地情報」画面が表示された S 、「国名/地域名」、「巿外局を/エリアコー 
ド」、「外線発信を号」や「ダイヤルち法」などを設定して [0 K ] をクリッ 
クしまず。 

3 「電話とモデムのオプション」画面び表示された6、「モデム」タブをクリッ 
クし、[プ□パティ]をクリックしまず。 

4 「（モデムの名称）のプ□パティ」画面び表示された5、「モデム」タブをク 
リックし、「ダイヤルの管理」項目一 r 発信音を待ってか S ダイヤルずる」 
のチェックをがし、 [0 K ] をクリックしまず。 

これでダイヤル情巧の設定は終了です。 

インターネットに接続する場合は、このあとダイヤルアップ接続の設定が必 
要です。 

P .151 「手動でダイヤルアップ接続の設ををする」 
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►手動でダイヤルアップ接続の設定をずる 


はがきや電話で加入申し込みをした場合は、プロバイダから提示された資料に 
基づいて各種設をを行います（ダイヤルアップ接続の設を）。次の手順は設を 
方■法の一例です。プロバイダから設定ホ法資料が提供されている場合は、そち 
らを参照してください。 



接続に関する用語一覽 

プロバイダによって設を項目の呼びかたが異なる場合があります。本書での記 
述とプロバイダが巧用する類の名称の一例です。 


本書での記述 

類似名称 

接続 ユーザー 名 

ューザを、コネクション ID、PPP ログイン名、アカウン 
卜あ、アカウント、の、接続の、の番号、接続アカウン 
卜、ダイヤルアップログインタ 

接続パスワード 

パスワード、 PPP パスワード、ダイヤルアップパスワー 
ド、初期パスワード、コネクションパスワード 

メールアカウント 

Mail アカウントを、メールボックスあ、メールボックス、 
メールアカウントタ、 Mail アカウント、アカウントあ 

メールパスワード 

MaU パスワード、パスワード、初巧パスワード 

受信メールサーバ 

メールサーバ、受信メールサーバ （POP3) 

送信 メールサーバ 

メールサーバ、送信メールサーバ （SMTP) 


手動でダイヤルアップ接続の設定を行う手順は、次のとおりです。 

1[スタート]-「接続ホ」をクリックしまず。 

2 r 接続またはネットワークをセットアップします」をクリックします。 

3 r 接続オプションを還択します」と表示された S 、 「ダイヤルアップ接続を 
セットアップします」を選択し、[次へ]をクリックします。 

4 「インターネットサービスプ□バイダ（旧 P ) の情報を入力しまず」と表示 
された S 、 プ□バイダか S の資料をちとに、夕の項目を入力しまず。 

• ダイヤルアップの電話番号 
• ューザーを 
• パスワード 

•接続名（アクセスポイント（プロバイダ）の名前） 

5 [接続]をクリックずると、インターネットへの接続び開始しまず。 
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6 「インターネットに接続されています」と表示された5、接続完了でず。[閉 
じる]をクリックして画面を閉じまず。 

/ r (接続巧の名前）ネットワークの場所を還択しまず」と表示された5、場所 
をクリックしまず。 

8 「ユーザーアカウント制御」画面び表示された場合は、[続行]をクリックし 
まず。 

9 「ネットワーク設定び正しく設定されました」と表示された5、[閉じる]を 
クリックしまず。 

10 インターネット接続を終了する場合は、[スタート]-「接続ホ」一「(手順 
4で設定した接続名)」をクリックし、[切断]をクリックしまず。 

DNS (ネーム）サーバのアドレスを指定されている場合 

プロ バイダから、 DNS (ネーム）サーバのアドレスを指定されている場合は、 
次の設をを行います。 

1 [スタート]- r 接続巧」をクリックしまず。 

ム 「ネットワークに接続」画面び表示された5、（接続名）をちクリックし、「プ 
□パティ」をクリックしまず。 

3 r (接続名）のプ□パティ」画面び表示された5、巧の設定を巧いまず。 

( 1 ) 「ネットワーク」タブの「インターネットプ□トコル（ TCP / IP )」の口口 
パティ]をクリックします。 

( 2 ) 「次の DNS サーバーのアドレスを使う」にチェックを付けます。 

( 3 ) 「優先 DNS サーバー」、「代替 DNS サーバー」に、プ□バイダか5指定され 
ている DNS (ネーム）サーバのアドレスを入力し、 [ OK ] をクリックします。 

4 「全般」 タブー r ダイヤル情報を使う」にチェックを付けて、 [0 K ] をクリッ 
クしまず。 

これで DNS (ネーム）サーバのアドレス設をは完了です。 
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►接続に関ずる詳細設定 


ダイヤルァップ接続の設ををしたら、接続に関する詳細設をを行います。 

• 接続方法の設定 

電話回游を使用して、インターネットに接続するように設定をします。 

• 切断画面の設定 

Internet Explorer を終了した際に、インターネットとの切断画面を表示するよ 
うに設定します。 

接続に関する詳細設をは、次の手順で行います。 

1 [スタート]—「コント□—ルバネル」一「ネットワークとインターネット」 
-「インターネットオプション」一「接続」タブをクリックしまず。 

2 r 通常の接続でダイヤルずる」にチェックを付けまず。 

(接続方法の設を） 

3 [設定]-[詳細設定]をクリックします。 

4 r 接続び必要なくなったとき切断ずる」にチェックを付けて [0 K ] をクリッ 
クします。 （切断画面の設定） 

5 r (接続巧の名前）の設定」画面で [0 K ] をクリックしまず。 

6 「インターネットのプ□パティ」画面で [0 K ] をクリックしまず。これで接 
続に関する設定は終了でず。 






I 電源設定がぅ (省電力な能を巧う) 


ここでは、本機の電源の設をについて説明します。 

►電源プランの設定 


本機には、次の3つの電源プランが用意されています。電源プランの選択によ 
り電力消費を巧えたり、 パフォーマンス を優先させたりすることができます。 
巧いちにあわせた電源プランを選択して本機を使用してください。 

•バランス 

パフォーマンスと電力消費のバランスを考えたプランです。 

•省電力 

コンピュータの 電力消費をかえるプランです。 パフォーマンスは 低下しま 
す。 

•高 パフォーマンス 

電力消費は巧えずに、パフォーマンスを優先させるプランです。 

電源プランの選択は、次の場所から行います。 

[スタート]-「コント□-ルパネル」一「システムとメンテナンス」一「電 
源オプション」 



プランを 

還択 


購入時はレ 《ランス」 に設をされています。 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


電源プランの内容変更 

電源プランの内容（省電力の設をなど）は、変更することができます。変更は、 
名■プランの「プラン設定のを更」から行います。 



プラン内容の変更 


「プラン設をのを更」では、本機が省電力が態に移行するまでの時間の設定や、 
LCD 画面の輝をの調整などを行うことができます。 
ra p .157 「省電力が態に移行する方を」 

►本機を省電力が態にずる 


本機を使用していない間、省電力状態にしておくと、電力の消費をかえること 
ができます。特にバッテリだけで使用している場合は、本機を省電力が態にし 
ておくことで使用時間を延ばすことができます。ここでは、省電力状態に移行 
するホ法や、省電力状態からの復帰ち法について説明します。 

省電力げ態へ移行する際のを意 

省電力状態に移行する際には、次のような制限事項があります。移行する前に 
確認して正しくお巧レ、ください。 

■省電力状態に移行する場合は、万一正常に復帰しない場合に備え、使用中の 
データ（作成中の文書やデータなど）は保存しておいてください。 

• 次のような場合は、省電力状態に移行しないことがあります。 

• 周巧機器を接続している 
• ソフトウェアを起動している 


















電源設定を行ラ（省電力機能を使ラ) 


•次のような場合に省電力が態に移行すると、不具合が発生する可能性があり 
ます。省電力状態に移行しないように設定してください。 
ra P .157 「省電力状態に移行するホ法」 

-光ディスクメディアへの書き込み時：書き込みに失敗する可能性 
. サウンド機能で録音、再生時：録をや再生が途中で切断される可能性 
-メモリカードなど外部接続記憶装置へのデータ書き込み時：データ破損 
の可能性 

• FAX モデム、ネットワーク機能や B 山 etoo 化 機能などを巧っての通信時：通 
信が切断される可能性 

. 動画再生時：コマ落ちしたりソフトウェアの動作が遅くなるなどの現象 
が発生する可能性 

• 次のような場合は、省電力状態から正常に復帰できないことがあります。 

-省電力状態で PC カードや周辺機器などの抜き差しを行った場合 
. ネットワーク上のファイルなどを開いたまま、ぞ電力状態に移行した場 

ム 

•ネットワークに接続している場合に、省電力状態に移行すると、省電力状態 
からの復帰時にサーバから切斬されてしまうことがあります。 

このような場合は、次のいずれかのホ法をとってください。 

-再起動する 

-省電力状態に移行しないように設定する 
I ?^ p . l 57 「省電力状態に移行する方法」 


省電力げ態の種類 


省電力が態には、主に次のようなものがあります。 

•ディスプレイの電源を切る 

省電力の効果はスリープ状態より低いですが、通常の状態にすぐに復帰でき 
ます。 

•スリープ状態 

作業内容をメモリに保存し、コンピュータを低電力のが態にします。ディス 
プレイの電源が切れ、電源ランプが点滅します。通常の状態へは数秒で復帰 
できます（使用環境により復帰時間は異なります）。スリープ状態で18時間 
経過した場合、またはバッテリ切れした場合は、自動的にメモリの内容が 
HDD に書き込まれ、本機は「休止が態」になります。 

•休止状態 

作業内容を HDD に保存し、コンピュータを低電力の状態にします。ディスプ 
レイの電源が切れ、電源ランプが消灯します。シャットダウン状態からより 
も早く通常のが態へ復帰できます（使用環境により復帰時間は異なります)。 


156 






第 2 章コンピュータの基本操作 


►省電力が態に巧巧ずる方法 


本機を省電力が態にするには、時間経過で移行する方法と直らに移巧する方法 
がありまず。 

時間経過で移行ずる 

コンピュータを操作しない状態で、「電源プラン」で設定されている時間が経 
過すると、本機は自動的に省電力状態に移行します。初期値ではまずディスプ 
レイの電源が切れ、そのまま操作しないと続いてコンピュータがスリープが態 
になります。 

省電力状態に移行する（ディスプレイの電源を切る、コンピュータをスリープ 
が態にする）までの時間は、次の場所で変更することができます。 

[スタート]-「コント□-ルパネル」一「システムとメンテナンス」一「電 
源オプション」一各プランの「プラン設定の変更」 



時間を設定 


輝度を設定 



時間経過で移行させない 

光ディスクメディァへ書き込みを行う場合などは、時間経過で省電力状態に移 
行する設定を無効にします。時間を全て「なし」に設定してください。 





































電源設定を行ラ（省電力機能を使ラ) 


直ちに移行する 


次の操作をすると、本機はすぐに省電力状態に移行します。 


操作 

省電力状態の種類 

[スタート]— [の] をクリックする 

スリープ状態（初期値） 

電源スイッチ（む）を押す 

( Fn 川 F 1 I (ピ） を押す 

LCD ユニットを閉じる 

[スタート] 一！ >] から項目を選択する 

スリープ状態、休止状態、シャツ 
トダウン 


を操作を行ったときに移行する省電力状態の種類は、次の場所で変更すること 
ができます。初期値はすべて「スリープ状態」に設をされています。 

[スタート]-[コント□-ルパネル]-「システムとメンテナンス」一 「電 
源 オプション」一 「電源 ボタンの 動作を還択 ずる」 



種類を選択 


バッテリほ下時に移行する 

本機がレ<ッテリ低下」の状態になったとき、省電力状態に移行するように設 
定することもできます。 

广 W P '66 「バッテリ{丘下時の設を変更」 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


電源ランプの表示 

本機の電源のが態は、電源ランプ（①）の点灯•点滅により確認できます。 


電源の状態 

電源ランプの表示 

通常の状態 

点灯（青色） 

ディスプレイの電源が切れているが態 

点灯（青色） 

スリープ状態 

点滅（青を） 

休止状態 

消灯 

電源切断時（シャットダウン時） 

消灯 


省電力げ態からの復帰方法 

本機を省電力状態から通常の状態に復帰させるホをは、次のとおりです。 


省電力状態 

電源ランプの表示 

復帰ちま 

ディスプレイの電源 
が切れている状態 

点灯（青色） 

タッチパッドやキーボードを操作 
する 

スリープ状態 

点滅（青色） 

-電源スイッチを押す 
-キーボードを操作する 

休止状態 

消灯 

電源スイッチを押す 

















I そのほかの機能 


ここでは、そのほかの機能について説明します。 


► IEEE 1 394コネクタ 


本機右側面には圧 EE 1394 コネクタ （4 ピン）が1個搭載されています。圧邸1394 
コネクタには圧邸1394対•応の機器を接続します。 


接続と取り外し 

圧 EE 1394 機器の接続、取り外しは電源が入つた状態で行うことができます。た 
だし、通な領域にアイコン（「取り外し」アイコンなど）が表示される場合は、 
Windows 上で終了処理が必要です。詳しくは、接続する機器に添付のマニュア 
ルをご覧ください。 


m 

<取り外しアイコン> 

►SpeedStep (スピードステップ）機能 


本機では、スピードステップ機能が働いています。スピードステップ機能とは、 
巧用時の CPU の巧用率にあわせて CPU の処理速度を調整し、本機を省電力で動 
作させる機能です。 

►インテル•ターボ•メモリ（オプション） 


本機購入時にインテル*ターボ•メモリをオプシヨン選択された場合、本機に 
はあらかじめインテル•夕 ■ —ボ.メモリが搭載されています。 

インテル•ターボ* メモリは、民 eadyBoost ( Windows の高速化）に対応してお 
り、 Windows やソフトウェアの起動が高速化されます。 


制限 


♦インテル-ターボ-メモリを搭載している場合は、 US 巨フラッシュメモリの 
Ready 日00 St は使用しないでください。 

♦インテル-ターボ-メモリを搭載している場合は、バックアップソフトを使 
用してのデータの保存や復元が正常に出来ない場合があります。 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


►セキュリティ□ツ クス □ツト 


本機背面には、「七キュリテイ ロックスロット」 が装備されています。ここに 
は、専用の盗難抑止ワイヤーを取り付けます。 



当社では、専用の盗難巧止ワイヤーを取りあっています。詳しくは当社のホー 
ムページをご覧ください。 

ホームページのアドレスは、 次のとおりです。 

http://shop.epson.jp/ 







そのほかの機能 
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第 3 章 
システムの拡張 

アップグレードサービスや本機に接続でさる装置について説明します。 


r 拡張でさる装置」 . 164 

r メモリの装着」 .. 165 

r 外付け可能な周辺機器」 . 172 








I 拡張でをる装置 


本機では、メモリモジュール （ SODIMM 、 が降メモリ）を増設•交換して、機 
能を拡張することができます。 

メモリス□ツト 



メモリス□ツト 

本機には、メモリスロットが底面に2本用意されています。最大； 3 GB のメモリを 
利用できます。 
r ^ p .165 「メモリの装着」 


制限 

アップグレードサービス 

当社ではコンピュータ本体をお預かりして装置の増設-交換を行うアップダ 
レー ドサービスを有償で行っています。 

本機では次の装置のアップグレードサービスを利用できます。 

•メモリ ：増設■交換 

• 内蔵 HDD :交換 

•光ディスクドライブ：交換 

アップダレードサービスをご希望の場合は、カスタマーサービスセンターにご 
相談ください。カスタマーサービスセンターの連絡先は、『サポート.サービ 
スのご案内』（別冊）をご覧ください。 


本機は、メモリ於がの機能を拡張することはでさません。 
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ご自身での装置の増設•交換（メモリを除く）は、故障の原因となりますので 
行わないでください。 













I メモリの装着 


本機で使用可能な メモリの 仕様と、増設-交換方法に ついて 説明します。 

本機底面には メモリスロット が2つあり、 メモリ を増設-交換することにより 
拡張が可能です。 

►メモリの仕様 


本機で使用可能なメモリは、次のとおりです。 

• PC 2-5300 SODIMM ( DDR 2-667 SDRAM 使用) 

• メモリ 容量 曰 12 M 目、 ]G 目、 2 GB 

• Non ECC 

• 200 ピン 

• CL 二曰 


(tTlL 本機で合計 3 G 日を超えるメモリを搭載しても、システム上利用できるメモリの 

じぉぶ最大龍は約 3 GB までです。 


最新メモリ情報 


今後、新しいメモリを取りなう場合があります。 

本機で使用可能な最 巧のメモリは、 当を ホームページで 確認して ください。 
ホームページのアドレスは次のとおりです。 

http :// shop . epson . jp / 

►メモリ装着の組みをわせ 


本機はデュアルチャネルに巧応しているため、同一容量のメモリを2枚1組で装 
着すると、データ転送速度の パフォーマンスが 最大になります。 

メモリ装着の組み合わせとメモリの動作は、次のとおりです。 


メモリ装着の組み合わせ 

メモリの動作 

同一容量のメモリ2枚 

デュアルチャネルで動作。転送速度最大。 

メモリ1せ： 

通常の転送速度で動作（シングルチャネル)。 




















メモ u の装着 


►作業時のを 意 

メモリの 増設-交換をする場合は、次の,だに注意してください。 


A 

警告 


♦ メモリの増設•交換をするときは、電源プラグをコンセントから抜いて、バッ 
テリパックを取り外してください。感電や火傷の原因となります。 

♦本機の分解-改造やマニュアルで指示されている外の増設-交換はしない 
でください。けが-感電-火災の原因となります。 


A 

ま意 


• メモリの増設-交換は本機の内部が高温になっているときには行わないでく 
ださい。火傷の危険があります。作業は電源を切って10分上待ち、本機の 
内部が十分冷めてか6行ってください。 

♦不安定な場所（ぐ S ついた机の上や、傾いた巧など）で、作業をしないで< 
ださい。落ちたり、倒れたりして、けがをする危険があります。 


f!k 

制限 


♦作業を行ラ前に金属製のものに触れて静電気を逃がしてください。メモリや 
本機に静電気が流れると、基板上の部品が破損するおそれがあります。 

♦本機内部にネジや金属などの異物を落とさないでください。 

♦ メモリを持つときは、メモリの端子部や素子に触れないでください。メモリ 
の破損や接ち虫不良による誤動作の原因になります。 

♦装着するち向を間違えないでください。メモリが抜けなくなるなど故障の原 
因になります。 

♦ メモリを落とさないよラに注意してください。強い衝撃が、破損の原因にな 
0ます。 

♦ メモリの着脱は、頻繁に行わないで<ださい。必要上に着脱を繰0返すと、 
端子部などに負担がかか0、故障の原因にな0ます。 
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►メモリの増設•交換 

メモリの増設-交換の手順は次のとおりです。 


メモリの取り付け 

メモリを取り付ける手順は次のとおりです。 

1コンピユータの電源が入っている場合は、電源を切りまず。 

コンピュータ内部が冷えるまで、10分な上放置してください。 

2 コンピユータに接続しているケーブル類 （ AC アダプタなど）を、ずべてが 
しまず。 

3 本機の底面を上にして置き、バッテリを取りがしまず。 

回 P.67 レくッテリの交换」 

4 底面カバーのネジ （9 本）をがしまず。 


マ T 


で 









メモ u の装着 


5 底面カバーを矢印のち向に持ち上げて取り外しまず。 




メモリス□ツト2 


メモリス□ツト1 

(メモ U が装着されていまず) 


メモリ スロッ ト1 の メモリを交換する場合、メモリ スロッ ト2にメモリが装着 
されているときは、メモリ スロッ ト2 の メモリを取り外してから作業を行つ 
てください。 

7 増設ずるメモリを静電防止袋か 6 取り出しまず。 

メモリの端子部や素子に触れないように持ちます。 


端子部 
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第 3 章システムの化張 


8 メモリを、メモリス□ット2に差し込みまず。 

メモリ の切り欠きを メモリ スロッ トの突起にあわせ、 メモリ を約30度の角度 
で メモリ スロッ トに差し込みます。 

突起 


切り欠を 



固定タブ 


10底面カバーを取り付けまず。 

(1) 底面カバーの目箇所のツメを本体に合わせます。 

(2) 底面カバーを「カチッ」と音がするまで押し込みます。 
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メモ u の装着 


11 底面カバーをネジ （9 本）で固定します。 



12 バッテリを取り付けまず。 

P .67 「バッテリの交換」 

13 本機の底面を下にして置きます。 

i 4 コン ピュータを使巧できるように、ケーブル類を元に戻します。 

続いて ra P .171 「メモリの増設•交換後の作業」を行います。 

メモリの取り外し 

メモリの 取り外しは、^ ip . l 67 「メモリの取り付け」の手順7〜9を次の手順 
に読み替えて行ってください。ここでは、メモリスロット2のメモリを取り外 
ず手順を説明します。 
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1 メモリを両側で固定している固定タブをが側に広げまず。 

メモリが起き上がります。 



2 起き上がったメモリの両端を持って静かに引き巧をまず。 

取り外したメモリは静電防止袋に入れて保管してください。 









第 3 章システムの化張 


►メモリの増設•交換をの作業 


メモリの 増設-交換をしたら、 メモリが 正しく取り付けられているかどうか、 
必ず メモリの 容量を確認します。 

メモリ容量の確認ち法は次のとおりです。 

1 シャツトダウン状態か5コンピユータの電源を入れた s 、 r ^ を巧して、 
「BIOS Setup ユーティリティ」を起動しまず。 

f 由 P .175 「BIOS Setup ユーティリティの起動」 

2 「 Main 」 メニユー画面一 ！ "System Memory 」 で総メモリ容量を確認しまず。 

3 作而 1 を巧して BIOS Setup ユーティリティを終了しまず。 

rsi p .179 「BIOS Setup ユーティリティの終了」 

手順2で総メモリ容量が正しく表示されない場合は、メモリが正しく取り付 
けられていないことが考えられます。すぐに電源を切り、メモリを正しく取 
り付けなおしてください。 










I 巧付け可能な周巧機巧 


本機のスロットやコネクタには、次のような周ぶ機器を取り付けることができ 
ます。をコネクタへの接続方法は、本書または接続する周辺機器に添付のマ 
ニュアルをご覧ください。 



a: ヘッドフォン出カコネクタ 

•スピーカ 
•ヘッドフォン 

b: マイク入カコネクタ 

. マイク 

C ： USB コネクタ 

-プリンタ 
-スキャナ 
-デジタルカメラ 

- USB FDD 
- USB マウス 

- USB 対■応機器 

d: IEEE13 日4コネクタ 

- DV 機器 

- IEEE 1394対応機器 


e: PC カードス□ット 

- PC カード 

( PCMCIA 規格準拠 、 Type II ) 
f ： メモリカードス□ット 
• メモリースティック 
-マルチメディアカード 
- SD メモリーカード 
呂 ： VGA コネクタ 

-外付けディスプレイ 
• ビデオプロジェクタ 
h: LAN コネクタ 
• ネットワーク 
i: モデムコネクタ 
* 電話回線 


そのほかの接続可能な周辺機器 

本機では、ケーブルを介さずに次の機器が接続できます。 
-無線 LAN 対•応機器（無線 LAN 搭載時のみ） 
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BIOS の設定 

本機の基本状態を管理しているプ□グラム 「 BIOS 」 の設定を変更する 


ちまについて説明します。 

r 团日 S の設定を始める前に」 . 174 

「巨1日 S Setup ユーティリティの操作」…… . 175 

r 团〇 S Setup ユーティリティの設定項目」 . 186 






I BIOS の設定を始める前こ 

il^ 

制限 


当社製 lU かの BIOS を使用すると、 Windows が正苗に動作しなくなる場合があ 
ります。 当ネ十製じ-(かの BIOS へのアップデ ー S は おがに行わな いで < ださい n 


BIOS は、コンピュータの基本状態を管@しているプログラムです。このプログ 
ラムは、メインボード上に ROM として搭載されています。 

BIOS の設定は 、 「BIOS Setup ューティリティ」 でを更できますが、購入時の シ 
ステム 構成にあわせて最適に設をされ ている ため、通常は'塞更する必要はあり 
ません。 BIOS の設定を変更するのは、次のような場合です。 

• 本書や周辺機器のマニュアルで指示があった場合 
■パスワードを設定する場合 

BIOS の設定値を間違えると、システムが正常に動作しなくなる場合がありま 
す。設定値をよく確認してから変更を行ってください。 

BIOS Se 扣 P ューティリティで変更した内容は 、 CMOS RAM と呼ばれる特別なメ 
モリ領域に保存されます。このメモリはリチウム電池によってバックアップさ 
れているため、本機の電源を切ったり、再起動しても消ちされることはありま 
せん。 



リチウム電池の寿命 


BIOS Setup ユーティリティの内容は、リチウム電池で保持しています。リチウ 
ム電池は消耗品です。コンピュータの巧用が況によっておなりますが、 AC アダ 
プタやバッテリからの電源供給が全くない場合、寿命は約5年です。日付や時 
間が異常になったり、設をした値が変わってしまうことが頻発するような場合 
には、リチウム電池の寿命が考えられます。 

そのような場合は、カスタマーサービスセンターまでご連絡ください。 


動作が不安定になった!5 

設定値を変更して本機の動作が不安定になった場合は、次の方法で設定値を戻 
ずことができます。 

•購入時の設定と変更後の設定をあ6かじめ記録しておさ、手動で戻す 

万一に備え、設定値を記録しておくことをおすすめします。 

厂 P.191 「BIOS Se 叫)ユーテイリテイの設定値」 

• 初期値や前回保存した設定値に戻す 
r ^ p .179 「設定値を元に戻す」 

















BIOS Setup ユーテイリテイの操作 


ここでは 、 「BIOS Setup ユーティリティ」の次の操作方法について説明します。 

• 基本操作（起動、操作、終了） 

•設定値を元に戻す 
•パスワードを設定する 
• HDD アクセス制限 

•起動 （ Boot ) デバイスの順番を変更する 


► BIOS Setup ユーテイリテイの起動 


本機の電源を入れる前に、キーボードの1 F 2 I の位置を確認してください。手 
順2では、すばやくし口1を押す必要があります。 


1 シャツトダウン状態か6本機の電源を入れまず。 

すでに Windows が起動している場合は再起動します。 

2 本機の起動直を、黒い画面の中央に 「 EPSON 」 と表示された6、すぐに 
キーボードのを巧しまず。 

Windows が起動してしまった場合は、再起動して手順2をもう一度実行して 
ください。 

3 「BIOS Setup ユーティリティ」び起動して 「 Main 」 メニユー画面び表示さ 
れまず。 

























BIOS Setup ユー テイリテイの操作 


仕様が前回と異なるとを 

本機の状態が、前回使用していたときと異なる場合には、本樵の電源を入れた 
ときに次のメッセージが表示されることがあります。 


Press F1 to continue, F2 to enter Sl rUP 


このメツ七ージが表示されたらしを J を押して BIOS Setup ユーテイリテイを起 
動します。通常はそのまま 「Save Changes and Exit」 を実行して BIOS Setup ユー 
テイリテイを終了します。 

rs P.179 「BIOS Setup ユーテイリテイの終了」 

► BIOS Setup ユーティリテイの操作 


画面の構成 


「BIOS Setup ユーティリティ」の操作は、キーボードで行います。 


BIOS セッ ト アップユーティリティを起動すると、次の画面が表示されます。 
この画面で設を値を変更することができます。 


処理 メニュ ー 


設定項目 
設定値 — 


BIOS SETUP UTILITY 



V02.59 (C)Copyright 1985-2005, American Magalrends, 



<メニュー 画面 > 


ここで説明に使用している画面はイメ ージです。実瞭の設定項目とは異なりま 
す。実際のをメニュー画面と設定項目の説明は P.186 「BIOSS 幻 up ユー 
テイリテイの設を項目」をご覧ください。 


176 




















第 4 章 BIOS の設定 


操作方法 


BIOS Setup ユーテイリテイの操作方法は、次のとおりです。 

1 処理メニユーで設定を変更したし傾目のあるメニユー画面に移動し、設定項 
目を還択しまず。 

{ —— ► ) [◄ - J でメニュー間を移動します。 

r~r~inn で設定値を変更したい項目まで移動します。 


処理 メニュ - 


設定項目を選択 


田05 SETUP UTILITY 
I Boot ■ 


Boot Device Priority 


Enabled to load PXE 
Boot ROM of LAN 


► Boot Device Priority 

Wake-Up On LAN 




F10 

ESC 


Select Screen 
Select Item 
General Help 
Load Defaults 
Save and Exit 
Exit 


V02.59 (C)Copyright 1985-2005. 


< ►のある項目の場合 > 

►のある項目の場合、 rrn を押すとサブメニュー画面が表示されます。 
m m で設を値を変更したい項目まで移動します。 


岛 



に) Copyright 1985-2005’ 


<ヴブメ ニュー 画面> 


サブメニュー画面から戻るにはを押します。 
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BIOS Setup ユーテイ U テイの操作 


2設定値を変更しまず。 

rrn を押して選択ウインドウを表示し 、 m m で値を選択し、で 
みをします。 


還択ウィンドウ 


BIOS SETUP UTILITY _ 


Boot Device Priority 


Enabled to load PXE 
Boot ROM of LAN 


► Boot Device Priority 

Wake-Up On LAN 



—■ Select Screen 

牛击 Select Item 

F1 General Help 

F9 Load Defaults 

F10 Save and Exit 

ESC Exit 


(C)Copyright 1985-2005, American Magatrends, In 


キー操作一覧 

BIOS の画面を操作するときは、次のキーを使用します。 


_キ- 

田 1 山 


操作でをる内容 

設定を変更する項目を選択します。 


r Fn ) + i - J (山 
(Fn 1 + i + J (因) 



処理 メニューを 選択します。 


項目の値を変更します。 


• メニュー画面中の►の付いている項目で押すと、 


サブメニュー画面を表示します。 


•選択項目の選択ウィンドウを表示します。 


fEsc"] 


F 7 


♦設定値を選択します。 

•変更した巧容を破棄し、終了します。 

• サブメニュー画面からメニュー画面に戻ります。 

変更した設定値を前回保存した設定値に変更します。 


〔 F 9 1 全設定項目の値を初期値に変更します。 


〔 F 10 1 変更した設定値を保存して終了します。 
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第 4 章 BIOS の設定 


►BIOS Setup ユーテイリテイの終了 


「BIOS Setup ユーティリティ」を終了するには、次の 2 つのホ法があります。 

Save Changes and Exit (変更した内容を保巧し終了ずる） 

変更した設を値を保存して、 BIOS Setup ユーティリティを終了します。 

1 店互) を巧ず、または FExitJ メニユー画面一 ["Save Changes and Exit」 
を還択ずると;夕のメツセージび表示されまず。 


Save configuration changes and exit setup? 
[Ok] [Cancel] 


2 [Ok ] を選択し、を巧しまず。 

Discard Changes and Exit (変更した内容を破棄し終了する） 

'变更した設定値を保存せずに、 BIOS Se 扣 P ユーティリティを終了します。 

1 [Esc 1 を巧ず、または FExitJ メニユー画面— 「Discard Changes and 
Exit」 を還択ずると夕のメッセージが表示されまず。 


Discard changes and exit setup ? 
[Ok] [Cancel] 


2 [Ok ] を選択し、を巧しまず。 


►設定値を元に戻ず 


「BIOS Setup ユーティリティ」の設定を間違えてしまい、万一本機の動作が不を 
をになってしまった場合などには、 BIOS Se 扣 P ユーティリティの設をを初期値 
や前回保存した値に戻すことができます。 

Load Optimal Defaults (初期値に戻す） 

BIOS S 幻叩ユーティリティの設をを、初期値に戻す方法は、次のとおりです。 

1 f F 9 J を巧ず、または FExitJ メニユー画面一 「Load Optimal Defaults」 
を選択ずると次のメッセージび表示されます。 


Load Optimal Defaults ? 
[Ok] [Cancel] 
























BIOS Setup ユーテイ U テイの操作 


2 [ Ok ] を選択してにのを巧しまず。 

Load Optimal Defaul お実行後の作業 

次の場合は、 Load Optimal Defaults を実行したあとに、 BIOS の設定値を次のよ 
うに変更してください。 

くセキュリティチップのセキュリティ機能をお使いの場合> 

「 Security 」 メニュー画面 
「TPM Security」 ： Enabled 

メインボード上のセキュリテイチップの機能を有劾にします。 

設定を行ったら、変更した内容を保存して終了します。 

^^3 P .179 r Save Changes and Exit (変更した内容を保存し終了する）」 

Discard Changes (前回保存した設定値に戻す） 

BIOS Se 扣 P ューティリティを終了せずに、前回保存した設定値に戻します。 

1し F7 1 を巧ず、または FExitJ メニュー画面一 「Discard Changes 」 を還 
択ずると、夕のメッセージが表示されまず。 


Discard Changes ? 

[Ok] [Cancel] 


2 [ Ok ] を選択し、を巧しまず。 

►パスワードを設定ずる 


「 Security 」 メニュー画面で BIOS のパスワードを設定すると、 BIOS や Windows の 
起動時にパスワードを要求されるようになります。 

パスワードの設定は、次のような場合に行います。 

• 本機を使用するユーザーを制限したいとさ 
• パスワードを設定しないと使用できない機能を使いたいとさ 
( HDD アクセス制限など） 


パスワードの種類 


パスワードには次の2種類があります。 

• Supervisor Password (管理者パスワード） 

コンピュータの管理者用の パスワ ードです。管理者 パスワ ードで BIOS に口 
ダオンした場合は、すべての項目の閲覚と変更が可能です。 

• User Password (ユーザーパスワード） 

一般 ユーザー 用のパスワ ー ドです。 ユーザー パスワ ー ドで BIOS にログオン 
した場合は、項目の閲覧や変更が制限されまず（権限は、設定変更すること 
ができます)。 

P .181 「ユーザーパスワードの 権限設定」 


180 














第 4 章 BIOS の設定 


パスワ 


ドの設定ち法 

パスワードの設をちをは、次のとおりです。管 a をパスワードを設をすると、 
ユーザー パスワ ー ドを設をできるようになります。 


1 「Change Supervisor Password 」 またはに han 巨 e User Password 」 
を還択してにを巧ずと、巧のメッセージび表示されまず。 


Enter New Password 


2 パスワードを入力し、 rrn を巧します。 

「*」が表示されない文字は、パスワードとして巧用できません。アルファ 
べットの大文字と小文字は区別されません。パスワードは8文字まで入力可 
能です。 

パスワード入力時は、キーボードの入カモードに注意してください。たとえ 
ば、数値キー入カモードでパスワードを設定し、起動時に数値キー入カモー 
ドではない状態でパスワードを入力するとエラーになります。 

3 続いて;夕のメッセージび表示されます。お認のためにちう一度同じパスワー 
ドを入力し、 W を巧しまず。 


Confirm New Password 


同じパスワードを入力しないと 、 「Passwords do not match !」というメッ七一 
ジが表示されます。 [ Ok ] が選択された状態で rrn を押すと、 BIOS のメ 
ニュー画面に戻ります。この場合、手順1からやりなおしてください。 

4 「Password installed 」 というメッセージび表示された6、 [ Ok ] が選択 
された状態で厂 W を巧しまず。 

パスワードの設定が完了すると 、 r Supervisor Password ] または 「User Password 」 
項目の値が 「 Installed 」 に変わります。 


制限 


設定したパスワードは、絶対に忘れないよラにしてください。パスワードを忘れ 
ると、团 0 S の設定変更や、設定によっては Windows の起動がで去なくなります。 
万一、パスワードを忘れた場合は、カスタマーサービスセンターまでご連絡くだ 
さい。 


続いて、 「ユーザーパスワードの 権限」や、「どこで パスワードを 要求するか」 
を決めて設定します。 

ユーザーパスワードの権限設定 

ユーザーパスワー ドを設定した場合は、 ユーザーパスワー ドで BIOS にログオン 
したときの権限（項目の閲覧や蛮更に関する制限）を設定しまず。 

ド^ p .188 「Security メニ ュ ' 一画面」一 「User Access Level 」 
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パスワード入カタイミングの設定 

BIOS Setup ユーテイリテイ起動時や、 Windows 起動時など、どのタイミングで 
パスワードを要求するかを設をします。 

广 W P.188 「 Security メニユ—画前— 「 PasswordCheck 」 

パスワードの削除ち法 

パスワードの削除ち？去は、次のとおりです。 

管理ちパスワードの削除方法 

管理者パスワードの削除方法は、次のとおりです。管理をパスワードを削除す 
る場合は、管ち里をパスワードで BIOS にログオンしてください。 

管理をパ スワ ードを削除すると、自動的にユーザーパ スワ ードも削除されま 
す。 


1 に 113 口 有 e Supervis 日 r Password 」 を還択してに口を巧ずと、次のメッ 

セージび 表示されます。 


Enter New Password 


2 何ち入力せずに rw を巧ずと、次のメッセージが表示されまず。 


Password uninstalled . 
[ Ok 」 


3 rokj び選択された状態でを巧しまず。 

「 SupervisorPassword 」 項目の表示が 「 NotInstalled 」 に蛮わります。 

これで管理者パスワードが削除されました。 

ユーザーパスワードの削除ち法 

ユーザー パ スワー ドの削除ホ法は、次のとおりです。 

1 「Clear User Password 」 を選択して、 （) を押ずと、次のメッセージが 
表。されまず。 


Clear User Password ? 
[ Ok ] [ Cancel ] 


2 [ Ok ] を還択し、 GJl を}甲します。 

「User Password 」 項目の表示が 「Not Installed 」 に変わります。 
これで、ユーザーパスワードが削除されました。 
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第 4 章 BIOS の設定 


► HDD アクセス制限 


HDD アクセス制限の設ををすると、次の状態になります。 

• 团 0 S や Windows 起動時、休止状態からの復帰時に管理ちパスワードを要まさ 
れるよラになる 

• HD □をほかのコンピュータに接続した場合、認識されないよラになる 

HDD への無断アクセスや、万が一 HDD が盗難された場合の情巧流出を防ぎたい 
ときは、 HDD アクセス制限の設定をします。 

HDD アクセス制限の設定方法 

HDD アクセス制限の設定ホ法は次のとおりです。 

1 管理ちパスワードを設定しまず。 

rs P .181 レくスワードの設定方法」 

2 HDD アクセス制限の設定をしまず。 

「 Security 」 メニュー画面一 「Hard Disk Protection 」 を 「 Enabled 」 に 設定します。 
P.188 「 Security メニュー画面」 


(tTTL パスワードを忘れてしまラと、アクセス制限を設定した HDD は使用で重なくな 

じぉぶります。 登録したパストドは絶础こ忘れなし、ょぅにしてください n 
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►起動 （ Boot ) デバイスの順番を巧更ずる 


本機の電源を入れて起動しようとしたときに、リムーバブルディスク （ USB フ 
ラッシュメモリや USB HDD など）を接続していたり 、 USB FDD に FD がセット 
されていると、 Windows が起動しないことがあります。 

このような場合 、 「BIOS Se 扣 P ユーティリティ」で設をされている起動 （ Boot ) 
デバイスの順番を変更すると、起動したいデバイスからシステムを起動するこ 
とができます。 

起動 ( Boot ) デバイスの順番とは 

電源を入れると、コンピュータは起動デバイスの順番に従ってデバイスを確認 
し、最初に見つけたシステム （ Windows や 0 S ) から起動します。 

起動デバイスの順番の設定は、 「 Boot 」 メニュー画面一 「Boot Device Priority 」 
で行います。 



この順番にデ 
バイスを検出 
して起動しま 
す。 


くイメージ> 

「Boot Device Priority 」 に表示されるデバイスは次のとおりです。 


• Removable Device ( US 目 FDD や US 日フラッシュメモリ、 US 巨 HDD など） 

• CD/DVD (接続されている光ディスクドライブ） 

• Hard Drive (接続されている HDD ) 

• Network (ネットワーク） 

• Disabled (検出するデバイスを割り当てないときに設定します） 

購入時は、民 emovable Device の順番が HDD より前に設定されているため 、 USB 
機器などのリムーバブルディスクを接続していると HDD 内の Windows から起動 
できません。 
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起動 ( Boot ) デバイスの順番の変更ち法 

起動デバイスの順番の変更ち法は、次のとおりです。ここではリムーバブル 
ディスクを接続した状態で Windows を起動できるように、光ディスクドライブ、 
HDD 、 リムーバブルディスクの順番に設定するホ法を説明します。 

1 FBootJ メニュー画面で 「Boot Device Priority 」 を選択して [] を巧 
しまず。 

2 サブメニュー画面び表示された6、現在の起動の順番を確認しまず。 

購入時は、リムーバブルディスク、光ディスクドライブ、 HDD の順番に起動 
するように設定されています。 

ゴ光ディスクドライブの順番を1番目に設定しまず。 

(1) m 广厂1で 「Ist Boot Device 」（1 ま目）を選択し、を巧します。 

(2) 「選択」ウィンドウが表示された!5、 [ ncTl で rCD / DVD 」 を選択し、 
广つ を巧します。 

化ディスクドライブの順番が1番目になります。 



<選択ウィンドウ画面> 


4 同様のち法で、 HDD の順番を2を目に設定しまず。 

「2 nd Boot Device 」 （2 番目）を 「Hard Drive 」 に設定します。自動的に 「3 rd 
Boot Device] (3 番目）が 「Removable Device J に設をされます。 



起動デバイスの順番が'変更になり、リムーバブルディスクを接続した状態で 
Windows を起動できます。 

5 店互] を巧して BIOS Setup ユーティリティを終了しまず。 

m p .179 「BIOS Setup ユーティリティの終了」 

これで、起動デバイスの変更は完了です。 


























I し BIOS Setup ユーテ ィリティの設定 I 頁 目 

ここでは 、 BIOS Setup ユーティリティで設定できる項目と、設定方法などについて説明します 。 BIOS 
Setup ユーティリティのメニュー画面には、次の5つのメニューがあります。 

• Main メニユー画面 

日付、時間などの設定を行います。 

• Advanced メニユー画面 

IDE 装置の仕様（転送モードやパラメータ）やタッチパッドの設定を行います。 

• Security メニユー画面 

パスワードに関する設定や、メインボード上のデバイスに関する設定を行います。 

• 日0011メニユー画面 

システムの 起動 ( Boot ) に関する設定を行います。 

• Exit メニユー画面 

BIOS Setup ユーティリティを終了したり、 BIOS の設定値を初期値に戻します。 

► Main メニユー画面 


「 Main 」 メニュー画面では、日付、時間などの設定を行います。 
設定項目は、次のとおりです。 


_は初期値 

本は項目表不のみ 


AMI BIOS 

^Version 

本機に搭載されている BIOS のバージョンを表示します。 

Processor 

*Type 

本機に搭載されている CPU のタイプを自動的にま示します。 

"Speed 

本機に搭載されている CPU の周波数を自動的にま示します。 

System Memory 

*Size 

メモリ容量を起動時に自動的に計算して表示します。 

System Time 

時刻を設定します。（時：分：秒）の順で表示されています。 

System Date 

日付を設ぞします。（曜日月/日/年）の順でま示されています。 


186 



第 4 章 BIOS の設定 


^Advanced メ ニュー画面 


「 Advanced 」 メニュー画面では、 IDE 装置の仕様（転送モードやパラメータ）やタッチパッドの設定を 
行います。 

設定項目は、次のとおりです。 


_は初期値 

本は項目表巧のみ 


iDE Coniiguration 

IDE 装置の設定を表 
示します。 

Primary IDE Master/ 
Third IDE Master 

接続している IDE 装置について、が下の項目をサブメ 
ニューに表巧、します。 

表示される項目は IDE 装置によって異なります。 


Device 

IDE 装置の機器の名称を表示します。 


^Vendor 

IDE 装置の型番を表示します。 


*Size 

HDD の容量を表示します。 


*LBA Mode 

LBA (Logical Block Addressing) をサポートしているかど 
うかを表示します。 


*Block Mode 

一度に何七クタ転送できるかを表示します。 


*PIO Mode 

IDE 装置の転送モードを表示します。 


*Async DMA 

IDE 装置の DMA 転送モードとチヤンネルを表示します。 


*Ultra DMA 

Ultra DMA 対■応装置の転送モ'ードとチヤンネルを表示しまず。 


*S.M.A.R.T. 

S.M.A. 民 . 1 .(Self Monitoring Analysis and Reporting 

Technology) をサポートしているかどうかを表示します。 

internal Pointing Device 

本機のタッチパッドを使用するかどうかを設定します。 
Enabled : タッチパッドを使用します。 

Disabled: タッチパッドを使用しません。 

Exchange Fn & し - iJtrl kev 

キーボードの左下側にある （Fn 1 と、その隣にある 【Ctrl 1 
の機能を入れ替えるかどうかを設定します。 

Disabled: ( Fn 1 と 1 Ctrl ) の機能を入れ替えません。 

Enabled : ( Fn 1 と [Ctrl 1 の機能を入れ替えます。 

Exchange R-Alt & Win App key 

キーボードの右下側にある 【 Alt 1と、その隣にある【冒） 
(アプリケーションキー）の機能を入れ替えるかどうかを 
設化しま' t'o 

Disabled : ( Alt 1 と（置 ） の機能を入れ替えません。 

Enabled : [ Alt ] と[冒 ） の機能を入れ替えます。 
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►Security メニユー画面 


「 Security 」 メこュ —画面では、パスワ ■ —ドに関ずる設定や、メインボ'ード上のデノくイスに関する設定を 
行います。パスワードの設定方法は、 P. 180レくスワードを設定する」をご覧ください。 

設定項目は、次のとおりです。 

_は初期値 



杏は項目表巧のみ 

'Supervisor Password/User Password 

「Supervisor Password 」 （管理者パスワード）と User Password 
(ユ ■ —ザ' ー パスワ ■ ー ド）が設定されているかどうかを表示 
します。 

Not Installed : パスワードが設をされていません。 

Installed ソくスワードが設をされています。 

Change Supervisor Password 

r Supervisor Password ] (管理者パスワード）を設定します。 
BIOS Setup ユーティリティや Windows 起動時にパスワード 
クカを畢ザ L ます 

( ^ 1 を押すとパスワード設定ウィンドウが表示されます。 

User Access Level 

「 SupervisorPassword 」 （管巧者■パスワード）を設定すると 
表示され、設定可能になります。 「 UserPasswo 地（ユー 
ザーパスワード）を入力したユーザーが BIOS Setup ユー 
ティリティにアクセスすることを4段階で制限します。 

No Access : BIOS Setup ユーティリティを起動することがで 
きません。 

View Only : BIOS Setup ユーティリティを閲覧できますが、 
設を項目の変更はできません。 

Limited : BIOS Se 扣 p ユーティリティを閲覧できるほか 

に、一部の設定項目をを更できます。 

Full Access :管巧をと同一の樵利を許可します。 BIOS 七ッ 
トアップユーティリティのすべての項目を設 
定したり閲覧したりすることができます。 

Change User Password 

「 UserPassword 」 （ユーザーパスワード）を設定しまず。 
「 SupervisorPassword 」 （管理者パスワード）を設定すると 
表示され、設定可能になります 。 BIOS Setup ユーティ y 
ティ起動時にパスワード入力を要おします。 

( ^ 1 を押すとパスワード設定ウィンドウが表示されます。 

Clear User Password 

ユーザーパスワードを削除します。 

「User Password 」 （ユーザーパスワード）を設定すると表示 
されます。 

( ^ ) を押すと、ユーザーパスワードの削除ウィンドウが 
表示されます。 

Password Check 

r Supervisor Password ] (管理者パスワード）を設定すると 
表示され、設定可能になります。パスワード入力を要ホす 
るタイミングを設定します。 

SetuD : BIOS SetuD ユーティリティホ日動時にパスワード入 
力を要求します。 

Always : BIOS Setup ユーティリティや Windows 起動時、休止 
状態から復帰時にパスワード入力を要ホします。 
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Boot Sector Virus Protection 

r Supervisor Password ] (管理をパスワード）を設定すると 
設定可能になります。 HDD のブートセクタ（システム領 
域）への書き込みを禁止するかどうかを設定します。 
Disabled :書き i 入みを許可しま十。 

En 油 led :書き込みを禁止します。 

TPM Security 

セキュリティチップ （ TPM ) を使用するかどうかを設定し 
ます。 

Disabled :七キュリティチ、ソプを使用しません。 

Enabled :セキュリティチップを使用します。 

TPM Security Clear 

「TPMSecurityJ を 「 Enabled 」 に設定し、一を BIOS を終了 
して再度 BIOS を起動すると表示されます。 

セキュリティチップ （ TPM ) の設定を初期化（消去）しま 
す。 

初«化を行うと、それまでに暗号化されたデータを巧用す 
ることができなくなります。また 、 Windows Vis はの HDD 暗 
号化機能 「 BitLockerJ を使用している状態で初期化を行う 
と、 Windows が起動できなくなり、暗号化している HDD 内 
のデータもイ吏用できなくなります。セキュリティチップの 
初期化は、十分に注意し、お客様の責任において行ってく 
ださい。 

(♦ J 1を押すと初期化確認ウィンドウが表示されます。 

I/O Interface Security 

データの盤難を防ぐ 
ために、インタ 
フェースの有効、無 
効を設定します。 

「 Supervisor Password ] 

AUDIO/MODEM 

FAX モデム機能およびサウンド機能の巧用を可能にするかど 
うかを設をします。 

UNLOCKED : FAX モデム機能/サウンド機能の使用を可能に 
します。 

LOCKED : FAX モデム機能/サウンド機能の使用を不可に 

します。 

(管理者パスワード） 

を設定すると設定可 
能になります。 

LAN 

ネットワーク（有線 LAN ) 機能の使用を可能にするかどうか 
を設定します。 

UNLOCKED : LAN 機能の巧用を可能にします。 

LOCKED : LAN 機能の使用を不可にします。 


Wireless LAN 

無線 LAN 機能の巧用を可能にするかどうかを設定します。 
UNLOCKED :無線 LAN 機能の巧用を可能にします。 

LOCKED :無線 LAN 機能の使用を不可にします。 


Optical Disk Drive 

光ディスクドライブ機能の使用を可能にするかどうかを設定 
します。 

UNLOCKED :化ディスクドライブ機能の使用を可能にします。 
LOCKED :光ディスクドライブ機能の使用を不可にします。 


PC Card / SD / MS / 

MMC/IEEE 1394 

PC カード/メモリカード/ IEEE 1394 機能の使用を可能にするか 
どうかを設定します。 

UNLOCKED : PC カード/メモリカード/ IEEE 1394 機能の使用 
を可能にします。 

LOCKED : PC カード/メモリカード/ IEEE 1394 機能の使用 

を不可にします。 


USB 

USB 機能の使用を可能にするかどうかを設定します。 
UNLOCKED : USB 機能の使用を可能にします。 

LOCKED : USB 機能の使用を不可にします。 
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Hard Disk Protection 


「Supervisor Password 」 （管巧者パスワード）を設定すると、設 
を可能になります。 HDD へのアクセス制限の設定をします。 
アクセス制限を行った HDD は、ほかのコンピュータに接続し 
ても認識されなくなります。 

HDD にアクセスするには 、 BIOS Setup ユーテイリテイ起動時、 
システム起動時や休止状態からの復帰時にパスワードの入力 
が必要です。 

Disabled : HDD へのアクセスを制限しません。 

Enabled : HDD へのアクセスを制限します。 


► Boot メニュー画面 


「BootJ メニュー画面では、システムの起動 （ Boot ) に関する設定を行います。 

起動の順番の変更方•法については、に184「起動 （ Boot ) デバイスの順番を変更する」をご覧くだ 
さい。 

設を項目は、次のとおりです。 


_は初期値 

冷は項目表巧のみ 


Boot Device Priority 

Windows を起動する 
ドライブの順番を設 
定します。 

1 st Boot Device 

1 番目に起動するドライブを設定します。初期値は、 

「 Removable Device 」 です。 

2 nd Boot Device 

2番目に起動するドライブを設定します。初期値は、 「 CD / 
DVD 」 です。 

3 rd Boot Device 

3番目に起動するドライブを設定します。初期値は 、 「Hard 
Drive 」 です。 

4 th Boot Device 

ネットワークから起動する場合に使用します。 「 Boot 」 メ 
ニュ’ 一画面一 「Onboard LAN Boot 民 OM 」 を 「 Enabled 」 に設定 
してから 「 Exit 」 メニュー画面一 「Save Changes and Exit 」 を 
選択して BIOS を終了します。再度 BIOS を起動すると表示され 
ます。初期設定は「民 ealtek Boot Agent 」 です。 

Onboard LAN Boot ROM 

リモートブートを行う攝合は rEnabled ] に設定します。 
Disabled :無効にします。 

Enabled :有効にします。 

Wake-Up On LAN 

( LAN / FAX モデムからの起動設定） 

電源切断時やスタンバイ、休止時において、ネットワークお 
よび FAX モデムからの信号により起動するかどうかを設定し 
ます。この機能を使用するときは、必ず AC アダプタを接続し 
てください。また、電源切断が態からの復帰は、 Windows を 
正常に終了したが態でのみ使用可能です。 

Disabled :設定しません。 

Enabled :設定します。 
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►Exit メニュー画面 


「 Exit 」 メニュー画面では 、 BIOS Se 扣 P ユーティリティを終了したり、 BIOS の設定値を初期値に戻します。 
設定項目は、次のとおりです。 


Save Changes and Exit 

変更した内容（設定値）を保存してから、 BIOS Setup ユーティリティを終了 
します。 

Discard Changes and Exit 

変更した内容（設定値）を保存せずに、 BIOS Setup ユーティリティを終了し 
ます。 

Discard Changes 

BIOS Se 扣 P ユーティリティを終了させずに、を更した設定値を前回保存した 
設定値に戻します。 

Load uptimal Defaults 

BIOS Se 扣 P ユーティリティの設定値を、 BIOS の初期設定値に戻します。 


►BIOS Setup ユーテイリテイの設定値 


BIOS Se 吨ューティリティで設定を変更した場合は、変更内容を下表に記録しておくと便利です。購入 
時の設をは必ず記録してください。 

Advanced メニュー画面 


項目 

購入時の設定 

変更内容 

Internal Pointing Device 

Disabled 

Enabled 

Disabled 

Enabled 

Exchange Fn & L-Ctri key 

Disabled 

Enabled 

Disabled 

Enabled 

Exchange 民 - Alt & Win App key 

Disabled 

Enabled 

Disabled 

Enabled 


Security メニュー画面 


項目 

購入時の設定 

変更内容 

* User Access Level 

No Access 

Limited 

View Only 

Full Access 

No Access 

Limited 

View Only 

Full Access 

* Password Check 

Setup 

Always 

Setup 

Always 

水 Boot Sector Virus Protection 

Disabled 

Enabled 

Disabled 

Enabled 

TPM Security 

Disabled 

Enabled 

Disabled 

Enabled 

* I/O Interface 

AUDIO/MODEM 

UNLOCKED 

LOCKED 

UNLOCKED 

LOCKED 

Security 

LAN 

UNLOCKED 

LOCKED 

UNLOCKED 

LOCKED 


Wireless LAN 

UNLOCKED 

LOCKED 

UNLOCKED 

LOCKED 


Optical Disk Drive 

UNLOCKED 

LOCKED 

UNLOCKED 

LOCKED 


PC Card / SD / MS / 

MMC/IEEE 1394 

UNLOCKED 

LOCKED 

UNLOCKED 

LOCKED 


USB 

UNLOCKED 

LOCKED 

UNLOCKED 

LOCKED 

*Hard Disk Protection 

Disabled 

Enabled 

Disabled 

Enabled 


*「 SupervisorPassword 」 （管理诸■パスワード）を設定すると表示されます。 
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Boot メニュー画面 


項目 

購入時の設定 

変更内容 

Boot Device 

Priority 

1 st Boot Device 



2 nd Boot Device 



3 rd Boot Device 



4 th Boot Device 



Onboard LAN Boot ROM 

Disabled Enabled 

Disabled Enabled 

Wake-Up On LAN 

Disabled Enabled 

Disabled Enabled 
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ソフトウェアの 
再インス I ル 

ソフトウエアを再インス I -ールする手順について説明します。 


「再 インス ! -ー ルする前に必ずお読みください」 . 194 

r ソフトウてアの再インス!-ールを行ラ」 . 196 






I 再ィンスト-ルする制こぉず備 K ださぃ 


ここでは、ソフトウエアの再インストールを行う前になっておいていただきた 
い情報にっいて記載しています。 

HDD をフォーマットして、 Windows や本体ドライバなどをインストールしな 
おす作業のことを、本書では「再インストール」と記載します。 

再インストールは「リカバリ」とも言います。 

►再インストールび必要な場合 


再インストールは次のような場合に行います。通常は必要ありません。 

• なん6かの原因で Windows が起動しなくなり、修復しても問題が解ミ夹できない 

+ 曰 A 

お口 

• HDD 領域の構成を変更したい場合 

Windows を修復ずる 

なんらかの原因で Windows が起動しなくなった場合は、再インストールを行う 
前に 「 Windows 回復環境」で Windows の修復を行ってみてください。再インス 
トールしなくても、問題が解かする場合があります。 

P.247 「 Windows 回復環境 （ Windows 民 E ) を使う」 


►重要事頃 


再ィンストールする前に、次の重要事項を必ずお読みください。 

当社製 L ソがの BIOS へのアップデート禁止 

当を製な外の BIOS へのアップデートは絶ネホにしないでください。当を製な外の 
BIOS にアップデートすると、再インストールができなくなります。 

セキュリティソフトウエアの更新ヴービス 

本機に添付のセキュリティソフトウェア 「Norton Internet Security 90日版」で、 
90日経過後に更新サービスの延長キーを購入して更新サービスを継続してい 
る場合、再インストールを行うと更新サービスの延長が無劾になります。更新 
サービスの延長が無劾になってしまった場合は、シマンテックストアまでお問 
い合わせください。 

尸^ 『セキュリティソフトウェアをご使用の前に』側冊） 
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Web フィルタリングソフトウエアの継続利用 

本機に添付の Web フィルタリングソフトウェア 「 i _フィルター 30日版 J で継 
続利用手続きを行っている場合、 Windows を再インストールすると利用巧限が 
30日に設定されてしまいます。 

この場合は、デジタルアーツ社のホームページから最新版を入手し、契約済み 
のシリアルのを利用してインストールを行ってください。 

詳細は、デジタルアーツをにお問い合わせください。 

http :// www . daj . jp / cs / ifpe/sup dl.htm 


最新の情報 

インストールホをに関する最新情報を記載した紙類が添付されている場合が 
あります。栖包品を確認して、紙類が添付されている場合は、その手順に従つ 
て作業をすすめてください。 
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I ソフトウェアの再インストールを行ラ 


ここでは、ソフトウエアの再インストール方法について記載しています。 

►必要なメディア 


再インストールには、次のメディアが必要です。 


• Windows Vista リカパ ’ iJDVD 
Windows Vis はが収録されている DVD - ROM です。 

• リカバリツール CD 

本体ドライバやソフトウェアを、 HDD の「消ち禁止領巧」からインストール 
するためのプログラムが収録されている CD - ROM です。 

•そのほか必要なメディア 

お使いのシステム構成によって必要なメディアは異なります。 

本体ドライバやソフトウュアは HDD の消ち禁止領域に収録されています。 
専用のメディアは添付されていません。 
r ^ p .26 「添付されているソフトウェア」 

►再インストールの概要 


ソフトウェアの再インストールの概要は、次のとおりです。 


② 

U カバ U ツール CD 


Windows Vista U カバ U DVD 



① Windows Vista リカバリ DVD か6、 Windows をインス!ルします。 

③リカバリツール CD か6、リカ K リツールをインス!ルします。 

HDD の消ち禁止領域に収録されている本体ドライバやソフトウエアのイン 
ストールは、リカバリツールを巧用して行います。 

③リカバリツールを使用して、本体ドライバやソフトウェアをインス!ルしま 
す。 
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►インストールの順を 


再インストールは、次の順番で行います。 

★印が付いているソフトウエアは必ずインスト' —ルを巧ってください。 

購入時のインストール状態は、 r 绩 P .26 「添付されているソフトウエア」で確 
語してください。 


Windows ★ 

ピ 尹! P .200 「Windows のインストール」 



リカバリ ツール ★ 

rs p .204 「リカバリツールのインストール」 



本体ドライバ ★ 

巧 P .205 「本体ドライバのインストール」 



Adobe Reader ★ 

P .207 「 Adobe 民 eader のインストール」 



セキュリティソフトウェア ★ 

rs P -208 「セキュリティ ソフトウエアのインストール」 



Web フイルタリングソフトウエア 

rs P -2 Q 8 「 Web フイルタリングソフトウェアのインストール」 



マニュアルびゆ一ね ★ 

P -209 「マニュアルびゆ一わのインストール」 



Nero / Essentials ★ 

(書さ込み機能のある光ディスクドライブ搭載時のみ) 

r 片 P .210 「Nero 7 Essentials のインストール」 



WinDVD ★ 

( DVD 再生機能のある光ディスクドライブ搭載時のみ) 

Pgjp .210 「WinDVD のインストール」 
















ソフトウエアの再インストールを行ラ 


JWord Plugin 

巧 p .21 1 「JWord Plugin のインスト^ール」 


呂〇〇スティック 

厂 3 d P .211 「 goo スティックのインストール」 



マカフイー SiteAdvisor Plus 3 日日版 

F 3 p -212 「マカフイー SiteAdvisorP 山 s 30 日版のインストール」 



そのほかのインス!-ール 

巧 P .213 「そのほかのインストール」 



再インストール後の作業 

P ^ p .213 「再 インストール 後の作業」 
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►インストール作業におけるお認事頃 


再インストールを始める前に、下記の点を確認してください。 


インス I ル全般 

インストール作業は、 AC アダプタを接続して行ってください。 

管理ち ( Administrator ) のアカウントで□グオン 

インスト' —ル作業は、管理者 ( Administrator ) の了カウン トでロダホンして行って 
ください。 


システム構成 

本章のインストール手順は、購入時のシステム構成を前提にしています。イン 
ストールは、 BIOS の設定とシステム構成を購入時の状態に戻して行うことをお 
すすめします。 

ドライブ名 

本章の説明では、ドライブ構成が次のようになっているものとします。 

実際の光ディスクドライブのドライブ名は、 HDD 領域の数によって異なりま 
す。 


A ドライブ ： USB FDD (オプション） 

C ドライブ ： HDD 
D ドライブ：光ディスクドライブ 

各種設定やデータの/ バックアップ 

再インストールを行うと、設定した事項が初期値に戻ってしまったり、データ 
が消えてしまったりします。再インストールを行う前に必要に応じて設をを書 
き写したり、データのバックアップを行っておいてください。 

巧 P .201 レスックアップを取る」 


初期設定 ツール 


初期設定ツールは、 Windows を再インストールすると消去されます。初期設を 
ツールでインストールした「セキュリティソフトウェア」などのソフトウェア 
は、な降で説明する手順に従ってインストールを行ってください。 
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► Windows のインストール 


インス I -ールの流れ 

Windows のインストールの主な流れは次のとおりです。 

インスト ■ —ル作業は、 ド^ P . 201 「Windows Vista をインスト ■ —ルする」な降の 
手順に従って行ってください。 


バックアップを取る 



本機を購入時の状態にずる 



インス I -- ルの開始 （Windows Vista のインス I -- ル手順1〜) 




HDD 領域 （ C ドライブ）の変更 

ra pj 6 i 「 c ドライブを分割•変 

更する」 



HDD の フオー マツトとファイルの コピー 



セツトアップ（手順10〜) 



終了 


HDD 領域 （ C ドライブ）を変更するには 

Windows のインスト ' —ル中に C ドライブ （ Windows がインスト ■ —ルされている領 
域）のサイズを変更したり、分割したりすることができます。 

HDD 領域の変更や、分割の詳しい説明は、 rSi p .258 「 HDD 領巧（ドライブ） 
の分割-変更-作成」をご覧ください。 
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^Windows Vista をインストールずる 


バックアップを取る 

次の設定やデータは、 Windows の再インストールを行うと消去されます。 
必要に応じてバックアップを行ってください。 

• ネットワークやモデムの設定 
接続に関する設定を書き写しておいてください。 

• Internet Explorer の「お気に入り」、 Windows メールの「連絡先」「メールデータ」 
回 P.253 「データのバックアップ」 

このほかの Web 閲覧ソフトやメールソフトをお使いの場合は、ソフトウエア 
に添付のマニュアルをご覧ください。 

■セキュリティチップユーティリティの設定 
七キュリティチップューティリティをイま用している場合は、設をのバック 
アップを行ってください。 

P3 『セキュリティ機能 （TPM) 設をガイド』（別冊）一 「Windows を再イ 
ンストールする前に」 

• 重要な データ 

ほかのメディアなどに コピーして おいてください。 

HDD 領域の'変更を行わない場合でも、 C ドライブな外のドライブ （HDD 領 
域）のデータをバックアップすることをおすすめします。 
ra 口 ' 253「データのバックアップ」 

コンピュータを購入時のが態にする 

マウスなどの周辺機器が接続されていたり、 BIOS の設を値が変更されていたり 
すると、正常にインストールが行われない可能性があります。本機を購入時の 
状態に戻してから再インストールを行ってください。 

Windows Vista のインストール 

Windows Vista のインスト ■ —ルホ法は、次のとおりです。 

1 本機の電源を入れ、 Windows び起動した5 、 「Windows Vista リカバリ 
DVD 」 を光ディスクドライブにセットします。 

「自動再生」画面が表示されたら、 @ をクリックし、画面を閉じてくださ 
い。ここからはインストールを行いません。 

と 「スタート」 一[►] - 「再起動」をクリックして、本機を再起動しまず。 
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3 「 EPSON 」 と表示を、黒い画面に 「Press any key to boot from CD or 
DVD 」 と表示された5、どれかキーを巧しまず。 

一を時間内にキーを押さないと、 HDD 内の Windows Vis はが起動してしまい 
ます 。 Windows Vista が起動してしまった場合は、手順2へ戻ります。 

4 「システム回復オプション」画面び表示された5、キーボードレイアウトび 
「日本語」になっていることをお認し、[次へ]をクリックしまず。 

ここで HDD 内の Windows のチェックが行われます。 Windows の修復を促す画 
面が表示された場合は、画面の指示に従って修復を行ってください。 

5 「修復ずるオペレーティングシステムを還択し…」と表示された5、 
「Microsoft Windows Vista 」 が選択された状態で[次へ]をクリックし 
まず。 

6 「回復ツールを選択してください」と表示された5、 「 Windows の再インス 
I ル」をクリックしまず。 

7 「 Windows の再インストールを巧いまず。」と表示された5、[再インス I 
J レ]をク U ックします。 

8 「ライセンスを項をお読みください。」と表示された5、内容を確認し、「を 
項に同意しまず」にチェックを付けて、[なへ]をクリックしまず。 

9 「 Windows のインス!ル場所を選択してください。」と表示された S 、 ；夕 
のとおり作業を続けまず。 

<領域変更を行わない場合（ほ當）> 

(1) 「ドライブオプション（詳細)」をクリックします。 
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(2) 「ディスク0パーティション2」 （C ドライブ）が選択された状態で「フォー 
マット」をクリックします。 

(3) 「このパーティションを フォー マットすると…」と表示された6、に K] を 
クリックします。 

フォーマットが開始されます。 

(4) フォー マットが終了すると、[次へ]がクリックできる状態になります。 
「ディスク0パーティション2」 （C ドライブ）が選択された状態で[次へ]を 
クリックします。 

Windows Vista のインストールが開始されます。システム構成にもよりま 
すが、インストールは20分〜40分かかります。手順10の画面が表示され 
るまでキーボードやタッチパッドは操作しないでください。 

く領域変更を行ラ場合> 

ra P .261「 c ドライブを分割-変更する」の手順に従ってください。 

10 「ユーザー名と画像の還択」と表示された S 、 ユーザー名、パスワード（任 
意）を入力し、画像一覧か S お好みの画像をクリックして選択し、[巧へ] 
をクリックしまず。 

rs p .43 「ューザー名と画像の選択」 

11 「コンピュータ名を入力して、デスクトップの背景を還巧してください。」と 
表示されたら、コンピュータ名を入力し、背景一覧か5お好みの背景をク 
リックして還択し、[次へ]をクリックしまず。 

口 p .43 「コンピュータをを入力してデスクトップの背景を選択してくだ 
さぃ」 

12 「 Windows を自動のに保護ずるよう設定してください」と表示された5、巧 
護の設定をクリックして選択しまず。 

「推奨設定を使用します」を選択することをおすすめします。 

13 「時刻と日付の設定の確認」と表示された6、「タイムゾーン」び「大阪、ホし 
幌、ま尉になっていることを確認し、旧付」、「時刻」を設定し、[次へ] 
をクリックしまず。 

14 ネットワークに接続している場合、「お使いのコンピュータの現在の場所を 
選択してください」と表示されまず。場所をクリックして還択しまず。 

15 「ありびとうございます」と表示された5、[開始]をクリックしまず。 

設をが行われます。設定には約5分かかります。 

16 手順10でパスワードを設定した場合は、パスワード入力画面び表示されま 
ず。パスワードを入力して、 [• Ji を巧します。 
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17 Windows Vista のデスクトップ（下記の画面）び表示された5 、 「Windows 


Vista リカバリ DVD 」 を取り出しまず。 



18 手順9で領域変更を巧った場合は、 r 未割り当て領域」に領域（パーティショ 
ン）を作成しまず。 

領域（パーティション）の作成は、ドライバやソフトウェアのインストール 
が終了してから行ってもかまいません。 

p .263「 HDD 領域レく ー テ イシ ヨン）の作成手順」 


►リカバリツールのインストール 


リカバリツールは、 HDD の消ち禁止領域に収録されている本体ドライバやソフ 
トウエアのイ ンス トールの際に巧用します。 

リカバリツールのインストールは、次の手順で行います。 

1 「リカバリツール CD 」 を光ディスクドライブにセットしまず。 

2 「自動再生」画面び表示された S 、 rsetup . exe の実行」をクリックします。 

「自動再生」画面が表示されない場合は、[スタート] 一「コンピュータ」一 
「邸 SON _ CD 」 をダブルクリックします。 

3 「ユーザーアカウント制御」画面げ表示された5、[続行]をクリックします。 
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41•ソ降は画面の指示に従ってインストールを行ってください。 

インストールが完了すると、デスクトップ上に「リカバリツール」アイコン 
が表示されまず。 

嚴 

リカバリ ツール 

5 「リカバリツール CD 」 を光ディスクドライブか S 取り出しまず。 

►本体ドライバのインス I ル 


本機のメインボード上に搭載されているデバイスのドライバ類を、一括してイ 
ンストールします。 

本体ドライバのイ ンス トールでイ ンス トールす る ドライバ類は次のとおりで 
す。 


•チップセットドライノく 
•ネットヮークドライバ 
•サウンドドライバ 

• メモリカードドライバ 

♦ FAX モデムドライバ 
• 無線 LAN ドライバ 

(無線 LAN 搭載時のみ） 
•インテル■ターボ•メモリドラ 
イバ（ターボメモリ搭載時の 
み） 


参 Intel Matrix Storage Manager 

• ビデホドライバ 
•タッチパッドドライバ 
•インスタント キー ドライバ 
•インスタント キー ユー テイ リ テイ 
• インフオメーシヨンメニュー 
参 Java 2 Runtime Environment 



上記な外のデバイスは、 Windows 標準ドライバで動作します。 

Windows 標準ドライノくとは、 Windows をインストールすると自動的にインス 
トールされるドライバです。 


インストール 

インストールの手順は次のとおりでず。 

1 デスクトップ上の「リカバリツール」アイコンをダブルクリックします。 

2 「ユーザーアカウント制御」画面び表示された5、臓行]をクリックしまず。 

3 「リカバリツール」画面び表示された5、[インストール]をクリックしまず。 
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4 本体ドライバやソフトウエアの一覧の画面び表示された5、一覧か5「本体 
ドライバ」を還巧して[インス!ル]をクリックしまず。 

手順5の画面が表示されるまでには、数分かかります。 



<イメージ> 

5 「ドライバ-ソフトウ I アのインス I ル」画面び表示された6、一覧か6 
[インス!ル]をクリックしまず。 

6 「インス!ル確認」画面が表示されます。内容をよくお読みになり、 [0 K ] 
をクリックしまず。 

をドライバが自動的にインストールされます。インストールには、約15分か 
かります。 

7 「これ5の変更を••-コンピュータを再起動ずる必要びありまず。」と表示 
された場合は、[後で再起動ずる]をクリックします。 

8 「インス!ルび完了しました。」と表示された5、 [0 K ] をクリックしまず。 

9 「インストール処理」画面が表示された6、ドライバのインストール状態を 
確認して [ PC 再起動]をクリックしまず。 

ドライバによっては、 Windows の再起動後に自動的にインストールされま 
す。 

10 「これ5の変更を••-コンピュータを再起動ずる必要がありまず。」と表示 
された場合は、[今ずぐ再起動する]をクリックします。 

Windows が再起動したら、本体ドライバのインストールは完了です。 
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リカバリツールの[ファイル削除]の表示について 


リカバリツールからインストールを行う際、ソフトウェアによっては一時的に 
HDD にインストール用データをコピーします。「リカバリツール J 画面で[ファ 
イル削除]が黒字で表示されるときは、コピーされた不要なインストール用 
データが HDD に残っています。[ファイル削除]をクリックしてデータを削除 
すると、 HDD の容量を節約することができます。 


^ Adobe Reader のインストール 


「Adobe Reader 」 は、 PDF 形式のファイルを表示したり、印刷したりするための 
ソフトウエアです。 


インストール 

Adobe Reader のインストール手順は、次のとおりです。 

1 デスクトップ上の「リカバリツール」アイコンをダブルクリックしまず。 

2 「ユーザーアカウント制御」画面が表示された5、臓巧]をクリックしまず。 

3 「リカバリツール」画面が表示された5、[インストール]をクリックしまず。 

4 本体ドライバやソフトウてアの一覧の画面が表示された5、一覽か5 
「Adobe Reader 」 を還択して[インス!ル]をクリックしまず。 

5 「インストール巧のフォルダ」と表示された6、[次へ]をクリックします。 

〇 「プ□グラムをインストールずる準備ができました」と表示された5、[イ 
ンストール]をクリックしまず。 

インストールにはしばらく時間がかかります。 

, 「セットアップ完了」と表示された5、[完了]をクリックしまず。 

続いて Adobe 民 eader のセットアップを行し、ます。 

セットアップ 

インストールが完了したら、続いてセットアップを巧います。 Adobe 民 eader の 
七ットアップ手順は次のとおりです。 

I デスクトップ上の 「Adobe Reader 」 アイコンをダブルクリックしまず。 

ム r 使用許諾契約書」が表示された6、「…言語を還択してください。」び「曰 
本語」になつていることを確認しまず。 
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d 「使用許諾契約書」に同意するかしないかを還択します。 

同意する場合は、[同意する]をクリックします。[同意しない]を選択する 
と、 Adobe 民 eader は使用できません。 

4 rAdobe Reader 操作ガイド」び表示されまず。 

内容を確認してください。 

これで 、 Adobe Reader の七ットアップは完了です。 

►セキユリテイソフトウェアのインストール 


本機に添付のセキュリティソフトウェア 「Norton Internet Security 90日版」をイ 
ンストールします。『セキュリティソフトウェアをご{ま用の前に』（別冊）をご 
覧ください。 

市販の七キュリティソフトウェアなどをインストールする場合は、ソフトウェ 
アに添付のマニュアルをご覧になり、インストールを行ってください。 

► Web フイルタリングソフトウェアのインストール 


本機に添付の 「 i _ フィルター30日版」をインストールします。 i _ フィルター 
30日版は、有害サイトをブロックするための Web フィルタリングソフトウエア 
です。 

市販の Web フィルタリングソフトウエアなどをインストールする場合は、ソフ 
トウエアに添付のマニュアルをご覧になり、インスト' —ルを行ってください。 

i — フィルター 30曰版のインストール 

i _ フィルター30日版のインストールホをは、次のとおりです。 

1 デスクトップ上の「リカバリツール」アイコンをダブルクリックします。 

Z 「ユーザーアカウント制御」画面び表示された5、[続行]をクリックします。 

3 「リカバリツール」画面び表示された5、[ィンス!ル]をクリックしまず。 

4 本体ドラィバやソフトウ I アの一覧の画面び表示された 5 、一覧か5 n - 
フィルター 30曰版」を還択して[インス!ル]をクリックします。 

5 ri - フィルタ——セットアップへようこそ」と表示された5、[次へ]をク 
リックしまず。 

6 「使用許諾契約」画面び表示された5、内容をよくお読みになり同意するか 
しないかを還択します。 

同意する場合は[はい]をクリックします。[いいえ]を選択すると、 i — 
フィルター 30 日 版は使用できません。 
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/ 「インストール巧の還财画面び表示された6、[巧へ]をクリックしまず。 

8 「インス!ルを完了ずるためにはコンピユータの再起動げ必要でず。•一」 
と表示された5、 [0 K ] をクリックしまず。 

Windows が再起動したら、 i _ フィルター 30日版のインストールは完了です。 
続いて、 i — フィルター30日版の七ットアップを行います。 

i - フィルター30曰版のセットアップ 

1 Windows が再起動して 「i — フィルタ—— J 画面が表示された5、使用許 
語契約書の内容をよくお読みになり、 [ n - フィルター」を使ってみる]を 
クリックしまず。 

Z 「ユーザーアカウント制御」画面び表示された5、臨行]をクリックしまず。 

3 r 管理パスワードの設定」画面び表示された S 、 r 管理パスワード」と「管理 
パスワード（確認)」にパスワードを入力して[設定]をクリックしまず。 

このパスワードは、フィルター設定を変更する場合などに必要になります。 

4 r 有害サイト遮断ソフト•••へようこそ！」と表示された5、画面のを意事項 
をよくお読みください。 

これで、 i ーフイルター30日版の 七ッ トアップは完了です。 

►マニュアルびゆ一ねのインス I ル 


「マニュアルびゆ一わ」は、本機に添付されているマニュアルやお知らせを見 
るためのソフトウェアです。 

マニュアルびゆ一わのインストール手順は次のとおりです。 

1 デスクトップ上の「リカバリツール」アイコンをダブルクリックしまず。 

2 「ユーザーアカウント制御」画面び表示された5、臓行]をクリックしまず。 

3 「リカバリツール」画面び表示された5、[インストール]をクリックしまず。 

4 本体ドライバやソフトウてアの一覧の画面げ表示された5、一覧か5「マ 
ニュアルびゆ一ね」を還択して[インストール]をクリックしまず。 

5 「マニュアルびゆ一わセットアップへようこそ」画面び表示された5、[次 
へ]をクリックしまず。 

6 「インストール準備の完了」画面び表示された5、[インス!ル]をクリッ 
クします。 
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7 rinstallShield Wizard の完了」画面び表示された5、院了]をクリックし 
まず。 

これで「マニュアルびゆ一わ」のインストールは完了です。 

► Nero 7 Essentials のインストール 


<書さ込み機能のある光ディスクドライブ搭載時> 

「Nero 7 Essentials J は、光ディスクドライブで書き込みを行うためのソフトウェ 
アです。 

Nero 7 Ess 畑 tials のインストール手順は次のとおりです。 

Nero 7 Essentials をインストールすると、 InCD もインストールされます。 

1 デスクトップ上の「リカバリツール」アイコンをダブルクリックします。 

1 「ユーザーアカウント制御」画面び表示された5、[続行]をクリックしまず。 

ゴ 「リカバリツール」画面び表示された5、[インス!ル]をクリックしまず。 

4本体ドライバやソフトウエアの一覧の画面び表示された5、一覧か5 「Nero 
7 Essentials 」 を還択して[インス!ル]をクリックします。 

5 「 Nero マルチインス I '―ラ」画面び表示された S、[Nero 7 Essentials ] を 
クリックしまず。 

6 「Nero 7 Essentials インス I ルウィザードへようこそ」と表示された5、 

降は画面の指示に従ってインス I ルを巧ってください。 

► WinDVD のインストール 


<DVD 再生機能のある光ディスクドライブ搭載時> 

「 WinDVD 」 は 、 DVD VIDEO を再生するためのソフトウェアです。 

WinDVD のインストール手順は次のとおりです。 

1 デスクトップ上の「リカバリツール」アイコンをダブルクリックします。 

2 「ユーザーアカウント制御」画面び表示された5、[続行]をクリックします。 

3 「リカバリツール」画面び表示された5、[インス!ル]をクリックします。 

4 本体ドライバやソフトウェアの一覧の画面び表示された5、一覧か5 
rinterVideo WinDVD ••• J を還択して[インス I ル]をクリックしまず。 
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5 rinstallShield Wizard 」 画面び表示された S 、 1•ソ降は画面の指示に従って 
インス I ルを巧ってください。 



第已章ソフトウェアの再インストール 


^JWord Plu 邑 in のインストール 


r JWord Plugin J は 、 Internet Explorer のアドレスノく ■ —から、日本語でインターネッ 
卜を検索できるソフトウエアです。 

JWord P 山 gin のインストール手順は次のとおりです。 


1 デスクトップ上の「リカバリツール」アイコンをダブルクリックします。 

と 「ユーザーアカウント制御」画面が表示された5、臓巧]をクリックしまず。 

ゴ 「リカバリツール」画面が表示された S 、 [インストール]をクリックしまず。 

4本体ドライバやソフトウてアの一覧の画面び表示された S 、 一覽か5 
「 JWord 円 U 巨 in 」 を選択して[インス!ル]をクリックします。 

5 「 JWord プラグイン…へようこそ」画面び表示された5、1•ソ降は画面の指示 
に従ってインス I ルを行ってください。 

►邑 〇〇ステイックのインストール 

「goo スティック」は、 Internet Explorer のツールノく一に、検索サービス 「 goo 」 の 

検索ボックスを追加するソフトウェアです。 

goo ステイックのインストール手順は次のとおりです。 

1 デスクトップ上の「リカバリツール」アイコンをダブルクリックしまず。 

と 「ユーザーアカウント制御」画面び表示された5、臓行]をクリックしまず。 

ゴ 「リカバリツール」画面が表示された5、[インストール]をクリックしまず。 

4本体ドライバやソフトウェアの一覧の画面げ表示された5、一覽か5 r 巨〇〇 
スティック」を選択して[インス!ル]をクリックしまず。 

5 「インストールび完了しました。」と表示された5、 [0 K ] をクリックしまず。 

これで、 goo スティックのインストールは完了です。 








ソフトウエアの再インストールを行ラ 


►マカフイー SiteAdvisor Plus 30曰版のインストール 


「マカフイー SiteAdvisorP 山 s 30 日版」は、 Web サイトの安全性を表示し、危険 
なサイトへのアクセスを防ぐ Web セーフテイツールです。 


インストール 

マカフイー SiteAdvisor Plus 30日版のインストール手順は次のとおりです。 

1 デスクトップ上の「リカバリツール」アイコンをダブルクリックしまず。 

2 「ユーザーアカウント制御」画面げ表示された5、[続行]をクリックします。 

3 「リカバリツール」画面び表示された5、[インス!ル]をクリックしまず。 

4 本体ドライバやソフトウエアの一覧の画面び表示された5、一覧か5「マカ 
フィー SiteAdvisor Plus 30日版」を還択して[インストール]をクリッ 
クしまず。 

5 「McAfee SecurityCenterJ 画面が表示された5、ソ降は画面の指示に従っ 
てインストールを行ってください。 

インストールが完了したら、続いて、ユーザー登録を行います。 

ユーザー 登録 

マカフイ ー SiteAdvisor Plus 30 0版を使用するには、ユーザー登録が必要です。 
ユーザー登録のホ法は、次のとおりです。 

1 Internet Explorer を起動しまず。 

2 Internet Expl 日 rer のツールバーに 表示され る [McAfee SiteAdvisor ] の 
▼をクリックして、表示された一覧か S 「今ずぐ登録」をクリックしまず。 



A — ン3ン旧巧 
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ゴ表示された画面に従ってユーザー登録を巧いまず。 

ユーザー登録が完了すると、マカフイー SiteAdvisorP 山 S 30日版がイ吏用可能 
になります。 

►そのほかのインストール 


必要に応じて次のインストールを行ってください。 

セキュリティチップユーティリティのインス!-ール 

「セキュリティチップューティリティ」は、七キュリティチップの設定を行う 
ためのューティリティです。詳しくは、『セキュリティ機能 （ TPM ) 設定ボイ 
ド』（別冊）をご覧ください。 

各種ドライバのインス!ル 

お使いになるシステム構成によって、ドライバやューティリティ、ソフトウェ 
アなどのインストールが必要です。インストールは、オプション機器類に添付 
されているメディアを使用して行います。詳しくは、本機でお使いになるオプ 
シヨン機器類に添付のマニュアルをご覧ください。 



インスI-ールが必要なドライバの例 

お使いになるシステム構成によって、次のようなドライバやユーテイリテイが 
必要になります。 

- USB 対応機器を使用する場合： USB 機器に添付のドライバ 
• プリンタを使用する場合 ：プリンタに添付のドライバ 


そのほかのソフトウエアのインス I ル 

「〇班 ce 」 など、そのほかに使用するソフトウェアがある場合は、インストール 
します。インスト ' ール方法はソフトウェアに添付のマニュアルをご覧くださ 
い。 

►再インストールをの作業 


再インストールが完了したら、必要に応じて次の作業を行ってください。 


領域の作成 

Windows のインストール中に HDD 領巧を変更した場合、「ホ巧用の領域」はその 
ままでは巧用できません。 Windows の「ディスクの管理」を使用して、領域の 
作成を行います。 

r ^ p .263 「 HDD 領域レ、°ーテイシヨン）の作成手順 J 
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ネットワークの設定 

ネットワーク（有線 LAN ) や無線 LAN を使用する場合は、ネットワークへの接 
続を行います。 

口 P.118 「ネットワーク（有線 LAN ) を使う」 

P.120 「無線 LAN を{まう」 

モデムの設定 

モデムを巧用してダイヤルアップ接続をする場合は、設定を行います。 

尸司！ P. 150 「ダイヤル情報の設定」 


ネットワークアダプタの設定 

ネットワークからコンピュータのスタンバイ状態を解除できるようにするた 
め、ネットワークアダプタの設をを行います。 

1 [スタート]-「コント□-ルパネル」一「システムとメンテナンス」一「デ 
バイスマネージャ」-「ネットワークアダプタ 」- 「Realtek RTL 8169/ 
8110 -J -「電源の管理」タブをクリックしまず。 

2 「このデバイスで…」にチェックを付け、 [ OK ] をクリックしまず。 

これで作業は完了です。 

バックアップしたデータの復元 

再イ ンスト ー ルを 行う前に バックア ップしたデータを復元します。 
ra 口'253「データの バックアップ」 

• Internet Explorer、Windows メールの設定の復元 
•重要なデータ 

バックアップ先のメディアなどから元に戻します。 


Windows Update 

Windows の再インストールを行うと、今までに行った 「 Windows Update 」 のプ 
ログラムがインストールされていないが態に戻ります。 

自動更新の設定がされていると、更新プログラムが自動的にダウンロード、イ 
ンストールされ、 Windows が最新の状態になります。 
cap .139 「 Windows Update 」 
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こんなとをは 

困ったとさの確認事項や対処方法などについて説明します。 


r トラブルが発生した引 . 216 

r 困ったとさに」 . 217 

r システム診断ツールを使ラ」 . 244 

r トラブル時に役立つ機能」 . 245 

r 警告メッセージ/警告音」 . 250 










トラブルが発生した 5 


本機をご使用時にトラブルが発生した場合は、次の場所から巧処ホ法を確認し 
てください。 

• 困ったとをに 

トラブルが発生した場合の確認事項と対処ちをを記載しています。 

巧 p .217 「困ったときに」 


•と5ぶる辭ミ夹ナビ 

当社ユーザーサポート ページの 「サポート情報検索」から、技術的なトラブ 
ルの解決方法をピックアップして収録しています。 



r インフォメーシヨンメ 
ニュー」を開を、「と5 
ぶる闽ミ夫ナビ」をクリツ 
クしまず。 



トラブルが起さた場合の 
対処の流れ 


8S - 

サポート■サービスのご案内 

『サポート•サービスのご案内』（別冊）には、当社のサポートやサービスの内 
容が詳しく記載されています。 

困ったときや万一の場合に備えてご覧ください。 





































困つたとをに 


困ったときの確認事項と対処方法を説明します。不具合が発生した場合に参 
考にしてください。対処方法が見つからない場合は、 「インフォメーション 
メニュー」 の「とらぶる解決ナビ」や「サポート情報検索」 も あわせてご覧く 
ださい。 



不具合が辭消しない場合は 

対処を行っても不具合が解消しない場合は、『サポート .サービスの ご案内』 
(別冊） を ご覧になり、 「カスタマーサービス七ンター」 までご連絡ください。 


不具合一覧 


コンピュータ本体（起動時） . P .218 

•起動 . P .218 

•そのほか . 13.224 

コンピュータ本体 . P .22 己 

•省電力機能 . P .22 己 

•バッテ U パック . 13.22己 

•セキュ U ティチップ （ TPM ) . 13.22巨 

•そのほか . 13.227 

メモリ . P .228 

• メモ U .. 13.228 

記憶装置 . P .229 

• HDD . p .229 

•光ディスクドライブ . P .230 

• PC カード . 13-232 

• メモ U 力ード .... 13.2 吕3 

入力装置 . P .233 

•キーボード . 13.233 

•タッチパッド . 13.234 

表示装置 . P .235 

• LCD ユニット . P .235 

サウンド . P .236 

•内蔵スピーカ . 13.23巨 

ソフトウェア . P .237 

•ソフトウェア . 13.237 

•インストール . 13.24日 

FAX モデム . P .241 

• FAX モデム . 13.241 

ネットワーク、インターネット . P .243 
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►コンピュータ本巧の不具合（起動時) 


コンピュータが起動できないときの対処方法を説明しまず。 


起動時の不具合 

シャツトダウン状態からコンピュータが起動できない場合は、次の診断を行 
い、を該断結果に応じた対処を行ってみてください。 


スタート 


コンビュータの電源 
を入れる 


今 YES 

ク 



♦ N 。 

画面に EPSON □ゴ 
が表示される 

伞 

起動でをない 

今 

診助おま A 

ク 




画面に Windows □ゴ 
が表示される 

♦ 

画面にエラーメッセー 
ジが表示される 

♦ 

起動でさない 

ク 

ク 


ク 

起動でさない 


超動できない 


診が結ま B 


ク 

ク 

診断結ま D 


診曲おま C 


診断結果 A 

次の巧処を順番に行ってみてください。 


( 1 ) 外付けディスプレイの電源を入れる 

外付けディスプレイを接続している場合は、外付けディスプレイの電源を 
入れ、画面が表示されるか確認してください。 

( 2 ) コンピュータへの電源供給を確認する 

コンピュータへの電源供給に問題がある可能性があります。本機の電源を 
切ってから、コンピュータと AC アダプタ、電源コードを接続しなおし、再 
度電源を入れ、問題が解かされるかどうか確認してください。 

バッテリパックのみで巧用している場合は、完全放電している可能性があ 
ります。 AC アダプタを接続して使用してください。 
rap .38 「 AC アダプタを接続する」 
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(3) 周辺機器や増設した装置を取0外す 

本機をご購入後に、プリンタやスキャナなどの周辺機器、メモリなど、お 
客様ご自身で増設された装置がある場合は、装置を取り外した状態で電源 
を入れ、問題が解かされるかどうか確認してください。 

(4) 電源保護回路を解除する 

過電流によってコンピュータが不安定になっている可能性があります。周 
辺機器/増設機器類（マウス、ディスプレイを含む）を外して電源コードを 
抜いたあと、1分程度放置し、問題が解決されるかどうか確認してください。 


診断結果 B 


次の対処を順番に巧ってみてください。 


( 1 ) 周辺機器や増設した装置を取0外す 

本機をご購入後に、プリンタやスキャナなどの周辺機器、メモリなど、お 
客様ご自身で増設された装置がある場合は、装置を取り外した状態で電源 
を入れ、問題が解かされるかどうか確認してください。 


( 2 ) セーフモードで起動し、システムの復元を行ラ 

必要最低限の状態であるセーフモードで起動してみてください。 
rS P .245 「セーフモードでの起動」 


セーフモードで起動できた場合は、「システムの復元」機能を使用してが前 
のコンピュータの 状態に戻すことで、問題が解決できる可能性があります。 
^テムの復元を行ってみてください。 

I p .245 r システムの復元」 


システ 

回 


(3) 前回正常起動時の構成で起動する 

セーフモードで起動できない場合は、前回正常起動時の構成で起動できる 
かどうかを確認してください。 



1. シャットダウン状態か6コンピュータの電源を入れます。 

2. 「 EPSON 」 と表示され 消えた直後に rm を押し、そのまま離さずにしば 
S く押し続けます。 

3. [1 羊細プートオプション」画面が表示された!5、 rn または nn 对甲して、 
r 前回正常起動時の構成」を選択し、〔: • n を押します。 
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(4) 日 lOS の設定を初期値に戻す 

BIOS の不整合が原因で問題が発生している可能性があります。 BIOS の設定 
を初期値に戻し、問題が解みされるか確認してください。初期値に戻す前に 
BIOS の設定をメモしておいてください。 

P.179 r Load Optimal Defaults (初期値に房す)」 


(5) Windows を再インス I ルする 

HDD 内に記録されている、起動部分のプログラムが破損している可能性が 
あります。 Windows の再インストールを行って、問題が解決されるかどう 
か確認してください。 

cap .193 「ソフトウエアの再インストール」 

診断結果 C 

まず、^ ap .250 「警告メッセージ/警告音」をご覧になり、メッセージに応じ 
た対処を行ってください。あてはまるメッセージがない場合は、下記をご覧に 
なり、巧処を行ってください。 

•「 S . M . A . R.T Failure Predicted on HDD / WARNING : Immediately 
back-up your data and replace your HDD 」 とし、うメッセージげ表术 
された場合 


(1) カスタマーサービスセンターへ連絡する 

HDD に問題がある可能性が考えられます。『サポート.サービスのご案内』 
(別冊）をご覧になり、カスタマーサービスセンターへ■ご連絡ください。 

• roiSK BOOT FAILURE」 、 「Invalid system 出 sk」 、 「Missing 
Operating System」、「Operating System Not Found」、「Reboot and 
Select proper Boot device …」などのメッセージび表示された場合 

次の巧処を順番に行ってみてください。 


(1) FD や USB フラッシュメモリを取りかす 

接続している USB FDD に FD がセットされていたり 、 USB 接続のフラッシュ 
メモリなどが接続されていたりすると、 FD や USB 機器から OS を読み込も 
うとして、現象が発生する場合があります。 FD や USB 機器を取り外してか 
ら、コンピュータを起動して、問題が解みされるかどうか確認してくださ 
い。また、 BIOS の 「BootJ メニュー画面で HDD の起動時の優先順位を FDD 
や USB 機器よりも前に設をしておくことで、 FDD や USB 機器を接続したが 
態でも、コンピュータを起動できるようになります。 
ra P.184 「起動 （ Boot ) デバイスの順番を変更する」 
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( 2 ) しば6く放置する 

急激な温を変化があった場合は、 HDD の表面が結露してしまっている可能 
性があります。乾くまで、しばらく放置しておいてから、再度電源を入れて 
みてください。 

(3) H □□の認識と接続を確認する 

BIOS で HDD を認識できていない可能性があります。次の手順で BIOS を確 
認してください。 

1 . BIOS Setup ユーティリティを起動します。 

P .175 「BIOS Setup ューティリティの起動」 

2 . 「 Advanced 」 メニユー画面 - 「IDE ConfigurationJ - 「Primary IDE 
Master 」 の表示を確認します。 

HDD の型番が表示される場合、 HDD は正常な状態です。続いて、下記 

(4) (5) の作業を行ってみてください。 

「 NotDetected し 「 None 」 などと表示される場合は、 HDD が正常に認識さ 
れていません。『サポート.サービスのご案内』をご覧になり、「カスタ 
マーサービスセンター」へご連絡ください。 

(4) BIOS の設定を初期値に戻す 

BIOS の不整合が原因で問題が発生している可能性があります。 BIOS の設を 
を初 M 値に戻し、問題が解かされるか確認してください。初期値に戻す前に 
BIOS の設定をメモしておいてください。 

p . l 79 r Load Optimal Defaults (初期値に戻す)」 


(5) Windows を再インス I ルする 

HDD 内に記録されている、起動部分のプログラムが破損している可能性が 
あります。 Windows の再インストールを行って、問題が解みされるかどう 
か確認してください。 

PPI P .193 「ソフトウェアの再インストール」 

• そのほかのメッセージび表示された場合 


次の対処を順番に行ってみてください。 


(1) FD や USB フラッシュメモリを取り外す 

接続している USB FDD に FD が七ットされていたり 、 USB 接続のフラッシュ 
メモリなどが接続されていたりすると、 FD や USB 機器力 S ら OS を読み込も 
うとして、現象が発生する場合があります。 FD や USB 機器を取り外してか 
ら、コンピュータを起動して、問題が解みされるかどうか確認してくださ 
い。また、 BIOS の 「 Boot 」 メニュー画面で HDD の起動時の優先順位を FDD 
や USB 機器よりも前に設定しておくことで、 FDD や USB 機器を接続した状 
態でも、コンピュータを起動できるようになります。 

Pl ^ p .184 「起動 （ Boot ) デバイスの順番をを更する」 
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( 2 ) 周辺機器や増設した装置を取0外す 

プリンタやスキャナ、メモリなど、ご購入後にお客様ご自身で増設された 
装置がある場合は、装置を取り外したが態で電源を入れ、問題が解みされ 
るかどうか確認してください。 

(3) 日 lOS の設定を初期値に戻す 

BIOS の不整合が原因で問題が発生している可能性があります。 BIOS の設定 
を初期値に戻し、問題が解かされるか確認してください。初期値に戻す前に 
BIOS の設定をメモしておいてください。 

P .179 r Load Optimal Defaults (初期値に房す)」 


(4) Windows を再インス I ルする 

HDD 内に記録されている、起動部分のプロダラムが破損している可能性が 
あります。 Windows の再インストールを行って、問題が解決されるかどう 
か確認してください。 

rsi P .193 「ソフトウェアの 再 インストール」 


診断結果 D 


次の支ホ処を順番に行ってみてください。 

( 1 ) 周辺機器や増設した装置を取0外す 

本機をご購入後に、プリンタやスキャナなどの周辺機器、メモリなど、お 
客様ご自身で増設された装置がある場合は、装置を取り外した状態で電源 
を入れ、問題が解決されるかどうか確認してください。 

( 2 ) セーフモードで起動し、常駐ソフトを停止したり、システムの復元を行ラ 

必要最低限の状態である セーフモー ドで起動してみてください。 

巧 P .245 「セーフモードでの起動」 

セーフモードで 起動できた場合は、常駐ソフト（システム穂動中、常に稼 
動しているソフト）を一時的に停止させることで問題が解決するかを確認 
してください。 

常駐ソフトを停止する手順は次のとおりです。 

1. [スタート]- r 検索ボックス」に rmsconfigj と入力して、 fTH を押し 
ます。 

2. 「ユーザーアカウント制御」画面が表示された S 、 [続行]をクリックします。 

3. 「スタートアップ」タブをクリックし、一覧か6問題の原因となっている可 
能性のある項目のチェックを外し、にのをクリックします。 

4. r 再起動が必要な場合があります」といラメッセージが表示された!5、[再起 
動]をクリックします。 

常驻ソフトが原因ではなかった場合、外したチェックは元に戻してくだ 
さい。 


222 






第白章こんなとさは 


常房ちソフトが原因でなかった場合は、「システムの復元」を行ってみてくだ 
さい。な前のコンピュータの状態に戻すことで、問題が解みできる可能性 
があります。 

r~y P .245 「システムの復元」 


(3) 前回正當起動時の構成で起動する 

セーフモードで起動できない場合は、前回正常起動時の構成で起動できる 
かどうかを確認してください。 

1. シャツトダウン状態か6コンピュータの電源を入れます。 

2. 「 EPSON 」 と表示され、 消えた直後に广再~"1 を巧し、そのまま離さずにし 
ば6 く巧し続けます。 

キーを押すタイミングがずれて、 Windows が起動してしまった場合は、 
再起動してからやりなおしてください。 

3. n 羊細ブートオプション」画面が表示された!5、 rr ~ i または m を巧して、 
r 前回正甫起動時の構成」を選択し、を巧します。 


(4) Windows を再インス I ルする 

HDD 内に記録されている、起動部分のプログラムが壊れている可能性があ 
ります。 Windows の再インスト ■ —ルを行って、問題が解かされるかどうか 
確認してください。 

rSI P .193 「ソフトウェアの再 インストール」 
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起動時の不具合（そのほか） 

現象 

起動時に次のよラにパスワードの入力が要求される。また、パスワードを入 
力してち起動しない。 

Enter Password : 


Hard Disk lock , enter master password : 


5 查認と対処 

■「BIOS Setup ユーティリティ」の r Security ] メニュー画面でパスワードを 
設をしてあります。正しいパスワードを入力してください。 
rs P .175 「BIOS S 幻 up ユーティリティの操作」 

•パスワードを正しく入力しているか確認してください。 向品立] の状態により 
一部のキーが 数値 キーと して働きます。 

P '73 「キーボードを{まう」 

•パスワードを忘れてしまった場合には、『サポート.サービスのご案内』を 
ご覧になり、カスタマーサービスセンターまでご連絡ください。 


現ま 


Windows が起動せず、「システム回復オプション」画面が表おされた。 


5查詔と対処 

• Windows に不具合が起きると、 HDD 内に設定されている 「 Windows 回復環境 
(Windows RE ) J が自動的に起動します。「システム回復オプション」画面は 
Windows RE の画面です 。 Windows RE の機能を使用して、不具合を修復して 
ください 。 Windows RE の概要は、 P .247 「Window 姻復環境 （Windows 
RE ) を巧う」をご覧ください。 


224 








第目章こんなとをは 


►コンピュータ本巧の不具合 

コンピュータ本体の不具合に巧する巧処方法を説明します。 

省電力機能に関ずる不具合 

現ま 


正し<省電力状態に移行でさない。または省電力状態か5復帰でさない。 


5查認と対処 

■使用しているソフトウエアや常駐ソフト、増設している周の機器の影響によ 
り省電力機能が正常に働かない可能性があります。ソフトウエアの削除や常 
駐ソフトの解除、周辺機器の一時的な取り外しを行い、ぞ電力機能が正常に 
働くか確認してください。 

■バッテリ残量が少なくなり、本機が省電力状態に移行した場合は、 AC アダ 
プタを接続してから復帰させてみてください。 


•省電力が態から復帰できない場合は 、 rcw | + rAlt >(5 ele 為 を押して本機を 
再起動してください。ただし省電力状態に移行する前に作成した未保ちの 
データは、すべて消失します。 

•省電力状態で PC カードやメモリカード、 USB 機器などを抜き差しする 
と、正しく復帰できません J 饰1 l + r 7 iri + ( Deletel を押して、本機を再起動 
してください。ただし、省電力状態に移行する前に作成した未保存のデータ 
は、すべて消失します。 

バッテリパック使用時の不具合 

現ま 


充電されない。 


5查詔と対処 

■バッテリパックが正しく装着されているか確認してください。 

■ホ電時にバッテリホ電ランプが点灯しているか確認してください。点灯して 
いない場合は、電源コンセントに電源が供給されているか確認してくださ 
い。ほかの電気製品を電源コンセントに接続してください。 


















困ったとさに 


現ま 


すぐにバッテ U が終わつてしまう。バッテ U での使用可能時間が短い。 


お認と対処 


I バッテリが寿命に達したと考えられます。巧しいバッテリと交換してくださ 
い。なお、 f 吏用巧みのバッテリは、所定のホ法でリサイクルしてください。 
P.67 「バッテリの交換 J 
P.69 「使用済みバッテリの取りあい J 


• バッテリの劣化を抑えて寿命を延ばす方法は、 rap .68 レくッテリの寿命 
を延ばすには J をご覧ください。 

セキュリティチップのセキュリティ機能 ( TPM ) の不具合 

現ま 


セキュ U テイチップの情報を初期化して、購入時の状態に戻したい。 


5査認と対処 

■セキュリティチップの情報の初期化は、 「BIOS 七ットアップユーティリティ」 
の次の項目で行います。 

r Security J メニュー画面一 「TPM Security ClearJ で 【 ■<■!) を押します。表示 
されたセキュリティチップ設定の初期化ウィンドウで 「OkJ を選択し、 rEx 山 
タニェ. —画面一 r Save Changes and ExitJ を選がして BIOS を終了します。情 
幸良が初期化され、コンピュータが再起動します。 

口 P.175「BIOS Setup ユーティリティの操作」 

初期化を行うと、それまでに暗号化されたデータを使用できなくなりまず。 
また、 Windows Vista の HDD 暗号化機能 「BitLocker」 を使用しているが態で初 
期化を行うと、 Windows が起動できなくなり、暗号化していた HDD 内のデー 
夕も使用できなくなります （ BitLocker は、 Windows Vista Ultimate および 
Windows Vista Enterprise の機能です)。 

セキュリティチップの初期化を行う攝合は、お客様の責任において十分に注 
意して行ってください。 


226 






第白章こんなとさは 


そのほかの不具合 
現ま 


八ングアップしてしまい、何ち反応しない。 


5査認と対処 

•応答のないソフトウエアをタスクマネージャで終 T させます。 

ソフトウエアを終了させることができない場合には、 5 ゆな上電源スイッチ 
を押して電源を切ってください。 

回 P .60 レ、ングアップしたときは」 


現ま 


「BIOS Setup ユーティ U ティ」の情報、日付、時間などの設定が変わって 
しまラ。 


5査認と対処 

■本機内部のリチウム電化の残量が少なくなり、 BIOS のデータを保持できな 
くなっている可能性があります。『サポート.サービスのご案内』をご覧に 
なり、カスタマーサービスセンターまでご連絡ください。 


現ま 


BitLocker でドライブを暗号化した状態で BIOS のアップデートや Boot の 
順番の変更を行ったところ、 BitLocker のパスワード入力やパスワードを保 
巧してある USB フラッシュの挿入をホめ5れた。 

( BitLockerl ま 、 Windows Vista Ultimate および Windows Vista Enterprise 
の機能です。） 


5 查認と対処 

■パ スワ ードを入力するか、パ スワ ードを保存してある USB フラッシュを挿入 
してください。 BIOS のアップデートや Boot の順番の変更を行うときは、 
BitLocker のドライブ暗号化を解除した状態で行ってください。 



現ま 


終了処理をしてち電源が切れない。 


お詔と対処 

■ Windows Vis はでは、[スタート]-[む]を押すと、本機は「スリープ状態」 
になります。電源を切りたい場合は、[スタート]— [►] 一「シャットダ 
ウン」で電源を切ってください。 


■正しい処理を行っても電源が切れない場合は、電源スイッチを 5 秒な上押し 
続けてください。 
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現ま 


電源コードを接続すると、コンピュータが一瞬起動する。 


お認と対処 

• BIOS Se 扣 P ユーティリティで 「 Wake-UpOnLANJ 項目が 「Enable のに設定 
されていると、電源コードを抜いて接続しなおした際に、コンピュータが一 
瞬起動することがあります。これは不具合ではありません。 

►メモリの不具合 


メモリの不具合に巧する対処方法を説明します。 


メモリの不具合 
現ま 


表おされるメモ U 容量が実際の容量と違っている。 


5畜詔と対処 

• メモリを増設した場合は、メモリのタイプが合っているか、 スロッ トの奥ま 
でしっかりと差し込まれているか確認してください。 
ra 13.165「メモリの装着」 
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►記憶装置の不具合 

記憶装置の不具合に巧する対処方法を説明します。 


HDD の不具合 
現ま 


HDD 容量が Windows 上で、マニュアルに記載されている容量と異なって表 
をされる。 


お認と対処 

• 本機に搭載されてレ、る HDD 容量を Windows 上で確認すると、マニュアルに記 
載されている HDD 容量より少なく表示されます。 

これは、 Windows 上では容量を計算や表示する場合に「2進を」 （0 と1の2つ 
の数字を用いる表記を）を使用しているのに巧して、 マニュアルでは HDD な 
どの仕様を表記する際に用いられている「10進を」 （0 〜9の数字を用いるま 
記を）を使用していることによる違いです。 

2進をで表記した 1 KB (キロバイト）は 「1024 Byte 」 になるのに対•し、10進 
法で表記した場合には 「 lOOOByte 」 となります。そのため、 Windows などの 
OS 上で表示される HDD 容動よ、 マニュアルに 記載されている容量よりも少 
なく表示されます。 


現ま 


HDD か SWindows が起動しなし、 


お認と対処 

■ BIOS の 「 Boot 」 メニュー画面で起動時の HDD の順番が正しく設をされてい 
るか確認してください。 

巧 P .175 「BIOS S 幻 up ユーテイリテイの操作」 


現ま 


Windows の再インス I ルをした5、 HDD の空き容量が大幅に減ってし 
まつた。 


5查詔と対処 


■ P .201 「Windows Vis はのインストール J 手順9で、 C ドライブのフォーマット 
を行わずに Windows のインストールをしてしまうと、な前の Windows のデー 
夕が Windows . old フォルダに保存されるため、 HDD の空き容量が大幅に減つ 
てしまいます。 Windows . old フォルダが不要な場合は、削除してください。 
Windows . old フォルダは[スタート]-「コンピュータ」一 「 C ドライブ J に 
あります。 

通常は、手順どおりに C ドライブを フォーマツ トしてから Windows の インス 
トールをしてください。 
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光ディスクドライブの不具合 

現象 

才ーディオ CD や DVD VIDEO 再生時に、音声が出力されない。 

5查認と対処 

• スピーカのを量が小さくなっている可能性があります。音量を調節してくだ 
さい。 

わ W P .114 「を量の調節」 

現ま 

セツトしたメディアにアクセスでさない。 

5查詔と対処 

• メディアが正しくセットされているか確認してください。 

• メディアを挿入した直後、アクセスランプ点灯中は読み込み準備のためアク 
セスできません。この場合はアクセスランプの消灯を待って、もう一度アク 
セスしてください。 

• メディアの表面にキズなどがないか確認してください。 

•別のメディアにアクセスできるか確認してください。問題がない場合は、ア 
ク七スできないメディアに問題がある可能性があります。 

•七ットしたメディアが、書き込み巧みの場合、光ディスクドライブとの巧性 
によりアクセスできない可能性があります。 

現ま 

セットしたメディアが取り出せない。 

お認と対処 

• コンピュータの電源が入っているか、確認してください。 

• ソフトウエアによっては、独自の取り出し方をでないとメディアが取り出せ 
ないものもあります。詳しくは、お使いのソフトウエアに添付のマニュアル 
をご覧ください。 
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現ま 

メディアへの 書 さ込みがでさない。 


5査認と対処 

• DVD - ROM ドライブの場合、メディアへの書き込みはできません。 

•書き込みソフト 「Nero 7 Essentials 」 がインストールされていない場合は、イ 
ンストールをしてください。 

口 p .210 「Nero 7 Essentials のインスト ■ —ル」 


■ メディアのフォーマットに関する不具合や、書き込みに関する不具合につい 
ては、 『 Nero ューザーズガイド』を参照してください。 

「マニュアルびゆ一わ J _ 『 Nero ユーザーズガイド』 

■お使いの光ディスクドライブ巧応のメディアを使用しているかどうか確認 
してください。 

「マニュアルびゆ 一 わ」一 『光ディスクドライブ PDF マニュアル』 

■データの書き込みをドラッグアンドドロップで行うには、 「 InCD 」 でメディ 
アを フォー マットする必要があります。 

巧 P.89 「Nero 7 Essentials の使 V 、ホ」 

■ InCD で巧用できるメディアは、 CD - RW 、 DVD ± RW 、 DVD - RAM のみです。 
f p.89 「Nero 7 Essentials の使いホ」 

• InCD でフォーマットしたメディアは 、 「Nero 7 Essentials 」 での書き泣みがで 
きません 。 Nero 7 Essentials で「ディスクの消去」を行ってください。 

P. 拟 「Nero 7 Essentials の巧い方」 

• Windows が省電力状態に切り替わると、書き込み可能なメディアへのデータ 
転送 エラーが 起き、書き込みに失敗する場合があります。書き込みを始める 
前に省電力状態に移行しないように設定してください。 

ra P .157 「省電力状態に移行する方を」 

■ メディアが正しく七ットされているかどうか、確認してください。 

■ メディアの表面に巧れやキズなどがないか、確認してください。 

■ メディアの残量があるか、確認してください。 

■へッ ド レンズの巧れによって、書き込みができない場合があります。 


■光ディスクドライブとの相性によって、セットしたメディアに書き込めない 
場合があります。 




困ったとさに 


現ま 


DVD の再生がでさない。 


お認と対処 

• DVDVIDEO を再生する場合は、専用の再生 ソフ トウエアが必要です。購入時 
には WinDVD が インス トールされています。 

DVD VIDEO の再生に関する不具合は、 WinDVD のヘルプを参照してくださ 

い。 

•解像度や色数を変更してみてください。 
rs P .105 「解像をや表示色のを更モ■を」 

•外付けディスプレイを接続して、「クローン表示」で表示をしていると、「{ま 
用しているディスプレイ環境は保護されているコンテンツの再生をサポー 
卜していません。」というメッセージが表示され 、 DVD VIDEO の再生が中断 
されます。このような場合は、 「 LCD 表示」または「外付けディスプレイ表 
示」に切り替えてください。 
ra p . iio 「画面表示を切り替えるには」 


PC カードの不具合 
現ま 


PC 力ードを装着してち使用でさない。 


5查認と対処 

■本機で使用可能な PC カードかどうか確認してください。 
ra P .93「 PC カードを{まう」 

• PC カードスロットにカードが正しく装着され、認識されているか確認して 
ください。 

巧 p .93「 PC カードを使う」 


• PC 力 ードを使用するために必要なドライバやソフトウエアがインストール 
されているか確認してください。詳しくは、 PC カードに添付のマニュアル 
をご覧ください。 

•外部機器を追加するために PC カードを装着した場合、外部機器と PC カード 
の接続が正しいか、正しいケーブルを使用しているかを確認してください。 
詳しくは、 PC カードに添付のマニュアルをご覧ください。 


232 




第白章こんなとさは 


メモリカードの不具合 
現ま 

メモ U 力ードを装着してち使用でさない。 

5査認と対処 

• 本機で使用可能なメモリカードかどうか、メモリカードがスロットの仕様に 
対•応しているか確認してください。 
ra P '98 「本機で巧用できるメモリカード」 

■ メモリカード スロッ トにカードが正しく装着され、認識されているか確認し 
てください。 

口 P .99 「メモリカードのセットと取り外し J 

►入力装置の不具合 


入力装置の不具合に巧する対処方法を説明します。 

キーボー ドの不具合 
現ま 

どのキーを巧してち応答がない。 

5查認と対処 

■タッチパッドを操作してください。タッチパッドで操作できる場合もありま 
す。 

• ソフトウェアが時間のかかる処理を実行している可能性もあります。しばら 
く待ってみてください。 

• ソフトウェアがハングアップしている可能性もあります。このような場合に 
は、タスクマネージャでソフトウェアを終了してください。 
ra P .6 Q 「ソフトウェアの強制終了」 

現ま 

キートップにある文字や記号が入力でさない。 

5査詔と対処 

• 直接入カモードで日本語を入力することはできません。日本語入カモードに 
切り替えてください。 

Oip .74 「文字を入力するには」 
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現ま 

と区奇]、と CE ] (アプ U ケーシヨンキー）などの機能キーが動 
作しない。 

5查認と対処 

と 向口 、または と [3 □(アプリケーションキー）の 機能が入 
れ替わつている可能性があります。 


<「Fn I と I Ctrl I が機能しない場合> 

BIOS の設定で、 「 Advanced 」 メニュー画面の 「Exchange Fn & L-Ctrl keyj が 
「 EnabledJ になっていな V 、か 確認してください。 


<rAlt 1 と 广 冒つ （アプ U ケーシヨンキ ー) が機能しなし'!場合> 

BIOS の設定で、 「 Advanced ! メニュ ■ —画面の 「Exchange R-Alt & Win App key 」 
が 「 EnabledJ になっていないか確認してください。 
ra P.77 「入カキーの機能の入れ替え」 

巧 P.175 「BIOS S 幻 up ユーティリティの操作」 

タッチパッドの不具合 

現ま 


ポインタの動さが悪い。 


5査認と対処 

•手がぬれていたり、湿気を帯びていたりしていると、動きが悪くなります。 

• LCD ユニットを長時間閑じたままにしていた場合や、巧用環境により湿度や 
温度の急激なを化があった場合に正常に動作しなくなることがあります。一 
度電源を切って入れなおしてください。 

•タッチパッドユーテイリテイを起動し、ポインタの動作の設定をを更してみ 
てください。 


現ま 


ポインタが動かない。 


5畜詔と対処 

• タツチパツ ドが OFF になっていないか確認してください 。 [Fn ] + 广ド 9 I (白/ X ) 
を押してみてください。 

p .76「 Fn キーと組み合わせて{まうキー」 
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• ソフトウエアが時間のかかる処理を実行している可能性もあります。ソフト 
ウェアの マニュアルを ご覧ください。 


• ソフトウエアがハングアップしている可能性もあります。しばらく侍っても 


反応がない場合は、再起動してください。 

わ ad P '59 「再起動 J 

F 3 p .60 レ、ングアップしたときは」 


►表示装置の不具合 


表示装置の不具合に巧する巧処方法を説明します。 

LCD ユニットの不具合 
現ま 


LCD 画面に何ち表示されない。 


確認と対処 

•外付けディスプレイを接続している場合は、外付けディスプレイの電源を入 
れ、画面が表示されるか確認してください。 


•画面の明るさを調節してください 。 I Fn j + 「 F 5 レ rFnl + rF 6 1 で調節でき 
ます。 

p .103「 LCD ユニットの調整」 


•バックライトが消灯していないか確認してください 。 「Fn l+r F 7 I を押して 
みてください。 

ド旬 i P .1 Q 3 「バックライトの消灯」 

•省電力状態になっている可能性があります。キーボードまたはタッチパッド 
を操作してください。 

ド3 P .159 「省電力状態からの復帰方法」 

• バッテリ使用時に、バッテリ残量が低下してそのまま放置すると、スタンバ 
ィに移行します（購入時の設定)。 AC アダプタを接続してから復帰してくだ 
さい。 

• コンピュータの 電源を切ってから20砂が内に電源を入れると、 システム 管理 
機能が電源を異常と判断する場合があります。一度電源を切って、20秒が上 
待ってから電源を入れてみてください。 
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■警告音（ビープま）が鳴った場合は、起動時の自己診断テストにて異常が発 
見された可能性があります。警告音（ビープ音）の回数をメモして、『サポー 
卜.サービスのご案内』（別冊）をご覧になり、テクニカルセンターまでご 
連絡ください。 

口 P .250 「警告メッセージ/警告音」 

現ま 

画面がち 5 つく。 

5查認と対処 


• LCD 画面が明るくなったり、暗くなったりしてちらつく場合には 、 BIOS Setup 
ユーティリティ画面でも同様の現象が発生するか確認して、『サポート•サー 
ビスのご案内』をご覧になり、テクニカルセンターまでご連絡ください。 
m P .175 「BIOS S 幻 up ユーティリティの操作」 

►サウンドの不具合 


サウンドの不具合に対する対処方法を説明しまず。 


内蔵スピーカの不具合 
現ま 


システムは正常に動作しているのに音が鳴 5 ない。 


5查詔と対処 

• 内蔵スピーカの音声出力音量が小さくなっている、またはミュートになって 
いる可能性があります。ボリュームを調節してください。 
rw P .114 「を量の調節」 
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►ソフトウェアの不具さ 

ソフ トウ エアの 不具合に巧する巧処方法を説明します。 

ソフトウェアの不具合 

現ま 


ソフトウェアの使用中に突然停止（八ングアップ）した。 


5查認と対処 

• 過度の電源ノイズ、瞬時電圧 f 臣下などが発生した可能性があります。電源ノ 
イズによる現象には、ディスプレイのノイズ、システムの再起動、停止レ、 
ングアップ）などが含まれます。ソフトウエアを再巧実行してみてください。 

• ケーブルの接続不良や、キーボード内のゴミやホコリ、電源の出力不安定、 
またはそのほかの部品の不良によって不具合が発生する場合があります。点 
検を行ってみてください。 

■ HDD に巧するデータの読み書きの最中に振動が加わると、システムが停止レ、 
ングアップ）する場合があります。 

■応答のないプログラムを強制終了してから、コンピュータを再起動してくだ 
さい。 

r ^ p .6 o レ、ングアップしたときは」 
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現ま 


ソフトウェアが起動しない。 


お認と対処 

• ソフトウエアの起動に必要とされるシステムリソース（メモリ容量や HDD の 
使用可能な容量など）が整っているか確認してください。エラーメッセージ 
などが表示される場合は、ソフトウエアのマニュアルを参照して必要な巧化 
を行ってから、再を起動してみてください。 

• ソフトウエアを正しい方法でインストールしたか、ソフトウエアの起動手順 
を正しく実行しているか確認してください。 

•実行しようとしているデイレクトリが正しいか確認してください。オプシヨ 
ンの USB FDD から起動しようとしている場合は、ドライブやデイレクトリの 
指定が正しく行われているか確認してください。 

• ソフトウエアの使用許諾を受けていない場合（違をコピーなど）、ソフトウエ 
アが動作しないことがあります。ソフトウエアの正式版を使用してくださ 
い。 

• ソフトウエアの使用ホををもう一度確認してください。それでもソフトウエ 
アの不具合が解みできないときは、ソフトウエアの販売元にお問い合わせく 
ださい。 


現ま 


r マニュアルびゆ一わ」がグレーになって使用でさない。 


5査認と対処 


• マニュアルびゆ 一 わの イ ンス トールを 行って ください。 
p .209 「マニュアルびゆ一わのインストール」 


I 「マニュアルび ゆ 一 わ」 を 巧用できない場合、当社のューザーサポートペー 
ジから当社作成の電子 マニュアルを ダウンロー ドすることができます。 
ユーザーサ ポートページからダウンロー ドした電子 マニュアルは、マニュア 
ルごとにファイルを開いてご覧ください。 
r ^ p .256 「電子 マニュアルの ダウン ロード」 
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現ま 


Internet Explorer を使用時、情報パ'—に警告が表示される。 


お認と対処 

•購入時の Internet Explorer は、セキュリティ強化のために、意図しないプログ 
ラムや実行ファイルのダウンロー ドについて警告するよう設をされていま 
す 。 Internet Ex が orer 使用時、情幸良バーに警告が表示されたら、情報バーをク 
リックして、表示された項目から適切な対処を選択してください。 


現ま 


Windows メールで HTML メールの画像が表示されない、または添付フアイ 
ルが開けない。 


5査認と対処 

■ メール添付のフアイルや送信元の不明なメールによるウイルスの侵入から、 
コンピュータを保護するための設定が購入時にされています。 

HTML メールの 画像を見る場合は、送信元を確認して、件を の 下にある情幸区 
バーをクリック します。 

添付ファイルについての設定は、次の場巧で確認できます。 

Windows メールの[ツール]-「オプション」一「セキュリティ」タブー 
「ウイルスの可能性がある添付ファイルを保存したり開いたりしない」 


現ま 


インストールしたネットワークアプ U ケーシヨンが動作しない。 


5査認と対処 

•ファイアウォールが有効に設定されていると、ネットワークアプリケーシヨ 
ンが正常に動作しない場合があります。 

P.52 「セキュリティ対■策を行う」 

詳細についてはソフトウエアの販売元にお問い合わせください。 




困ったとさに 


現ま 


ソフトウ I アやプ□グラムが停止し、「データ実行防止」画面が表おされる。 


お認と対処 

• ソフトウェアやプログラムがウイルスに感染している可能性があります。七 
キュリティソフトウェアでウイルスの検索-駆除を行ってください。 

•を全なソフトウェアを実行して「データ実行防止」画面が表示される場合 
は、ソフトウェアの製造元へお問い合わせください。 

■問題が解みしない場合は、『サポート.サービスのご案内』（別冊）をご覧に 
なり、テクニカル七ンターまでお問い合わせください。 

インス I — ル時の不具合 
現象 


Windows の再インストールがマニュアルどおりにでさない。 


5畜詔と対処 

■本書のインストール手順は購入時のシステム構成を前提にしています。イン 
ストールは、 BIOS の設定とシステム構成を購入時のが態に戻して行うこと 
をおすすめします。 

■本書のインストール手順は、 HDD のフォーマット後に行うことを前提に記載 
しています。それな外の場合は、手順が異なることがあります。不明な点は 
『サポート.サービスのご案内』（別冊）をご覧になり、テクニカルセンター 
までお問 V 、合わせください。 

•インストール方をに関する最新情報を記載した紙類が添付されている場合 
があります。栖包品を確認してみてください。 


現ま 

Windows VistaU カバ UDVD を光ディスクドライブにセツトして再起動 
をしても 、 [Press any key to boot from CD or DVD 」 とまおされない。 


5 畜詔と対処 

•光ディスクドライブの起動の順番を HDD よりも後ろに設定している可能性 
があります 。 「BIOS Setup ユーティリティ」を実行して、起動順位を変更し 
てください。 

ra P .184 「起動 （ Boot ) デバイスの順番を変更する」 
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► FAX モデムの不具合 


現ま 


r モデムが検出されませんでした。」とエラーメッセージがま示され、イン 
夕ーネットに接続でさない。 


5查認と対処 

■「モデムの プロパティ」 で[詳細情報]または[モデムの照会]を実行して 
みてください。モデムに問題がある場合は、エラーメッセージが表示されま 
す。 

[スタート]-「コント□-ルパネル」一「八ードウエアとサウンド」一「電話 
とモデムのオプション」一「モデム」タブー[プ□パティ]-「診断」タブの 
[モデムの照会]をクリックします。 


現ま 


インターネットへ接続でさない 


5査認と対処 

■モジュラコードが、モデムコネクタに接続されているかを確認してください。 

■次の場所で電話番号や、設をを再確認してください。また、国番号と市外局 
番や、トーンとパルスの設定も確認してください。 

[スタート]- r 接続」一 r 接続名（任意の名前)」一[プ□パティ]-[ダイヤル情報] 

•接続ユーザータや、接続パスワードが間違っている可能性があります。次の 
点を確認して入力してください。 

-全角の文字を巧用していないか（全ち文字は使用できません)。 

-大文字と小文字を区別しているか。 

• 数字とアルファベットを間違えていないか。数字の0とアルファベットの 
〇など。 

• 接続ユーザーをとメ ールアカウントを混同していないか。 

• 接続パ スワー ドと メ ー ルパ スワ ■ —ドを混同していないか。 
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• DNS (ネーム）サーバの IP アドレスを入力した場合は設定が正しいか確認し 
てください。正しくない場合は修正してください。 

次の手順で DNS (ネーム）サーバの IP アドレスを確認してください。 

(1) [スタート]-「接続」一 r 接続名（任意の名前）」一[プ□パティ]をク 
リックします。 

( 2 ) 「ネットワーク」タブー「インターネットプ□トコル（ TCP / IP )」 一 口口 
パティ ] SDNS (ネーム）サーバのアドレスを確認してください。 

•原因不明で接続できない場合は、インターネット接続ウィザードを再実行し 
てみます。これで接続できることもあります。 

•接続してもすぐに切れたり、プロトコルが確立できないときは、アクセスポ 
イントをを更することによってインターネットへ接続できる場合もありま 
す。同じ市内に複数のアクセスポイントがある場合はプロバイダの電話番号 
を変更してみてください。 

• 次の a 由で接続できないことがあります。時間をおいて接続してみてください。 
-極端に混雑していると、アクセスを拒否されることがある。 

-極端に混雑していると、接続はするがタイムアウトしてしまう。 

. プロバイダのサーバが停止している。 


現ま 


V .92、 K 已日 flex 通信方式で通信でをない。 


5查認と対処 

•回線状況によって、 V .92、 K 56 flex 通信方式で接続できない場合があります。 
V .92、 K 56 flex 通信方式のほかには x 2 ホ式があります。 x 2 方■式のモデムとは、 
V .34 通信方式 （33600 bps ) な下で接続します。またお使いになっている最寄 
りの電話局の交换機から、プロバイダなどの巧手側までの電話回線の通信経 
路が、すべてデジタル化されている必要があります。デジタルからアナログ 
への交換:機切り替えが、この通信経路で1まだけ行われる場合にのみ、 V .92、 
K 56 flex 通信方式で接続することができます。 

• PBX 回線では、 V .92、 K 5 地 ex 通信方式では接続できません。 V .34 通信方式 
(33600 bps ) な下で接続します。 
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現ま 


V .92、 K 已 6 flex 、 V .34 通信方式で通信中に、通信速度が下がる。 


お認と対処 

■ V .92、 K 56 flex 、 V .34 通信ち式では、を定して確実な通信を行うために、モデ 
ム機能が回線状況によって自動的に調整を行い、通信速度を下げて接続する 
場合があります。 

►ネットワーク、インターネットの不具合 


ネットワーク（有線 LAN 、 無線 LAN ) 、インターネットの不具合に対•する対■処 
ホ法は、「インフォメーションメニュー」一「とらぶる解みナビ」をご覧くだ 
さい。 







I システム診断ツールを巧ラ 


ここでは「システム診断ツール」について説明します。 

システム彰断ツールとは、本機の調子が悪いときに、不具合の原因がハード 
ウェアにあるかどうかを診断するためのツールです。本機に添付の「リカバリ 
ツール CD 」 に収録されています。 

►システム診断を実行ずる 


システム診断の実行方法は、次のとおりです。 

1 リカバリツール CD を光ディスクドライブにセットしまず。 

「自動再生」画面が表示された場合は、 @ をクリックして画面を閉じてく 
ださい。 

2 [スタート]- [►] -[再起動]をクリックして、本機を再起動しまず。 

Windows が起動できないときは、 [ Ctrl ]+[ Alt ]+ ( oeletel を押して、コンピュー 
夕を再起動します。 

3 黒い画面の中央に 「 EPSON 」 と表示され、消えた後 、 「Kernel Loading - -- 
Press any key to run PC TEST 」 と表示された6、どれかキーを巧し 
まず。 

システム 診断 ツールが 起動し、自動的に診斬が開始します。 

4 診断げ終了した5、診断結果をお認しまず。 

「 FJ が表示された場合は、表示された項目に不具合がある可能性がありま 
す。『サポート.サー ビスの ご案内』側刪をご覧になり、テクニカルセン 
ターまで ご連絡ください。 

5 光ディスクドライブか6リカバリツール CD を取り出し、電源を切りまず。 

これでシステム診断は完了です。 
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I トラブル時に巧立つ機能 


ここではトラブルが発生した場合に役立つ Windows が持つ機能について説明し 
ます。 

►セーフモードでの起動 


コンピュータ が起動できない場合や、 ディスプレイ で表示できない解像度を選 
択して表示ができなくなってしまった場合などには、 セーフモー ドで起動して 
みてください。 

セーフモードで起動する方法は、次のとおりです。 

1 コンピユータの電源を切り、20砂程放置してか5、電源を入れまず。 

2 EPSON と表示され、 消えた直樹こ を巧し、そのまま離さずにしば S 
く巧し続けまず。 

fTT ] を押すタイミングがずれて、 Windows が起動してしまった場合は、再 
起動してからやりなおしてください。 

ゴ r 詳細ブートオプション」画面び表示された5、 nn または m を巧して、 
「セーフモード」を還択し、〔3を巧しまず。 

セーフモードで起動できた場合は、不具合に巧するが処を行ってください。 

►システムの復元 


コンピュータの 動作が不安をになった場合、 「システムの 復元」を行って コン 
ピュータ をな前の状態（復元ポイントを作成した時点の状態）に戻すことで、 
問題が解巧できることがあります。 

復元ポイントは通常、ソフトウェアのインストールなどを行った際に、自動的 
に作成されますが、手動で作成しておくこともできます。 


システムを復元する 

システムを復元ポイントのが態に戻す方をは次のとおりです。システムの復元 
を行う前に、 HDD のデータをほかのメディアにバックアップしておくことをお 
すすめします。 

1 [スタート]-「ずべてのプ□グラム」一「アクセサリ」一「システムツー 
ル」一 「システムの復元」を還がしまず。 

2 「ユーザーアカウント制御」画面が表示された5、臓巧]をクリックしまず。 






















トラブル時に役立つ機能 


3 「システムの復元」画面び表示された S 、 r 推奨される復元」を還択し、[巧 
へ]をクリックします。 

復元ポイントを自分で指定したい場合は、「別の復元ポイントを選択する」 
を選択して[次へ]をクリックし、ポイントを選択して[次へ]をクリック 
します。 

4 「復元ポイントの確認」と表示された5、内容を確認し、[完了]をクリック 
します。 

5 「システムの復元を開始ずると…」と表示された5、[はい]をクリックしま 
ず。 

コンピュータが再起動します。 

〇 再起動を、「システムの復元は正常に完了しました。…」と表示された5、 
[閉じる]をクリックします。 

これでシステムの復元は完了です。 

復元ポイントを手動で作成ずる 

復元ポイントを手動で作成する方法は次のとおりです。 

1 [スタート]-「ずべてのプ□グラム」一「アクセサリ」一「システムツー 
ル」一 「システムの復元」を還択しまず。 

Z 「ユーザーアカウント制御」画面び表示された5、[続行]をクリックしまず。 

3 「システムの復元」画面び表示された S 、 「システムの保護」をクリックしま 
ず。 

4 「システムのプ□パティ」画面び表示された5、復元ポイントを作るドライ 
ブ（□-カルディスク）にチェックを付けて[作成]をクリックします。 

ち「復元ポイントの作成」と表示された5、説明を入力し、[作成]をクリック 
します。 

〇 「復元ポイントは正常に作成されました。」と表示された5、 [0 K ] をクリッ 
クしまず。 

な上で復元ポイントの作成は完了です。 
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第目章こんなとをは 


^ Windows 回復摄境 (Windows R 口を巧う 

本機の HDD 内の「消ち禁止領域」には、 「 Windows 回復環境 （Windows RE ) j が 
設定されています。 Windows に不具合が起きると、 HDD 内の Windows RE が自動 
的に起動し、不具合に巧する対処を行うことができます。 

Windows RE の項目 

Windows RE には、次の項目があります。 



<イメージ> 


■スタートアップ修復 

Windows を起動できない問題を自動的に修正します。 Windows が起動できな 
いときは、まずスタートアップ修復を行ってみてください。 

• システムの復元 

コンピュータの 状態をな前の状態（復元ポイントを作成した時点の状態）に 
戻します。 

• Windows Complete PC 復元 

バックアップしてあったデータを使用して コンピュータ 全体を復元します。 
Windows Vista Home Premium , Windows Vista Home Basic (こ （よ、 Windows 
Complete PC 復元のためのバックアップ機能はありません。 

■ Windows メモリ診断ツール 

メモリにハードウエアエラーが発生しているかどうかをお認します。 

• コマンドプ□ンプト 

コマンドプロンプトウインドウを開きます。 















トラブル時に役立つ機能 


r システム回復オプション」画面が表示された！5 

Windows に不具合が起きると、 HDD 内の Windows RE が自動的に起動し、「シス 

テム回復オプション」画面が表示されます。 

「システム 回復 オプション」 画面が表示されたら、次の手順で Windows RE の項 

目を表示させ、巧処を行います。 

1 「システム回復オプション」画面び表示された S 、 キーボードレイアウトが 
「日本語」になっていることを確認し、[巧へ]をクリックしまず。 

2 「回復オプションにアクセスずるには…」と表示された5、「ユーザー名」と 
「パスワード」を入力して[巧へ]をクリックしまず。 

3 Windows RE の項目び表示された5、実行したい項目をクリックしまず 。 lit 
降は、画面の指示に従って作業を行ってください。 

HDD 内の Windows RE を手動で起動する 

HDD 内の Windows RE は、手動で起動することもできます。 

手動で起動するホ法は、次のとおりです。 

1 コンピュータの電源を切り、20秒程放置してか5、電源を入れまず。 

2 にド5〇1\1」と表示され、 消えた直後に を巧し、そのまま離さずにし 
ば S く巧し続けまず。 

を押すタイミングがずれて、 Windows が起動してしまった場合は、再 
起動してからやりなおしてください。 

3 「詳細ブートオプション」画面び表示された5、「コンピュータの修復」を還 
択し、 rw を巧しまず。 

4 「システム回復オプション」画面が表示された5、キーボードレイアウトが 
「日本語」になっていることを®認し、[巧へ]をクリックしまず。 

5 「回復オプションにアクセスずるには…」と表示された5、「ユーザー名」と 
「パスワード」を入力して[次へ]をクリックします。 

〇 Windows RE の項目び表示された5、実行したい項目をクリックしまず。!•ソ 
降は、画面の指示に従つて作業を行ってください。 
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第白章こんなとさは 


DVD の Windows RE を使用ずる 

Windows RE は本機に添付の 「Windows Vis はリカバリ DVD J にも収録されてい 
ます。 HDD 内に設定されている Windows RE を誤って消ましてしまった場合な 
どに使用してください。 

DVD に収録されている Windows RE の起動方法は、次のとおりです。 


1 コンピュータの電源を入れ、 Windows び起動した5 、 「Windows Vista リ 
カバリ DVD 」 を光ディスクドライブにセットしまず。 

「自動再生」画面が表示されたら @ をクリックし、画面を閉じてください。 

2 [スタート]- [►] -「再起動」をクリックして、コンピュータを再起動 
しまず。 

3 「 EPSON 」 と表示を、黒い画面に ["Press any key to boot from CD or 
DVD 」 と表示された5、どれかキーを巧します。 

一定時間内にキーを押さないと、 HDD 内の Windows Vis はが起動してしまい 
ます。 Windows Vista が起動してしまった場合は、手順2へ戻ります。 

4 「システム回復オプション」画面が表示された5、キーボードレイアウトげ 
「日本語」になっていることを確認し、[巧へ]をクリックしまず。 

5 r 修復するオペレーティングシステムを還択し…」と表示された5、 
「Microsoft Windows Vista 」 び選択された状態で[次へ]をクリックし 
まず。 

6 Windows RE の項目び表示された5、実行したい項目をクリックしまず。1•ソ 
陶ホ、画面の指示に従って作業を巧ってください。 




I 警告メッセージ / 警告宣 


本機は、起動時に自己診断テストを行い、内部ハードウェアの状態を診断します。起動時にな下の警告 
メッ七ージが表示されたり、警告音（ビープを）が鳴ったりした場合は、な下のを対処を行ってくださ 
い。処置を行ってもなおらない場合は、『サポート•サービスのご案内』（別冊）をご覧になりテクニカ 
ルセンターまでご連絡ください。 


警告メッセージ 


メッセージ 

説明と対処ちま 

Reboot and Select proper Boot device or 
Insert Boot Media in selected Boot device 
and press a key 

• ブートデバイスにシステムがない場合は 、 「BIOS Setup ユーティ 
リティ」一 「 Boot 」 メニュー画面一「丘 00 1 Device Priority 」 で、 
システムの入ったデバイスを割り付けてください。 

• ブートデバイスにメディアが挿入されていない場合は、シス 
テムの入ったメディアをブートデバイスに挿入してくださ 
い。 

CMOS Battery Low 

バックアップ用電池の容量が不足して 、 CMOS RAM の内容を 
保持できません。テクニカルセンターまでご連絡ください。 

CMOS Checksum Bad 

CMOS の設定が正しく行われていません 。 BIOS Setup ユー 
ティリティを起動して、 「 Exit 」 メニュー画面一 「Load 

Optimal Defaults ] を選択してください。 

CMOS Date/Time Not Set 

日付と時間の設定が正しく行われていません 。 BIOS Setup 
ユーティリティを起動し、日付と時刻の設定をなおしてから 
「 Exit 」 メニュー画面一 「Save Changes and Exit 」 を選択してく 
ださい。 


警告音（ビープ音) 


警告音の回数 

警告の内容 

説明と対処ち法 

1 

Memory reiresh 

rimer error 

メモリリフレッシュが正しく行われていません。メモリの増 
設*交换を行った攝合は、取り付けなおしてください。 

3 

Main memory read / 
write test error 

メモリの読み込み、書き込みが正しく行われていません。メ 
モリの増設-巧换を行った場合は、取り付けなおしてくださ 

い。 

6 

Keyboard controller 
BAT test error 

キーボードが正しく機能していません。テクニカルセンター 
までご連絡ください。 

7 

General exception 
error 

メモリ、キーボードな外のシステムが正しく動作していませ 
ん。テクニカルセンターまでご連絡ください。 

8 

Display memory 

error 

ビデオメモリが正しく動作していません。テクニカル七ン 
ターまでご連給ください。 
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付録 

お手入れ方法や HDD 領域の作成方法、仕様などについて説明します。 

r お手入れ」 . 252 

r データのバックアップ」 . 253 

r バックアップ CD の作成」 . 254 

r 電子マニュアルのダウン□ー ド」 ....... 256 

r セキュリティチップ （TPM) によるデータの暗号化」 . 257 

「HDD 領域 （ ドライブ）の分割-変更-作成」 . 258 

r リチウム電池の交換」 ........... 266 

「AT コマンドの使用」 . 267 

r コンピュータを廃棄するときは」 ...... 268 

r 機能仕様一覧」 . 270 













I ぉ手入れ 


本機は精密な機械でず。取りキあいに注意して、定期的にお手入れを行ってくだ 
さい。 


制限 


お手入れは、本機の電源を切った状態で巧ってください。 


►本機のお手入れ 

本機のお手入れ方法について説明します。 


外装 

コンピュータ 本体の外装の汚れは、柔らかいホに中性洗剤を適度に染み込ませ 
て、軽く巧き取ってください。 


制限 


LCD 画面 


•本機をたたいたり、硬いちのでこすったりしないでくださしん変形やキズ、破 
損の原因となります。 

•ベンジン、シンナーなどの溶剤を使わないでください。変色や変形の可能性 
があ0ます。 


LCD 画面はをいたホやテイッシュペーパーなどで巧いてください。水や洗剤な 
どは巧わないでください。 
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データのバックアップ 


Windows を再インストールすると、 Windows がインストールされるドライブ（通 
常〔ドライブ）に保存しているデータはすべて消ちされます。 Windows を再イン 
ストールする前に、必要なデータのバックアップを取っておいてください。 

►バックアップ方法 


作成したファイルや Internet Explorer の「お気に入り」など、 HDD 内のデ ' —夕を 
バックアップするホをやバックアップしたデータを復元するち法は、本機の 
「インフォメーションメニュー」にある 「 PC お役立ち情幸良」で詳しく紹介して 
います。 


「 PC お役立ち情報」か！5見る 

バックアップ方法や復元ち法は、次をご覧ください。 

「インフオメーシヨンメニュー」一 「 PC お役立ち情報」一「正しく、安全に 
使おラ！」項目の 「 Windows システム」 



見たい情報を 
ク IJ ツク 


<画面の内容は予告なく変更される場合があります> 










































































I バックアップ CD の作ぶ 


<書さ込み機能のある光ディスクドライブ搭載時> 

HDD の 消去禁止領域に収録されている本体ドライバやソフトウ エアの インス 
トール用データは、 CD メディアにバックアップすることができます。 

HDD が故障したり、誤って消ち禁止領巧を削除したりすると、インストール用 
データは消えてしまいます。万一に備え、インストール用データを CD メディア 
にバックアップしておくことをおすすめします。 

►バックアツプ CD の作ぶ方法 


バックアップ CD はリカバリツールを f ま用して作成します。 
バックアップ CD の作成ち法は次のとおりです。 


1 デスクトップ上の「リカバリツール」アイコンをダブルクリックしまず。 

簾 

リカバリツール 

2 「ユーザーアカウント制御」画面び表示された5、[続行]をクリックしまず。 

3 「リカバリツール」画面び表示された6、 [ CD 作成]をクリックしまず。 

4 本体ドライバやソフトウェアの一覽の画面が表示された5、一覽か 5 CD に 
バックアップしたい項目を選択して [ CD 作成]をクリックしまず。 

バックアッ プするデータが一時的に HDD にコ ピーされます。選択した項目に 
よっては、手順5の画面が表示されるまでに数分かかります。 



<イメージ> 

項目名の前に「*」のついたソフトウェアは、すべて本体ドライバの CD 内 
に収録されます。個々に CD を作成する必要はありません。それな外の項目 
は、1項目につき CD メディアが1枚必要です。 
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5 画面が表示された5、 lit 降は画面の指示に従って CD に書き込みを行ってく 
ださい。 
























付録 


►バックアップ CD か6インストールを巧ラには 


作成したバックアップ CD から本体ドライバやソフトウェアをインストールす 
る方法は次のとおりです。 

ここでは、本体ドライバのバックアップ CD からインストールする手順を例に説 
巧します。 

1 作成した本体ドライバのバックアップ CD を光ディスクドライブにセットし 
まず。 

2 「自動再生」画面が表示された5、 rinstall . exe の実行」をクリックしまず。 

クリックする記載内容は、 「 Setup.exe の実行」など、作成したバックアップ 
CD によって異なります。 

「自動再生」画面が表示されない場合は、[スタート] 一「コンピュータ」一 
rEPSONCDj をダブルクリックします。 

3 「ユーザーアカウント制御」画面げ表示された5、[許巧]をクリックしまず。 

ソフトウェアによっては、[続行]をクリックします。 

4 「ドライバ•ソフトウェアのインス!ル」画面げ表示された5、「インス 
I ル」をクリックします。 

本体ドライバな外のソフトウェアをインストールする場合は、ソフトウェア 
ををクリックします。 

ここで表示される画面は、作成したバックアップ CD によって異なります。 

な降の手順は、 Eip .196 「ソフトウェアの再インストールを行う」のそれぞ 
れの項目をご覧ください。 






I 電子マニュアルのダウン n—jf 


当社のユーザーサポートページからは、お使いのコンピュータや周辺機器の電 
子マニュアル （PDF - HTML など）をダウンロードすることができます。 

紙マニュアルを なくしてしまった場合 や、「マニュアルびゆ一わ」 の データを 
削除してしまった場合などにご利用ください。 

電子マニュアルのダウンロー ドは、次の場所から行いまず。 

「インフオメーシヨンメニユー」 一 「ユーザーサポート」一「ダウン □ —ド」 
-「マニュアル」 



製造番号を 
入力して検索 


<画面の内容は予告なく変更される場合があります> 


ユーザーサポートぺージか6ダウン□-ドした電モマニュアルは、「マニュアル 
I 2 びゅ一ね」で見ることはできません。マニュアルごとにファイルを開いてご覧く 
制限 ださい。 


►ダウン□ー ドでをるそのほかのデータ 


「ユーザーサポート」一「ダウンロード」 からは、次の データ も ダウンロード 
ずることができます。必要に応じてご利用ください。 ダウンロード できる デー 
夕はお使いの機種により異なります。 


• 最新の日 I 日 S 
• ドライバ 
• ユーテイ U テイ 
• お問い合わせ情報 
•壁紙 
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職-テタィの微 TPM ) 


本機に搭載されているセキュリティチップ （ TPM ) を使用すると、本機に保存 
されているデータを高をに暗を化することができます。 TPM の七キュリティ機 
能の使用ち法は、『セキュリティ機能 （ TPM ) 設をガイド』（別冊）をご覧くだ 
さい。 


(tHL TPM のセキュリティ機能で設定したパスワードは絶対に忘れないでください。 

A ZJ 忘れた場合、それまでに暗号化したデータの復元がでさなくな0ます。 

制限 

使用上のを意 

これは管理を向けの機能です。 TPM のセキュリティ機能を使用する場合は、内 
容を十分に巧解し、おを様の責任において暗号化を行ってください。 

TPM のセキュリティ機能使用前の準備 

TPM の七キュリティ機能を f ま用するには、 BIOS の設定と「セキュリティチップ 
ューティリティ」のインストールが必要です。 

• 目 IOS の設定 

BIOS の設定値を次のように'変更します。 

「 Security 」 メニュー画面 
「TPM Security」 ： Enabled (有効） 

購入時は、 「 Disabled 」 に設定されています。 
r ^ p .175 「BIOS Se 扣 P ューティリティの操作」 

■セキュリティチップユーティリティのインス!'―ル 

購入時、本機に「七キュリティチップューティリティ」はインストールされ 
ていません。 TPM の七キュリティ機能を巧用するには、七キュリティチップ 
ューティリティのインストールを行う必要があります。 

インストールホ法は、『セキュリティ機能 （ TPM ) 設をガイド』をご覧くだ 
さい。 














HDD 測がドライブ)の分割•変更•作成 


ここでは、 HDD 領域（ドライブ）を分割•変更して使用するホ法について説明 
します。 


► HDD 領域を分割して使用ずる（概要) 


HDD 領域（ドライブ）の分割 

HDD 領域は、いくつかに分割して、それぞれ別々のドライブとして使用するこ 
とができまず。 

HDD を分割した1つ1つを 「 HDD 領域」またはレ、° ー テ イシヨン」 とも言います。 
また、 Windows で使える HDD 領域が、「ドライブ」になります。 


く]台の HDD を分割する> 

例：1つの HDD 領域 （ C ドライブ）を、2つの HDD 領域 （ C ドライブと D ドライ 
ブ）に分割します。 


消去禁止領域 

C ドライブ 



消去禁止領域 

C ドライブ 

□ドライブ 




消去禁止領域 


「消去禁止領域」には、本体ドライバやソフトウェアなどを再インストールす 
るためのデータや、 「 Windows 回復環境 （ Windows 民 E )」 が設定されています。 
この領域を削除すると再インストールができなくなりまず。絶対に削除しない 
でください。 


HDD 韻域（ドライブ）のサイズの変更 

ずでに分割されている HDD 領域のサイズ（容量）を蛮更ずることもできまず。 


<ドライブのサイズを変更する> 

例： C ドライブのサイズを大きく 


消去禁止領域 

C ドライブ 

□ドライブ 



します。 


消去禁止領域 

C ドライブ 

□ドライブ 
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この場合は、 C ドライブと D ドライブを削除して、分割しなおす必要があります。 









































付録 


► c ドライブを分割•を更ずる 


C ドライブ分割のメリットとデメリット 

C ドライブを分割すると、次のようなメリット•デメリットがあります。 

C ドライブを分割する場合は、これらをよくち里解した上で行ってください。 

• メリット 

HDD 領域を分割してデータの保を先を分けておくことで、リカバリ時に最小 
限の作業で元の環境に復帰することができます。 


く HDD 領域が1つの場合> 
Windows 



\\ I // 



フオーマツ ト後 


リカバリ後 


リカバリ ( Windows の再インストール）を行うと、 C ドライブのデータはす 
ベて消去されます。 


< HDD 領域を分割した場合> 




フオーマット後 




リカノ V ’ lJ 後 


たとえば、 Windows やソフトウェアは C ドライブに、作成したデータなどは 
D ドライブに保存しておきます。 

この状態でリカバリ （ Windows の再インストール）を行うと、消去されるの 
は C ドライブのみとなるため、 D ドライブのデータは、リカバリ後、すぐに 
そのまま使用することができます。 


(HIL HDD が分割されている状態でリカバリを行ラときは、万一に備えて C ドライブ 
じぉぶな外の巧イブの重要なデ-夕をバックアップしてくださし、 
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HDD 領域 （ ドライブ）の分割-変更-作成 


• デメリット 

• C ドライブ （ Windows の入つているドライブ）の分割を行うには、リカバ 
リ （ Windows の再インストール）が必要です。 

- HDD 領域を変更すると、変更したドライブ内のデータはすべて消ちされ 
ます。 

- HDD 領域を分割して巧用すると、それぞれ分けられた領巧の最大容量ま 
でしか使用できないため、それぞれの領域により、容量が制限されます。 

C ドライブの分割-変更の流れ 

C ドライブの分割•変更は、リカノくリ （ Windows の再インストール）中に行いま 
す。サイズ烙量）を変更するには、まず変更するドライブを削除してからサ 
イズを指定して再作成します。 

C ドライブな外のドライブの変更方法は、 ra P .262「 c ドライブな外のドライ 
ブを作成-変更する」をご覽ください。 


制限 


ドライブを分割-変更すると、分割-変更したドライブ内のデータはすべて消去 
されます。必要に応じてバックアップを取っておいてください。 

とす = p .2 日3 「データのバックアップ」 


C ドライブの分割-変更の流れは次のとおりです。 

作業は |^ pJ 61 「 C ドライブを分割-変更する」に従ってください。 
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Windows インス I ル中に、 C ドライブを削除ずる 

削除したドライブは「未割り当て」になります。 




C ドライブじ(外のドライブを削除ずる 

HDD が分割されている場合に、ほかのドライブを削除 
して「ホ割り当て」を増やすことができます。 



r 未割り当て」に新しい容量を指定して、 C ドライブを作成する 



Windows のインス トー ルを完了させる 



ドライブを作成する 

C ドライブ作成後に残っている「未割り当て」をドライブにします。 
FW p.262 rc ドライブな外のドライブを作成-変更する」 













付録 


c ドライブを分割•変更ずる 

C ドライブの分割.変更をする場合は、 Windows の再インストールが必要です。 
FSp .2 Q 1 「Windows Vis はのインストール」の手順9を次の手順に読み替えて、 
Windows のインストールを行ってください。 

く P . 201 「Windows Vista のインス I ル」の手順日の読み替え> 

1「ドライブオプション（詳細)」をクリックしまず。 



2 「ディスク0パーティション2」にドライブ）げ還択された状態で r 削除」を 
クリックしまず。 

3 「このパーティシヨンを削除ずると…」と表示された5、 [ OK ] をクリック 
しまず。 

削除したパーティション （ C ドライブ）が「未割り当て領巧」となります。 

4 巧のとおり作業を続けまず。 

< c ドライブを分割する場合> 

( 1 ) 「ディスク0未割り当て領域」を選択し、「新規」をクリックします。 

手順5に進みます。 

< C ドライブの容量を増やす場合> 

すでに HDD が分割されている場合は、 C ドライブな外のドライブを削除して 
未割り当ての領巧を増やします。ただし、削除したドライブのデータは消え 
てしまいます。 

(1) そのほかのパーティションも C ドライブと同様に削除し、「ディスク0未割り 
当て領域」を増やします。 

(2) 「ディスク0未割り当て領域」を選択し、「新規」をクリックします。 

手順5に進みます。 















HDD 領域 （ ドライブ）の分割-変更-作成 


5 C ドライブのサイズを巧めまず。サイズを入力し、[適巧]をクリックしまず。 

C ドライブには、 40 GB 程度 (40000 MB ) を割り当てることをおすすめします。 

6 「ディスク0パーティシヨン2」 （ C ドライブ）が選択された状態で、[次へ] 
をクリックしまず。 

Windows Vis はのインストールが開始されます。システム構成にもよります 
が、インストールは20分〜40分かかります。 

続いて rS t ).201 「Windows Vis はのインストール」手順10に進みます。 

手順10の画面が表示されるまでキーボードやタッチパッドは操作しないで 
ください。 


► C ドライブなかのドライブを作ぶ-を更ずる 


ここでは、 C ドライブな外のドライブを作成-変更する方をについて説明しま 
す。 

次のような場合にご覧ください。 

• C ドライブな外のドライブのサイズを変更する場合 

• Windows の再インス I ル中に C ドライブを分割して作成-変更された r 未割 
り当て」をドライブにして使用する場合 

C ドライブ （ Windows の入っているドライブ）の分割•変更を行う場合は、 
C ^ d .259 「 C ドライブを分割•を更する」をご覧ください。 


ドライブ作成-変更の流れ 

ドライブの作成の流れは次のとおりです。 

作業は |^ pJ 63 「 HDD 領巧レくーティシヨン）の作成手順」に従ってください。 


サイズ変更するドライブを削除（サイズ変更の場合のみ) 

削除された領域が「ホ割り当て J になります。 

_ p .265 「C ドライブな外のドライブを削除する. I _ 



「未割り当て」にパーテイシヨンを作成する 

ra P -263 「 HDD 領域（パーティション）の作成手順 J 



フオーマツ トび自動で行われる 


) 、’ーテイシヨンび新しいドライブとして認識される 
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※ HDD 内の「ホ割り当て」にパーティションを作成すると、パーティション 
は、 Windows 上でドライブ （ D や E など）として利用できるようになります。 












付録 



パーティシヨンとは 

ドライブの作成•変更を行う画面（ディスクの管理）では、 HDD 領域のことを 
「パーティション」と言います。パーティションには、「プライマリパーティ 
ション」と「拡張パーティション」がありまず。 

. 1つの HDD に作成できるパーティションは最大で4つです。消ち禁止領域も 
パーティションの1つです。 

. パーティションを作成すると、自動的に3つ目まではプライマリパーティショ 
ンとなり、4つ目は拡張パーティションとなります。 

• 拡張パーティションには、論理ドライブをいくつも作成できます。 


<パーティシヨンの組み合わせの例> 



C 

D 

拡張パーティション 

E 

F 

G 


1 1 1 1 

1 

1 



消去禁止領域 プライマリノくーテイシヨン 論理ドライブ 


HDD 領域（パーテイシヨン）の作成手順 


HDD 領域レくーテイシヨン）を作成する手順は、次のとおりです。 


1 [スタート]-「コント□-ルパネル」一「システムとメンテナンス」一「管 
理ツール」一「コンピュータの管理」をダブルクリックしまず。 

2 「ユーザーアカウント制御」画面が表示された5、臓巧]をクリックしまず。 


3 「コンピュータの管理」画面が表示された5、画面左の「ディスクの管理」 
をクリックします。 

HDD 領域のが態が表示されます。 



HD □領域 
の状態 
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HDD 領域 （ ドライブ）の分割-変更-作成 


4 パーテイシヨンを作成したい r ホ割り当て」をちクリックして、表示された 
メニユーか S r 新しいシンプルボリユーム」をクリックしまず。 

5 r 新しいシンプルボリユームウイザード」画面び表示された5、[巧へ]をク 
リックしまず。 

6 「ボリユームサイズの指定」と表示された5、サイズを指定して、[次へ]を 
クリックします。 

7 「ドライブで字またはパスの割り当て」と表示された5、ドライブ文字を還 
択して[巧へ]をクリックしまず。 

8 「パーテイシヨンのフォーマット」と表示された5、[次へ]をクリックしま 
ず。 

9 「新しいシンプルボリユームウイザードの完了」と表示されまず。[完了]を 
クリックします。 

フォーマットが開始します。フォーマットが完了したら、 HDD 領域（パー 
テイシヨン）の作成は完了です。 
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► c ドライブなかのドライブを削除ずる 


C ドライブな外のドライブ （ D ドライブなど）のサイズを変更するには、変更す 
るドライブを削除して、がしいサイズでドライブを作成しなおします。 
ドライブを削除すると、ドライブ内のすべてのデータは削除されます。ドライ 
ブ内の重要なデータは、 C ドライブや CD - R メディアなどにあらかじめバック 
アップを行ってください。 

ドライブを削除する手順は、次のとおりです。 


1 [スタート]-「コント□-ルパネル」一「システムとメンテナンス」一「管 
理ツール」一「コンピュータの管理」をダブルクリックします。 

2 「ユーザーアカウント制御」画面び表示された5、臓行]をクリックしまず。 

3 「コンピュータの管理」画面び表示された5、画面左の「ディスクの管理」 
をクリックしまず。 

HDD 領域のが態が表示されます。 



<イメージ> 

4 削除したいドライブ（パーティシヨン）をちクリックして、表示されたメ 
ニユーか5「ボリユームの削除」をクリックしまず。 

5 「•- •続巧しまずか？」と表示された5 [はい]をクリックしまず。 

パーティションを削除すると、「ホ割り当て」になります。「未割り当て」を 
パーテイシヨンとして f ま用したい場合は、パーテイションの作成を行いま 
す。 

ド司1 P .263 「 HDD 領域レくーテイシヨン）の作成手順」 
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u チウム電池の交換 


BIOS Setup ユーテイリテイで設定した情報は、本機内部のリチウム電池によっ 
て保持されています。 

リチウム電池は消耗品です。コンピュータの使用状況によって異なりますが、 
AC アダプタやバッテリからの電源供給が全くない場合、本機のリチウム電池の 
寿命はめ5年です。 

日付や時間が異常になったり設定した値がをわってしまうことが頻発するよ 
うな場合には、リチウム電化の寿命が考えられます。『サポート•サービスの 
ご案内』（別冊）をご覧になり、カスタマーサービス七ンターまでご連絡くだ 
さい。 


AT コマンドの使用 


AT コマンドについて 

コンピュータから FAX モデム機能に巧してさまざまなコマンドを送り、モデム 
の動作を制御することができます。本機のモデムではモデム制御コマンドに 
「 AT コマンド」を採用しています。 


AT コマンドの使用 

通信ソフトウェア （Internet Explorer や Windows メ ■ —ルなど）でモデムを動作さ 
せる場合は、通常コマンドを使用する必要はありません。しかし、「モデムの 
プロパティ J 画面の「追加設を」に AT コマンドを入力することで、不具合を解 
消したり、初«的な設をを行うことができます。 

次のような奥象の場合は、「追加設を」の欄にコマンドを入力してみてくださ 

い。 

「追加設定」の欄を表示させるホをは、次のとおりです。 

1 [スタート]—「コント □ —ルバネル」一 「A —ドウエアとサウンド」一「電 
話とモデムのオプション」一「モデム」タブー[プ□パティ]をクリックし 
まず。 

1 r 詳細設定」タブをクリックずると、 r 追加設定」欄び表示されまず。 


現象 

AT コマンド 

ダイヤルをやネゴシエーシヨンをを消したい。 

「 ATM 日」 

ダイヤルをやネゴシエーシヨンをを小さくしたい。 

「 ATL 0」 

「トーンが検出できません」などのエラーメッセー 
ジが表示されインターネットに接続できない。 

「 ATX 3」 

モデムの設をを工場出荷時のが態にする。 

「 AT & F 」 

ダイヤル回線レくルスダイヤル）でダイヤルする。 

「 ATP 」 

プッシュ回線（トーンダイヤル）でダイヤルする。 

「 ATT 」 

「互換性のあるネットワークプロトコルを処理でき 
ない」などのエラーメッセージが表示されインター 
ネットに接続できない。 

「 AT + MS 二34」 （ V 34) 
「 AT + MS =92」( V 92) 
「 AT + MS = K 56 FLEX 」 
( K 56 flex ) 

使用したい通信方式に 
応じて設定。 

接続が不安定 （10 回に3回しかつながらない/途中で 
切断されてしまう）。 

パスワード認証のあと、「接続が確立できませんで 
した。」などのエラーメッセージが表示されイン 
ターネットに接続できない。 


複数のコマンドを入力したいときは2番目な降のコマンドの AT は付けずに連続 
して入力します。例： ATM 0 X 3 ( ATM 0+ ATX 3) 



I コンピユータを巧案するとをは 


本機を廃棄するときは『サポート.サービスのご案内』（別冊）の「コンピュー 
夕の廃棄-譲波について」をご覧ください。 


► HDD の データを 消去ずる 


本機を廃まする前に HDD のデータを消去してください。 

リカバリツール CD に収録されている「システム診断ツール J では、 HDD 内の 
データを すべて 消去することができます。 

消ちを開始すると， HDD のデータはもとには房りません。必要になじてデータ 

をバックアップしてください。 


(triL データ消去の結果について、当社および開発元の Ultra - X 社は責任を負いませ 

じ制 P 皆ん。 HDD のデ-夕消去.廃棄は' 礎獅責任に臥、て行つてくださし、 


データの消去 

HDD 内のデータを消まする手順は、次のとおりです。 

1 本機の電源を入れ、リカバリツール CD を光ディスクドライブにセットしま 
ず。 

「自動再生」画面が表示された場合は、 @ をクリックして画面を閉じてく 
ださい。 

ム [スタート]- [►] -[再起動]をクリックして、本機を再起動しまず。 

3 黒い画面の中央に 「 EPSON 」 と表示され、消えた後 、 「Kernel Loading - -- 
Press any key to run PC TEST 」 と表示された6、どれかキーを巧し 
まず。 

システム 診断 ツールが 起動し、自動的に診断が開始します。 

4 内品 >r^ を巧して診断を中止した後、どれかキーを巧しまず。 

5 選択項目画面が表示された5、 CTD で 「HD Erase 」 を還択してを巧 
しまず。 

〇 選択項目画面び表示された5、 m で 「Full Erase 」 を選択してを 
巧しまず。 

/ 選択項目画面び表示された5 、 「No Verify 」 を還択してにのを巧しまず。 

r !! WARNING !!] 画面が表示されます。 

消去が開始されると、途中で止めることはできません。消去を中止する場合 
は、 riiT ) を押すと、「システム診斬ツール」画面に戻ります。 
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8 キーボードで rvesj と入力します。 

消去が始まります。 

消去には、しばらく時間がかかります。かかる時間は HDD の容量によって異 
なります （40 GB の HDD の場合で約30分)。 

9 「Erase of HDO : Passed Press any key to continue 」 と表示された 
5、リカバリツール CD を光ディスクドライブか 6 取り出して、コンピユー 
夕の電源を切りまず。 

これでデータの消ちは完了です。 
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CPU 

インテル Core 2 Duo プロセッサまたは Celeron プロセッサ 

BIOS 

AMI BIOS 

チップセット 

モノく イルインテル GM 965 Express Chipset + 1 CH 8 M 

セキュリ 

テイチップ 

対応規格 

TPM 1.2 

コントローラ 

Iniineon 

メモリ 

メインメモリ 

PC 2-5300 SODIMM ( DD 民 2-667 SDRAM ) を使用して最大約 3 GB まで 
利用可能 

ビデオメモ y 

メインメモリより 8 MB 〜 358 MB を使用 

ビデオ 

コントローラ 

チップセット内蔵 

画を 表巧 

蔽品タイプ 

15,4型 WXGA カラー液晶 1280 X 800 ピクセル True Color (32 ビット） 

15.4 型 WXGA + カラー破晶 1440 X 900 ピクセル TrueColor (32 ビット） *1 

外部ディスプレイ接続 

最大1600 X 1200ピクセル、最大 1920 X 1200 ピクセル（ワイドディスプレイ接 
続時のみ ）、 True Color (32 ビット） 

サウンドコントローラ 

ハイ.デフィニション.ホーディオ対応民 ealtek 製 

キーボード 

日本語対応87キー （ Windows キー付き）、インスタントキー2個 

ポイ ンアイン ダザ‘バイス 

タッチパッド 

記憶装置 

HDD 

1台内蔵 （2.5 型 S-ATA HDD ) 

光ディスクドライブ 

1台内蔵（種類は購入時の選択による） 

インタ 

フェース 

USB 

4 ( USB 2.0 対応） 

IEEE 13 94 

1 (4 ピン） 

LAN 

1 ( RJ -45 1000 Base - T / lOOBase - TX / lOBase-T 自動認識） 

FAX モデム 

1(民 J - 11 K 56 flex V .92 対応）* 2 

サウンド 

ステレオスピーカ、マイク入カコネクタ XU ヘッドフォン出カコネクタ X し 
モノラルマイク内蔵 

VGA 

1(アナログ民 GB ミニ D-SUB じピン） 

PC カードスロット 

1 Typell PC Card S は ndard 準拠 (CardBus 対応） 

メモリカードスロット 

1 メモリースティック （ Pro 対応）、マルチメディアカード、 

SD メモリーカード （ SDHC 対応） 

カレンダ時計 

内蔵（内蔵電池によりバックアップ） 

電源 

AC アダプタ 

入力 AC 100 V 〜 240 V ±10%*3、 1 . 5A (50/60 Hz ) 

出力 19 V 、3.42 A 、65 W 
重量約 320 g (含電源コード） 

y チウムイホン 
バッテ y パック 

容量4800 mAh Li - ion 11. IV 動作時間約 4 . 5 時間*4 (Core 2 Duo 搭載時）、 

約 3.2 時間* 4 ( Celeron 搭載時） JE 1 TA 測を方法 Verl.O 

温湿度条件 

温度：10〜35で湿度： 20-80% (ただし、結露しないこと） 

外形寸法 

本体：狗365 (幅 ）X 264 (奥行 ）X 41(高さ ） mm (突起部を除く） 

質量 

本体：約 2.8 kg 

消費電力 

76.5 W (最大） /2.0 W (スリープが態）/ 1.6 W (電源ホフ時） 


*1 グラフィックアク七ラレータのディザリング機能により実現しています。 

* 2 認定を号ラベルは コン ピュータの底面にがかされています。 

標準添付されている電源コードは AC 100 V 用（日本仕様）です。本製品は国内専用ですので海外でお使いの場 
合は保証巧象外となります。 

*4 システム 構成や使用環境により異なります。 
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無線 LAN * 1(オプション) 

• IEEE 802.1 la / b / 旨 


準拠規格 

圧邸 802.11 a : ARIB STD - T 71 (小 電カデータ通信システム規格） 

( J 52/ W 52/ W 53/ W 56) 5 GHz 無線 LAN 標準プロトコル 
圧 EE 802.11 b/g : ARIB STD - T 66 (小 電カデータ通信システム規格） 

2 .4 GHz 無線 LAN 標準プロトコル 

データ転送速を 
(規格値）* 2 

802.11 a / g : 54 Mbps 

802.1 lb : 11 Mbps 

伝送方式 

OFDM 方式 （圧 EE 802.11 a / g ) 

DS - SS 方式 ( IEEE 802.11 b ) 

伝送距離 
(理論値） 

11 Mbps :40 m (圧 EE 802.11 b ) 

54 Mbps :25 m (圧 EE 802.11 g ) /12 m ( IEEE 802.11 a ) 

屋内における アクセス ポイントとの通信時* 3 

セキュリテイ 

128/64 bit WEP 、 WPA 、 WPA 2 対応、802.1 x *4 

使用無線 
チヤンネル 

IEEE 802.1 la : 34/38/42/46 ch ( J 52) 、 ％/40/44/48 ch ( W 52) 、 52/56/60/64 ch ( W 53)、 
100/104/108/112/116/120/124/128/132/136/140 ( W 56) 

圧 EE 802.1 lb :1 〜 13 ch 
圧 EE 802.1 Ig :1 〜 13 ch 


• IEEE 802.11がラフト 2.0 


準拠規格 

IEEE 802.1 In ドラフト2 .日 

データ 転送速を 
(規格値）* 2 

300 Mbps 

伝送方式 

MIMO 方式 

セキュリティ 

WPA 、 WPA 2 対応 （ AES のみ） 


W 本製品には、電波法の規をにより、工事設計認証を取得した無線設備を内蔵しています。 

認証製品名！； 4965 AGN MJP 

認証番号 ； 003 WW 0 7036020 し 003 XW 0 7020020 し 003 YW 0 70130202 

が無線 LAN 規格の®論上の最大値であり、実際のデータ転送速度を示すものではありません。 

* 3 実際の通信距離は、電波環境、障害物、設置環境などの周囲条件や、アプリケーション、 Windows な 
どの巧用条件によって短くなります。 

*4 当社では 、 Windows 2003 Server との 圧 EE 802 .lx Radius Server ( EAP-TLS 対■応認証サーバ ） +WPA ( TKIP ) 
との組み合わせによる認証において動作を確認しています。すべての環境下での動作を保証するもの 
ではありません。 
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接続する . 38 

使5 . 62 

AC アダプタコネクタ . 33 

Adobe Reader . 27 

インストール . 207 

セットアップ . 207 

at コマンド . 149,267 

已 

BIOS . 173 

BIOS Setup ユーテイリテイ . 175 

HDD アクセス制限 . 183 

起動 . 175 

起動 ( Boot ) デバイスの順番を変更する ....... 184 

終了 . 179 

設定項目 . 186 

設定値 . 191 

設定値を元に戻す . 179 

操作 . 176 

パスワードの設を . 180 

C 

Caps Lock ラ ンフ . 31 

CD メディア 

読み込み•再生 . 86 

COA ラベル . 25 

CPU . 270 

C ドライブ . 79 

分割•変更する . 259 

C ドライブな外のドライブ 

削除する . 265 

作成•変更する . 262 


D 

DVD VIDEO 再生ソフト . 87 

DVD メディア 

読み这み•再生 . 87 

F 

FAX モデム . 148 

不具合 . 241 

FAX モデムドライバ . 26 

Fn キー . 73,76 

G 

goo ステイック . 28,137 

インストール . 211 

H 

HDD アクセス制限 . 183 

HDD アク七スランプ . 32 

HDD 設定変更サービス . 79 

HDD のデータ消ち . 268 

HDD 領域 . 79 

分割•変更•作成 . 258 

HDD レ、ードディスクドライブ） 

暗号化 . 81 

№5 . 79 

不具合 . 229 

I 

圧 EE 1394 コネクタ . 33,160,172 

圧 EE 802' lla / b / g/ti . 120 

InCD . 90 

Intel Matrix Storage Manager . zo 

Internet Explorer .135 

情報バー . 137 

追加機能 . 137 
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セットアップ . 209 
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Java 2 Runtime environment . ム1 

JWord Plugin . 28, 137 

インストール . 211 
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LAN ケーブル . 118,125 

接続 . 37,118 

LAN コネクタ . 33,172 

接続 . 37,118 

LCD 丽 . 30 

お手入れ . 252 

LCD 表示 . 109 

LCD ュニット . 30,102 

不具合 . 235 

LCD ラッチ . 30 

M 

MAC アドレスフイルタリング . 130 

MS-IME . 74 

N 

Nero 7 Essentials . 27 

インストール . 210 

使い方 . 89 

Norton Internet Security 90曰版 . 28,141 

インストール . 208 

ファイアウォール機能 . 142 

NumLock ランフ . 31，75 
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PBX . 149 

PC お役立ち情報 . 48, 51，253 

PC * — K . 93 

不具合 . 232 

PC 力ードイジェクトボタン . 33 

PC カードスロット . 33,172 

S 

S-ATA (Serial ATA ). 79 

SODIMM (メモリ） 

不具合 . 228 

SpeedStep (スピ ■ —ドステップ)機能 . 160 

SSID . 121 

SSID 非通知 . 131 

Supervisor Password (管巧者■パスワード） . 180 

T 

TKIP . 127 

TPM (七キュリティチップ） . 257 

不具合 . 226 

U 

USB . 91 

USB 機器 . 91 

接続と取り外し . 91 

使5 . 91 

USB コネクタ . 33,172 

USB マウス . 72 

User Password (ユ ■ —ザ ' —パスワ ■ —ド） . 180 
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VGA コネクタ . 33,172 


273 




















































索引 


w 

Wakeup On LAN .119 

Web フイルタリンダ . 145 

Web フイルタリンダソフトウエア . 145 

インストール . 208 

WEP . 127 

Windows Deienaer . l 4 j 

Windows Media Plaver . llo 

Windows RE . 51，80, 247 

Windows Update .139 

Windows Vista .26 
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ヘルプ . 48 
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WPA . 127 
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インスタントキーユーテイリテイ . 27 
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JWord Plugin . 211 

Nero 7 Essentials .210 
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セキュリティソフトウエア . 208 

セキュリティチップユーテイリテイ ...... 213,257 

本体ドライバ . 205 
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マニュアルびゆ一わ . 209 

リカバリツール . 204 

インストール時の不具合 . 240 

インターネット 

接続 . 133 

インターネットエクスプローラ ( InternetExplorer ) . 135 

インテル•ターボ•メモリ . 160 
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を 

液晶ディスプレイ . 102 

お 

オーディオ機器の接続 . 115 

お手入れ . 252 

お問レ、合わせ情報シール . 25 

オペレーティングシステム （ OS ). 19 

音量の調細 . 114 
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画面サイズの切り替え . 106 

画面表示 . 102 

管理を . 55,199 

管理をパスワード . 180 
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を 

キーボード . 32,73 

不具合 . 233 

記憶装置 

不具合 . 229 

起動時の不具合 . 218 

起動順位のを更 . 184 

機能キー . 73 

機能仕様一覧 . 270 

休止状態 . 156 

強制取り出し 

光ディスクメディア . 86 

記録メディア . 9 

< 

クラシック表示 . 53 

クリックボタン . 32 

クロ ーン表示 . 109 


け 

警告音 . 250 

警告メッセージ . 250 

検索 

goo ステイック . 137 

JWord . 137 

コピーコントロール CD . 82 

コントロールパネルの表示 . 53 

コンピュータウイルス . 135,141 

コンピュータの廃棄 . 268 

コンピュータ本体の不具合 . 218,225 

コンピュータ名 . 43 

さ 

再インストール . 194 

必要なメディア . 196 

再起動 . 59 

再生 

を声 . 116 

サウンド機能 . 114 

サウンドドライバ . 26 

サウンドユーテイリテイ . 117 

サポート情報検索 . 51 

サポート.サービスのご案内 . 25 

し 

システム診断ツール . 28,244 

HDD のデータ消去 . 268 

システム診断の実行 . 244 

システムの把;張 . 163 

システムの復元 . 245 

シャットクワン . 56 

終了 . 57 

電源を切る . 58 
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消去禁止領域 . 26, 27, 28, 80, 258 

省電力機能 . 52,154 

不具合 . 225 

省電力状態 

移行しない設定 . 157 

移行方法 . 157 

復帰方法 . 159 

情報バー . 137 

使用•保管時の注意 . 8 

初巧設定ツール . 45 

シングルチヤネル . 165 
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数値の入力 . 75 

スクロール . 71 

スタートボタン . 20 

スタートメニュー . 20 
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ステレオスピーカ . 34,114 

スピードステップ機能 . 160 

スリープ状態 . 56，156 
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セーフモード . 105,245 

セキュリティ機能 . 257 

セキュリテイソフトウエア . 141 

インストール . 208 

セキュリティチップユーティリティ . 28 

インストール . 213,257 

設定 . 201 

セキュリティチップ (TPM). 257 

不具合 . 226 

セキュリティロックスロット . 33,161 
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USB 機器 . 91 

設定値を元に戻す . 179 

セットアップ 

Adobe Reader. 207 

i_ フイルター30日版 . 209 

Windows. 43 

セットアップ完了後の作業 . 47 

セットと取り外し 

PC カード . 94 

メモリカード . 99 

そ 

外付けディスプレイ . 108 

解像度と表示色 . 113 

キーボードで面面表示を切り替える ....... 110 

接続 . 108 

表示の終了 . 108 

ューティリティで画面表示を切り替える ....... 110 

外付けディスプレイ表示 . 109 

ソフトウェア 

強制終了 . 60 

不具合 . 237 

た 

ダイヤルアップ接続 . 151 

タスクバー . 20 

タッチパッド . 32,70 

不具合 . 234 

タッチパッドドライバ . 26 

パ . 20 

ダブルクリック . 71 

ち 

チップセットドライノく . 26 

直接入カモード . 74 
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ディスクの管理 . 213,263 

ディスプレイ ( LCD ). 102 

不具合 . 235 

データの暗号化 . 257 

子スクトップ画面 . 20 

了ュ了 ノレチヤ木/レ . 165 

電源スイツチ . 31 

電源設を . 154 

電源の入れ方 . 42 

電源プラン . 154 

電源ランプ . 32 

電源を切る . 58 

強制終了 . 60 

シャツトダウン . 58 

添付されているソフトウエア . 26 

電話回線に接続する . 37 
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内蔵ステレオスピーカ . 34,114 

内蔵スピーカ 

不具合 . 236 

内蔵マイク . 30,115 

に 

日本語入カシステム . 74 


日本語入カモード . 74 

入力装置 

不具合 . 233 
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ネツトワークドライノく . 26 

ネットワークプロファイル . 129 

ネットヮーク（有線 LAN ). 118 

の 

ノ ' マ/レ表ホ . 106 

は 

パーティション . 263 

ハードディスクドライブ ( HDD ) . 79 

使う . 79 

不具合 . 229 

廃棄（コンピュータ） . 268 

パスワード . 180 

パスワードの設定 . 181 

バックアップ . 201，253 

バックアップ CD 

インストール . 255 

作成 . 254 

ノくックライト . 103 

バッテリ残量ほ下 
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通知 . 65 

バッテリ充電ランプ . 32 
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交換 . 67 

装着する . 36 

使5 . 62 
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使用限定について 

本製品は、 OA 機器として巧用されることを目的に開発-製造されたものです。 

本製品を航空機-列車-船化-自動車などの運行に直接関わる装置-防災防犯装置-各種を全装置など 
機能-精度などにおいて高い信頼性-を全性が必要とされる用途に使用される場合は、これらの シス テ 
ム 全体の信頼性および安全性維持のために フェー ル セーフ 設計や冗長設計の措置を講じるなど、 シス テ 
ム全体の安全設計にご配慮頂いた上で本製品をご使用ください。 

本製品は、航空宇を機器、幹線通信機器、原子力制御機器、生命維持に関わる医療機器、24時間稼動 
システム などの極めて高レ、信頼性•安全性が必要とされる用途への使用を意図しておりませんので、 こ 
れらの用途にはご巧用にならないでください。 

本製品を曰本国がへ持ち出す場合のごを意 

本製品は日本国内でご巧用いただくことを前提に製造•販売しております。したがって、本製品の修 
理•保守サービスおよび不具合などの対応は、日本国外ではお受けできませんのでご了承ください。ま 
た、日本国外ではその国のを律または規制により、本製品を使用できないこともあります。このような 
国では、本製品を運用した結果罰せられることがありますが、当社といたしましては一切責任を負いか 
ねますのでご了承ください。 

電波障害について 

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 ( VCCI ) の基準に基づくクラス B 情報技術装置 
です。この装置は、家庭環境で{ま用することを目的としていますが、この装置がラジオやテレビジョン 
受信機に近接して巧用されると、受信障害を引き起こすことがあります。 

巧极説明書に従って正しい取りないをしてください。 

瞬時電圧低下について 

本製品は、落雷等による電源の瞬時電圧ほ下に巧し不都合を生じることがあります。 

電源の瞬時電圧ほ下対策としては、交流無停電電源装置等を使用されることをおすすめします。（社団 
法人電子情報技術産業協会のパーソナルコンピュータの瞬時電圧低下が策規格に基づく表示） 

有寿命部品について 

当社のコンピュータには、有寿命部品（液晶ディスプレイ、ハードディスク、冷却用ファンなど）が含 
まれています。 

有寿命部品の交换時期の目安は、使用頻度や条件により異なりますが、本製品を通常使用した場合、1 
日約8時間、1ヶ月で25日間のご{吏用で約5年です。 

上記目安はあくまで目安であって、故障しないことや無料修®をお約束するものではありません。 

なお、長時間連続使用など、ご{吏用が態によっては早«にあるいは製品の保証«間内であっても、部品 
交换（有料）が必要となります。 

* LCD ュニットを最大輝度で常時使用した場合の寿命は、10000時間です。 

国際 エネルギースター プ □グラムについて 

国際 エネルギースター プログラムは、 コンピュータを はじめとした オフィス 機器 
の 省エネルギー化推進 のための国際的なプログラムです。 

当化は国際エネルギースタープログラムの参加事業をとして本製品*が国際エネル 
ギースタープログラムの対象製品に関するを準を満たしていると判断します。 

*インテル Core 2 Duo プロ七ッサ搭載時 

JIS C 日1000 -3-2 適合品 

本装置は、高調波電流規格 JIS C 61000 -3-2 に適合しております。 





パソコン回収について 


逃 

リサイクル 


当をでは、不要となったパソコンの回収.再資源化を行っています。 

PC リサイクルマーク付きの当社製パソコンおよ びテ' イス プレイは、ご家庭から廃棄 
する場合、無償で回収•再資源化いたします。 

パソコ ン回収の詳細は下記ホームページをご覧ください。 

http://shop.epson.jp/pcrecycle/ 


Macrovision 著作権保震技術について 


本製品が採用している Macrovision 著作権保護技術は、米国特許 （ Nos . 5,315,448 and 6,836,54 9) および知 
的財産権により保護されています 。 Macrovision Corporation の認可なしに、この技術を{ま用することはで 
きません。リバースエンジニアリングや分解は禁止されています。 


* Macrovision 著作権保護技術とは、 DVD などの映像コピー防止に関する技術です。 


着作権保護法 

あなたがビデオなどで録画•録をしたものは、個人として楽しむなどのほかは、著作権を上、権利をに 
無断で使用することはできません。 

テレビ.ラジオ.インターネット放送や市販の CD . DVD . ビデオなどで取得できる映像や音声は、著 
作物として著作権をにより保護されています。個人で楽しむ場合に限り、これらに含まれる映像や音声 
を録画または録音することができますが、化人の著作物を収録した複製物を譲渡したり、他人の著作物 
をインターネットのホームページなどに掲載（改編して掲載する場合も含む）するなど、お的範囲を超 
えて配布•配信する場合は、事前に著作権を（放送事業をや実演まなどの隣接権者を含む）の許諾を得 
る必要があります。著作権をに無断でこれらの行為を行うと著作権をに違反します。 

また、実演や興行、展示物などのうちには、個人として楽しむなどの目的であっても、撮影を制限して 
いる場合がありますのでご注意ください。 

ごを意 

1. 本書の内容の一部、または全部を無断で転載することは固くお断りいたします。 

2. 本書の内容および製品の仕様に ついて、 将来予告なしに変更することがあります。 

3. 本書の内容は万全を*して作成いたしましたが、万一誤り•お気付きの点がございましたら、ご連 
絡くださいますようお願いいたします。 

4. 運用した結果の影響につきましては、3項にかかわらず責任を負いかねますのでご了承ください。 

商標について 

■ Microsoft 、 Windows、Windows Vista、Internet Explorer、Windows Media、Active X 、 BitLocker は米国 
Microsoft Corporation の米国およびその他の国における商標または登録商標です。 

• Intel 、 インテル、 Intel ロゴ、 Celeron、Intel Core、Intel SpeedStep は、アメリカ合ホ国およびその化の 
国における Intel Corporation の商標です。 

• PS /2 は International Business Machines の登録商標です。 

• McAfee およびマカフィーは、米国法人 McAfee , Inc . またはその関連会社の米国またはその化の国にお 
ける登録商標です。 

• Symantec、Symantec ロゴ 、 Norton Internet Security は Symantec Corporation の登録商標です。 

• Adobe、Adobe ロゴ、 Reader は 、 Adobe Systems Incorporated (アドビシステムズ社）の米国ならびに化 
の国における商標または登録商標です。 

• Memory Stick 、 マジックゲート 、 Memory Stick のロゴは、ソニー株式会社の商標です。 

• M 址 iMedia Card ™ は、ドイツ Infineon Technologies AG 社の商標です。 

■ SD ロゴは商標です。 

• そのほかのをぶ、製品ぶは一般にそれぞれの会をの商標または登録商標です。 
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